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高価で貴重な美術品を探し出して

蒐集することは、つまりお金に糸目を

付けず欲しいものを入手することは、

大昔からビリオネア（超大金持ち）た

ちの大きな夢でした。類い稀な権勢と

良き趣味をヴィジュアルで印象づける

には、美術がもってこいであったろうこ

とは容易に理解できます。そして今も

トップレベルのビジネス界では、会話

に美術（特にモダン・アート。さすがに

古典はもう手が出ないでしょうから）の

話題が必須、とも聞きます。

それにしても、資本主義的価値観

（アートで身を飾る）と美術界の本音

の価値観（ナンボで売れるか）が、相

変わらず見事にリンクしていることは、

結構驚くぺきことなのでは?21世紀

に入って直に20年。資本主義のシス

テムにいろいろボロが出てきて（社会

主義は昔話？何と、格差社会が問題

化している米国では、若い世代の間に

広まっているようです）、限られた人々

による独占的‘‘所有”の意味や是非

が問われてきたのは自然な流れのよう

に思えます。

“所有"から“共有"へ。この先どう

なるのかは想像もできませんが、「入場

無料」や「写真撮影OK」といった美

術館が増えてきているのは、何らかの

予兆ではないでしょうか。ベートーヴェ

ンの時代に、そんな兆しを感じます。

ナポレオンという“危険な”存在に

未来を感じる一方で、自分の音楽を

熱心にサポートしてくれる“クールな”

貴族たち（中には既得権益を失って

落魂した人も）と親しく接していたこと

は、社会的階級を軽々と超えた新たな

人間関係が垣間見え、興奮させるも

のがあります。 寺田俊也
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モーストリー・クラシック1月号は11月20日（水）発売です
定価1080円（税込）お求めはお近くの書店で

生誕250年

後期

ベートーヴェン
交曹曲第9番「合唱付き」

3号連続で続いたベートーヴェン特集も最後の後期

となります。中期の「傑作の森」時代に劣らない傑作

が生まれています。交評1ll1の最後となった「第九」、作

ilJJ当時のピアニス トには弾けない、と言われた難1111、

ピアノ ・ソナタ第29番「ハンマークラヴィーア」、最後の

3つのピアノ ・ソナタ第30、31、32番は近年、まとめて演

奏するピアニストが多くなりました。作曲に5年を要し

た「ミサ・ソレムニス」も大1Jt1です。ますます深化し続け

る後期、 晩年のベートーヴェンの作品を追いかけます。
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音
楽
評
論
家
、
黒
田
恭

一
さ

ん
が
亡
く
な

っ
て

10
年
に
な
り

ま
す
。
弊
誌
で
も
亡
く
な
る
ま

で
「
巻
頭
言」

の
原
稿
を
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
よ

り

10
年
以
上
前
、
産
経
新
聞
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
面
で
新
譜
C
D
の

選
者
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
た

頃
か
ら
存
じ
上
げ
て
い
ま
す
。

黒
田
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
の

は
2
0
0
 9
年

5
月

29
日
で

す
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー
を
め
く

っ
て
い
る
と
、

6
月
発
売
の

8

月
号
で
、
現
在
、
巻
頭
言
を
執

箪
さ
れ
て
い
る
音
楽
評
論
家
の

諸
石
幸
生
さ
ん
に
よ
る
追
悼
が

出
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
同
じ

号
に
は
、
や
は
り
5
月
に
亡
く

な
っ

た
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
頼
近

美
津
子
さ
ん
の
追
悼
記
事
も

編

集

後

記
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掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

2:

と
も
音
楽
の
面
白
さ
、

喜
び
の

本
質
に
つ
い
て
、
難
し
い
こ
と

を
難
し
く
で
は
な
く
、
優
し
い

言
業
で
皆
に
伝
え
て
く
れ
ま
し

た
。
今
は
な
か
な
か

2
人
の
よ

う
な
存
在
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

黒
田
さ
ん
の
想
い
出
に
さ
さ

げ
る
音
楽
と
ト
ー
ク
の
会
「
＜

ろ
だ
さ
ん
の
い
る
と
こ
ろ
」
が

11
月
19
日
、
王
子
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
る
、
と
い
う
案
内
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
手
紙
に
は
黒

田
さ
ん
の
影
響
は
「
10
年
経
っ

ぁ

た
今
で
も
色
褪
せ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ

ん
」
と
あ
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
黒
田
さ
ん
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

●広皆の問い合わせ：広告部 云03-3275-8328

MOSTLY CI .. ¥SSIC 162 

■i贔ペートーヴェンr傑作の森」霜:J

モーストリ—•クラシック
l2 薔〗ぶfBER 生誕250年

~~ 

交響曲第4~8番「運命」「田園」

ピアノ協奏曲第4,5番「皇帝」

ヴァイオリン協奏曲

ピアノ・ソナタ
第23~27番「熱情」
「テレーゼ」「告別」

ピアノ三重奏曲
「大公」「幽霊」

弦楽四重奏曲第7~11
「ラズモフスキー・セット」

オベラ「フィデリオ」

ウィーン・フィルと
ペルリン・フィルの
交響曲全集

サントリーホール創設者

佐治敬三生誕100年記念展

褒縁：ペートーヴェン

J804~15 

匹mltfm塁迄ほ口

CLASSIC 

ヽ

塁
運命」ど皇帝

2
0
ー

9
年
10
月
19
日

（筍
月

1
回
20
日
発
行
）
通
袴

2
7
1
号

4
 



OSTLY 
［月刊］モーストリー・クラシック CtASSIC 
http: //mostly.jp/ 

12盟温lR2019 C O N T E N 
94 I BIGが語る アンネ＝ゾフィ・ムター⑱ヴァイオリン高松宮殿下記念世界文化賞受宜

98 

100 

102 

104 

106 

109 

110 

113 

114 

116 

120 

T
 

麟 鍵盤の血脈井口基成⑰中丸美絡
「楽団長の死と、 H本演奏連盟」

.................................................................................... 

外山雄三の 「オーケストラと暮らして60年」 ⑱

ǹ
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ロマン・ロラン (1866-1944)

フランスの作家。代表作に「ジャン・クリストフ」。

1915年度ノーベル文学賞受賞。反ファシズム
を世界に呼びかけた。劇作家の倉田百三、 彫

刻家の高田博厚ら日本人とも交流を持った

わ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
後
大
正
1
5
年
に
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の

「
ベ
ー
ト
ォ
4

ヱ
ン
附
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の

辿
害
他
」、
昭
和
5
年
に
「
ベ
ー
ト
え
ヱ
ン
仰

大
な
る
創
造
時
代
」
が
高
田
博
原
訳
で
刊
行
さ

れ
て
い
る
。

H
本
に
お
い
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ヘ
の
関
心

が
大
き
く
高
ま
っ
た
の
は
、

1
9
2
7
年
（
昭

和
2
年
）
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
没
後

1
0
0
年
を
記
念
し
て
日
本
で
も
大
々
的
な

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
企
画
が
行
わ
れ
、
日
比
谷
公

園
音
楽
盤
な
ど
を
会
場
と
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
作
品
が
演
奏
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
関
す
る
書
籍
が
刊
行
さ
れ

こ
。
f
 こ
の
時
期
の

H
本
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
理
解

に
大
い
に
貢
献
し
た

一
人
が
、
玉
川
学
園
の
創

立
者
の
小
原
國
芳
で
あ
る
。
彼
が
編
媒
し
て

刊
行
し
た
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
研
究
」
で
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ッ

セ
イ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
調
を
な

し
た
の
が
ロ
マ

ン
・
ロ
ラ
ン
の
人
間
愛
の
思
想

で
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
思
想
が
知
識

人
の
間
で
深
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
の
小
原
編
の
書
物
に
高
村
光
太
郎
も

自
作
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
押
曲
第
9
番
に

つ
い
て
の
詩
を
寄
稿
し
て
い
る
。

H
本
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
受
容
に
お
い
て
、

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
が

―
つ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

も
っ
た
の
は
、
大
正
12
年
9
月
1
日
に
起
こ
っ

た
関
東
大
裳
災
も
あ
っ
た
。
そ
の
翌
年
の

11
月

29
、
30
日
に
グ
ス
タ
フ
・
ク
ロ
ー
ン
指
揮
で
東

京
音
楽
学
校
が
「
第
九
」
の
全
仙
初
演
を
行

う
が
、
こ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
田
村
寛
貞
が
著

し
た

「ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

『第
九
ジ
ュ
ム
フ
ォ

ニ
ー
j

」
は
、
次
の
言
業
で
書
き
だ
す
。

つ
い

「
今
や
終
に
其
の
時
は
来
た
。
疲
れ
果
て
た

と
こ
ろ

心
を
振
り
起
し
て
、
此
の
処
に
吾
人
は

『歓
喜

の
歌
』
を
謡
お
う
と
す
る
！
」
。
田
村
は
こ
の

書
物
に
お
い
て
、
大
震
災
の
引
き
起
こ
し
た
極

限
状
況
の
な
か
に
お
い
て
も
人
間
性
を
失
う
こ

と
な
く
、
人
倫
の
普
遍
性
を
讃
え
る
人
間
賛
歌

を
「
第
九
」
の
合
唱
に
求
め
る
の
で
あ
る
。

H
本
の
ロ
ラ
ン
・
ロ
ラ
ン
受
容
の
大
き
な
受

け
皿
は
、
文
学
に
お
け
る
白
樺
派
お
よ
び
こ
の

思
潮
に
共
鳴
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
人
間
愛
を

標
榜
す
る
こ
の
文
学
運
動
は
文
学
だ
け
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
が
り
を
も
ち
、
千
莱
•
安

孫
子
の
手
賀
沼
の
ほ
と
り
に
多
く
の
人
が
集
ま

り

―
つ
の
文
化
圏
を
形
作
る
。
か
れ
ら
の
思
想

の
重
要
な
根
幹
が
ロ
マ
ン

・
ロ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。

戦
後
、
最
高
裁
長
官
を
つ
と
め
た
田
中
耕
太

郎
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
論
を
著
し
て
い
る
が
、

ロランと交流した

高田博厚(1900-87)

高村光太郎 (1883-1956)

詩人、彫刻家、画家。

詩集に 「智恵子抄」

「ペートーヴェンの生涯」

ロマン・ロラン著片山敏彦訳

（岩波文庫）

生誕250年
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や
伝
記
文
学
に
反
映
さ
れ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

が
ど
の
よ
う
に
人
生
を
生
き
て
、
創
作
と
格
闘

し
た
の
か
と
い
う
側
面
に
人
々
は
深
い
共
感
と

理
解
を
表
明
し
た
。
ア
ン
ト
ン
・
シ
ン
ト
ラ
ー

の
伝
記
は
「
運
命
」
や
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
知
ら
れ
、
今
な
お
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
理
解
は
彼
の
作
り
出
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
呪
縛

の
な
か
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

多
く
の
人
々
は
、
交
響
曲
第
5
番
を
「
運
命
」

と
い
う
語
の
発
散
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
い
て

理
解
し
、
感
動
し
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
「
テ

ン
ペ
ス
ト
」
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
ピ
ア
ノ
奏

者
や
聴
き
手
は
こ
の
作
品
を
聴
い
て
、
さ
す
が

に
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」
の
内

容
を
連
想
す
る
人
は
少
な
い
と
し
て
も
、
あ
る

ド
ラ
マ
の
世
界
を
心
の
中
に
思
い
描
く
。

シ
ン
ト
ラ
ー
と
並
ん
で
、

今
日
に
至
る
ま
で

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
理
解
に
深
い
影
響
を
及
ぽ
し

た
の
が
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

(1
8
6
6
ー
1
9
4
4
)で
あ
る
。
彼
の
「
ベ
ー

ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
生
涯
」
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の

日
本
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
理
想
像

小原國芳 (1887-1977)

玉川学園の創立者

ロマン・ロランとベートーヴェンの理想
洋楽導入以来、初めてベートーヴェンの音楽に

直接に向かい合った日本人は、同じ頃に日本に取り入れられた

ロマン・ロランの文学を通して彼の音楽を理解し、

日本人のベートーヴェンの受容が形成された。

文西原稔 ◎桐朋学園大学教授

text by M inoru Nishihara 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
理
想
は
数
多
く
の
伝
記

伝
記
文
学
の
中
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
様
々
な
意
味
で
人
々
に

理
想
を
提
供
し
た
。
そ
の
理
想
の
意
味
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
っ
た
。
国
家
の
英
雄
と
い
う
理
想
で

あ
る
と
と
も
に
、
自
然
愛
好
者
と
い
う
理
想
も

と

う

や

―
つ
で
あ
り
、
禁
欲
的
な
自
己
陶
冶
の
人
と
い

う
倫
理
的
な
理
想
も
あ
る
。
人
々
は
何
ゆ
え

に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
な
か
に
理
想
を
見
出
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
作
鼎
家
の
な
か
に
理
想
を

い
だ

見
出
す
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
バ
ッ

ハ
の
中
に
汲
み
つ
く
せ
ぬ
世
界
の
深
さ
を
見
出

し
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
作
品
に
超
越
的
な
至
高

の
世
界
を
見
出
す
こ
と
も

―
つ
の
理
想
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
場
合
は
、
そ
の
理
想
像

の
一
っ
―
つ
が
彼
の
人
生
の
局
面
を
反
映
し
て

い
る
点
で
、
バ

ッ
ハ
や
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
と
は
異

な
る
。

會

と

う

や

人
生
と
、

人
格
の
陶
冶
、
そ
し
て
創
作
を
き
わ

め
て
包
括
的
に
理
想
主
義
的
に
描
き
出
し
た
長

編
小
説
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
は
、
我
が

国
に
お
い
て
も
非
常
に
広
く
読
ま
れ
た
だ
け
で

は
な
く
、
読
者
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
と

創
作
を
い
わ
ば
人
生
哲
学
と
し
て
理
解
し
た
。

我
が
国
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
関
す
る
書
物

が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
時
代

に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
日
本
で
お
そ
ら
く
最

も
早
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

論
は
大
正

4
年
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
「
ベ
ェ

ト
オ
フ
ェ
ン
並
に
ミ
レ
エ
」
（
加
藤

一夫
訳
）
で
、

続
い
て
大
正

10
年
に
木
村
荘
太
郎
訳
で
ロ
マ

ン
・
ロ
ラ
ン
の
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
が
刊
行

さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

H
本
に
お
け
る
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
理
解
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
を
通
し
て
行

彼
は
「
第
九
」
の
「
民
衆
的
な
も
の
」
を
強
調

し
、
そ
の
論
調
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
を
感

じ
さ
せ
る
。
彼
は
こ
の
よ
う
に
語
る
。

「
記
憶
せ
よ
。
我
々
は
彼
ら
の
如
く
こ
の
地

お
い

上
に
於
て
既
に
コ
ー
ラ
ス
の

一
団
を
欲
す
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
天
上
に
於
け
る
も
の
で
は
な

し
か

い
。
然
し
そ
の
共
同
の
歓
喜
の
叫
び
は

『星
の

ま

（

や

か

な

た

幕
屋
の
彼
方
な
る
愛
す
る
父
』
に
到
達
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

今
日
の
聴
衆
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
の

中
に
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
人
間
愛
の
思
想
を
見

川
す
こ
と
は
お
そ
ら
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、

洋
楽
消
入
以
来
、
初
め
て
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
音
楽
に
直
接
に
向
か
い
合
っ
た
日
本

人
は
、
同
じ
頃
に
日
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
ロ

マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
文
学
を
通
し
て
彼
の
音
楽
を

理
解
し
、
日
本
人
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
受
容

が
形
成
さ
れ
た
。

日
本
人
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
理
解
に
お
い
て

「
陶
冶
」
と
「
倫
理
性
」
が
強
く
意
識
さ
れ
た

の
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
影
響
で
あ
る
。
同
時

に
そ
こ
に
明
治
以
降
に
と
く
に
教
育
面
で
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
個
教
に
お
け
る
五
徳
の

要
素
も
加
味
さ
れ
、
人
間
愛
を
謳
う
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
の
思
想
と
禁
欲
的
な
自
己
陶
冶
の
思
想

が
融
合
し
た
独
特
な
日
本
的
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
理
解
が
形
成
さ
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。

こ
の
よ
う
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
理
想
は
、

今
日
の
学
問
的
で
客
観
的
な
作
品
理
解
の
前
に

も
は
や
跡
形
も
な
く
霧
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
ど
こ
か
に
底
流
の
よ
う

に
息
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

初

日
本
に
お
け
る

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
理
解
と

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

〈中期〉
3号連続
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1
9
4
9
年
夏
、
突
如
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に

登
場
し
、

56
年
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
公
刊
さ
れ

た
一
連
の
書
簡
が
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
か

ら
、
か
つ
て
の
弟
子
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
・
フ
ォ
ン
・

ダ
イ
ム
伯
爵
夫
人

(
1
7
7
9
i
1
8
2
1
)

に
宛
て
た
13
通
の
恋
文
だ
。

ボ
ヘ
ミ
ア
貴
族
ブ
ル
ン
ス
ヴ
ィ
ッ
ク
伯
爵
の

令
嬢
だ
っ
た
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
は
、

1
7
9
9
年

5
月
に
ウ
ィ
ー
ン
に
出
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に

▼
唯
一
の
オ
ベ
ラ
ヲ
ィ
デ
リ
オ
』

ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
と
の
恋
が
始
ま
る

1

8

0
4
年
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ウ
ィ
ー
ン
の

2

つ
の
劇
場
を
差
配
す
る
プ
ラ
ウ
ン
男
爵
か
ら

の
依
頼
を
受
け
、
オ
ペ
ラ
「
レ
オ
ノ
ー
レ
」
に

取
り
掛
か
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
プ
イ

イ
の
原
作
を
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
の

音
楽
監
督
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー
が
ド
イ
ツ
語
に

翻
訳
し
て

3
幕
に
仕
立
て
た
オ
ペ
ラ
で
、

16

枇
紀
ス
ペ
イ
ン
を
舞
台
に
、
無
実
の
罪
で
地

と
ら

下
牢
に
囚
わ
れ
て
い
る
費
族
フ
ロ
レ
ス
タ
ン

を
、
男
装
し
て
フ
ィ
デ
リ
オ
と
名
乗
っ
た
妻
レ

オ
ノ
ー
レ
が
苦
労
の
末
に
救
出
す
る
、
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
の
作
品
に
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
に
触
発
さ
れ
た
人
類
解
放
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
こ
め
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
レ
オ

ノ
ー
レ
と
い
う
愛
と
勇
気
の
ヒ
ロ
イ
ン
像
に
、

夫
婦
愛
の
美
し
さ
と
崇
高
さ
を
象
徴
さ
せ
た
。

途
中
、
序
曲
を
書
き
直
す
な
ど
の
波
瀾
を
経

て
お
よ
そ
1
年
で
書
き
上
が
っ
た
こ
の
オ
ペ
ラ

は、

1
8
0
5
年

10
月

1
5
H初
演
と
決
め
ら

れ
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
ウ
ィ
ー
ン
侵
攻

が
迫
っ
た
た
め
初
演
は
延
期
と
な
る
。
そ
し

て
実
際
、

11
月

13
日
に
ウ
ィ
ー
ン
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
軍
に
占
領
さ
れ
た
。
そ
の
大
混
乱
の
中
、

11
月

20
日
、
こ
の
オ
ペ
ラ
は
プ
ラ
ウ
ン
男
爵

の
意
向
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
主
張
す
る
「
レ

オ
ノ
ー
レ
」
で
は
な
く
、
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
の

タ
イ
ト
ル
に
よ
り
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇

場
で
初
演
さ
れ
た
。

だ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
を
愛
す

る
貴
族
た
ち
の
多
く
が
戦
乱
を
避
け
て
こ
の

町
を
脱
出
し
て
い
た
た
め
劇
場
は
不
入
り
で
、

少
な
い
客
の
大
半
は
町
を
占
領
し
て
い
る
フ

▼
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
・
ダ
イ
ム
伯
爵
夫
人

へ
の
13
通
の
恋
文

誨f
ペートーヴェン、

その削的生涯
中期

～混迷の世相のF、
創作と恋に燃える～

▼
最
新
性
能
の
ピ
ア
ノ
か
ら
生
ま
れ
た

珠
玉
の
ソ
ナ
タ
群

ラ
ン
ス
兵
た
ち
。
ド
イ
ツ
語
を
解
さ
な
い
彼

ら
か
ら
よ
い
反
押
な
ど
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
、
ど
う
や
ら
こ
の
初
稿
は
冗
長
過
ぎ

こ。t
 そこ
で
、
ボ
ン
時
代
以
来
の
親
友
シ
ュ
テ

フ
ァ
ン
・
フ
ォ
ン
・
プ
ロ
イ
ニ
ン
グ
が
台
本
を

改
訂
し
て

3
匹
乖
か
ら

2
硲
に
短
縮
し
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
ま
た
、
新
し
い
序
曲
を
書
く
。

こ
れ
が

『レ
オ
ノ
ー
レ
』
序
曲
第
3
番
で
あ
る
。

や
が
て
フ
ラ
ン
ス
軍
が
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
撤
退

し
た
の
で
、

1
8
0
6
年

3
月

29
日
に
こ
の

第

2
稿
が
ザ
イ
フ
リ
ー
ト
と
い
う
指
揮
者
に

よ
っ
て
初
浙
さ
れ
、
今
度
は
成
功
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
と
プ
ラ
ウ
ン
男
爵
と
の
間
に
不
和
が
生
じ
、

上
演
は
打
ち
切
り
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
用
い
て
い
た
ピ
ア
ノ
は
、
そ
れ
ま
で
の
も
の

よ
り
上
に

5
度
音
域
が
拡
大
さ
れ
て
、

5
オ

ク
タ
ー
ヴ
と

5
度
の
音
域
、
つ
ま
り
、
現
在
の

標
準
ピ
ア
ノ
の
最
も
低
い
フ
ァ
か
ら
現
在
の

最
高
音
の
ド
よ
り
1
オ
ク
タ
ー
ヴ
下
の
ド
ま

で
の
音
域
を
持
つ
楽
器
だ
っ
た
。
こ
れ
は

1
8

0
3年
に
パ
リ
の
エ
ラ
ー
ル
か
ら
贈
ら
れ
た
も

の
で
、
弦
も
そ
れ
ま
で
の

2
本
か
ら

3
本
に

強
化
さ
れ
、
張
力
も
強
く
な
っ
て
低
音
が
よ

＜
牌
き
、
足
ペ
ダ
ル

4
本
も
備
え
ら
れ
て
い

こ
。
t
 この
楽
器
を
用
い
て
作
曲
さ
れ
た
ソ
ナ
タ

第

21
番
は
、
そ
の
允
実
し
た
低
音
を
重
音
で

連
打
し
て
始
ま
る
。
低
音
域
と
高
音
域
の
対

■略年譜～中期～

比
も
目
立
ち
、
第
1
楽
章
の
コ
ー
ダ
前
の
パ
ッ

セ
ー
ジ
や
第
2
楽
章
随
所
に
こ
の
新
し
く
手

に
入
れ
た
高
音
、
と
り
わ
け
、
高
い
ソ
の
音

が
意
気
揚
々
と
登
場
す
る
。
第

2
楽
章
主
部

の
ロ
ン
ド
主
題
が
オ
ク
タ
ー
ヴ
で
、
あ
る
い
は

高
音
部
単
音
で
紡
が
れ
る
「
ソ

・
ソ
ー
ミ
レ

ソ
ド
ミ
、
ソ
・
ソ
ー
ミ
レ
ソ
ド
」
は
以
前
の
ピ

ア
ノ
で
は
絶
対
に
書
け
な
か
っ
た
も
の
だ
。
音

ち
ょ
く
せ

つ

域
拡
大
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
喜
び
が
直
戟
に

伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
ソ
ナ
タ
は
、
ボ
ン
時
代

以
来
の
支
援
者
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
に

献
呈
さ
れ
、
そ
れ
が
愛
称
と
な
っ
た
。

1
8
0
4
年
完
成
の
「
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
三
重
協
奏
曲
」
と

06
年
に
完
成
し
た
ピ
ア
ノ
協
奏
仙
第

4
番
に

も
新
し
い
高
音
域
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

05
年
に
作
曲
さ
れ
た
第

23
番

『熱
情
』
は
高

音
と
低
音
の
対
比
、
強
弱
の
急
激
な
変
化
が

特
徴
だ
。

「
熱
情
」
の
後
、
彼
は

4
年
半
ほ
ど
ソ
ナ
タ

創
作
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
が
、

1
8
0
9
年
に
2

曲
を
書
き
、
う
ち
第

24
番
嬰
へ
長
調
を
、
先

の
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
の
姉
に
あ
た
る
テ
レ
ー
ゼ
・

フ
ォ
ン
・
プ
ル
ン
ス
ヴ
ィ
ッ
ク
に
献
呈
し
た
。

そ
の
た
め
第

24
番
は
「
テ
レ
ー
ゼ
」
の
愛
称

を
持
つ
。
古
い
伝
記
類
で
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ヨゼフィーネ・フォン・ダイムの姉で、ベー

トーヴェンからはビアノ・ソナタ第24番
を献呈されたテレーゼ・フォン・ブルンス

ヴィック (1775-1861)

そ
の
頃
、
ウ
ィ
ー
ン
は
ま
だ

1
8
0
5
年

の
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
ウ
ィ
ー
ン
占
領
の
影
評
か

ら
立
ち
直
れ
ず
、
イ
ン
フ
レ
と
物
価
の
高
騰

が
続
き
、
定
収
人
の
な
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

経
済
生
活
を
大
き
く
脅
か
し
て
い
た
。
ち
ょ

う
ど
そ
ん
な
折
の

08
年

10
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
末
弟
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
統
治
す

る
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
王
国
の
首
都
カ
ッ
セ
ル

が
、
彼
を
宮
廷
楽
長
に
招
い
た
。
さ
す
が
の

彼
も
心
が
動
き
、

一
且
は
こ
れ
を
受
諾
す
る
。

こ
の
と
き
、
必
死
に
彼
を
慰
留
し
た
の
は
弟

子
の

一
人
マ
リ
ー
・
エ
ル
デ
ー
デ
ィ
伯
爵
夫
人

だ
っ
た
。
「
い
け
ま
せ
ん
わ
。
マ
エ
ス
ト
ロ
の
お
ら
れ

な
い
ウ
ィ
ー
ン
な
ん
て
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
」

彼
女
は
す
ぐ
さ
ま
貴
族
た
ち
に
個
人
年
金

の
拠
出
を
呼
び
掛
け
る
。
そ
の
結
果
、
ル
ド

ル
フ
大
公
が
1
5
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン
、
ロ
ブ
コ

ヴ
ィ
ッ
ツ
侯
爵
が
7
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン
、
キ
ン

ス
キ
ー
侯
爵
が

1
8
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン
の
年

額

4
0

0

 
0
フ
ロ
ー
リ
ン
が
終
身
年
金
と
し

て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
正
式
契
約
が

1
8
0
9
年

3
月

1

日
付
で
結
ば
れ
た
。

こ
う
し
て
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
に
留
ま
っ
た
が
、

そ
の

2
カ
月
後
、
ウ
ィ
ー
ン
は
再
び
ナ
ポ
レ

オ
ン
軍
の
侵
攻
を
受
け
る
。

5
月

4
日
、
王

侯
貴
族
た
ち
は
田
舎
へ
疎
開
す
る
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
最
大
の
後
援
者
で
愛
弟
子
で

も
あ
っ
た
ル
ド
ル
フ
大
公

(
1
7
8
8
ー
1
8

3
1
)
も
ウ
ィ
ー
ン
を
離
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ

▼
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
占
領
下
の
逆
境
で

ン
は
こ
の
テ
レ
ー
ゼ
と
婚
約
し
た
、
と
書
か
れ

て
い
る
が
、
そ
の
事
実
は
な
い
。

． 
• 
． 

．
 
． 
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1804年 ►ダイム伯爵と死別したかつてのピ
アノの弟子ヨゼフィーネとの恋が始まる。ワ

ルトシュタインヅナタ完成。

1805年4月7日 ►アン・デア・ウィーン劇場

で交響曲第3番を自ら指揮して公開初演。

11 月20日 ►オペラ「フィデリオ」第 1 稿初演。

ピアノ・ソナタ 「熱情J完成。11月ナポレオ
ン軍のウィーン占領。

1806年3月29日 ►オペラ「フイデリオ」第2
稿初演。

12月23日 ►ヴァイオリン協奏曲、フランツ・

クレメントの独奏で初演。

1807年2月 ►「熱情」ソナタ出版、ヨゼフィー

ネの兄フランツ・フォン・ブルンスヴィック伯

爵に献呈。

3月 ► ロブコヴィッツ侯爵邸で交響曲第4
番、ピアノ協奏曲第4番、「コリオラン」序曲
非公開初演。

1808年12月22日 ►交響曲第5番、第6番、

ピアノ協奏曲第4番、「合唱幻想曲」初演。

1809年 ►ナポレオンのウィーン侵攻。

1810年 ►テレーゼ・マルファッティとの結

婚話実らず。ベッティーナ・ブレンターノの訪

問を受け、その紹介で彼女の義姉アントーニ

工と知り合う。

1811年 ► ピアノ協奏曲第5番「皇帝」、ライ

プツィヒでシュナイダー独奏により初演。

1812年 ►夏にテプリッツで「不滅の恋人」
への手紙を書く。

1813年4月20日 ►ルドルフ大公邸で交響曲

第7番と第8番が非公式初演。 12月8日に

は第7番、及び、 「ヴィットリアの会戦とウェ

リントンの勝利」通称「戦争交響曲」が公式

初演されて大喝采を浴びる。

1814年5月23日 ►改訂版「フイデリオ」 の
初演。

創作上の頂点を迎えるこの時期、

一方で、悪化する聴覚、

ナポレオンによる戦争、念願のオペラ制作、

何人かの女性への思い、作曲家としての名声の確立…

と、実に様々なことが

ベートーヴェンの周りで起こった。

中年を迎えつつあった彼は、

どのように乗り切っていったのか。

文萩谷由喜子◎音楽評論家
text by Yukiko Hagiya 

師
事
し
た
。
同
年
6
月
29
日
、
彼
女
は
親
の
選

ん
だ
ダ
イ
ム
伯
爵
と
結
婚
す
る
も
、
第
4
子

妊
娠
中
の

1
8
0
4
年

1
月

2
7
H
に
夫
と
死

別
す
る
。
そ
ん
な
境
涯
に
同
情
し
た
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
、
彼
女
の
も
と
を
訪
れ
て
は
、
ピ
ア

ノ
で
慰
め
の
言
業
を
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
13
通
の
恋
文
」
に
は
明
確
な
日
付
は
書
か

れ
て
い
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
考
証
か

ら、

書
か
れ
た
期
間
は

1
8
0
4
年
夏
頃
か

ら
07
年
春
に
か
け
て
と
判
明
し
て
い
る
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
相
手
に
「
こ
の
世
で
も
っ
と
も

愛
す
る
た
だ
ひ
と
り
の
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
」
と

30代半ばのペートーヴェンが熱
愛していたヨゼフィーネ・フォン・

ダイム (1779-1821)

呼
び
か
け
、
「
私
は
も
う
自
分
に
課
し
た
禁
制

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
熱
烈
な
求

愛
を
寄
せ
て
い
る
。

同
梱
さ
れ
て
い
た
彼
女
か
ら
の
返
信
の
下

書
き
に
は
、
「
あ
な
た
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
に

従
え
ば
、
わ
た
し
は
神
聖
な
境
界
を
お
か
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
…
お
察
し
く
だ
さ
い
。
…
」

と
あ
る
も
の
の
、
行
間
に
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

に
じ

へ
の
愛
情
が
滲
み
、
彼
女
が
最
後
ま
で
境
界

を
お
か
さ
ず
に
い
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
、
神

の
み
ぞ
知
る
で
あ
る
。

ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
は
そ
の
後
1
8
1
0
年
に
、

子
ど
も
た
ち
の
家
庭
教
師
に
扉
っ
た
シ
ュ
タ
ッ

ケ
ル
ベ
ル
ク
男
爵
と
再
婚
し
て
、
以
前
に
も

増
し
た
不
幸
の
種
を
背
負
い
込
み
、

21
年
に

42
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

1
8
0
4
年
秋
か

ら
07
年
春
ま
で
の
期
間
、
創
作
中
期
に
差
し

掛
か
っ
て
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
心
に
彼
女

と
も

が
温
か
な
灯
火
を
点
し
た
こ
と
と
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
彼
女
へ
の
熱
い
恋
の
炎
を
創
作
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
た
こ
と
は
疑
い
も
な
い
。

15麟OSTLYCl,ASSIC 
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推
理
小
説
の
ネ
タ
晴
ら
し
で
は
な
い
が
、

話
を
お
し
ま
い
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

1
8
1
4
年
4
月
、
「
よ
き
矧
ら
せ
」
と
い

う
歌
芝
居
（
ジ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ー
ル
）
が
、
皇
宮

正
門
脇
の
宮
廷
劇
場
で
上
演
さ
れ
た
。
作
曲

は
、
ウ
ィ
ー
ン
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
た
数

人
の
音
楽
家
…
そ
の
中
に
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
勝
利
」
へ
の
人
気

の
次
男
に
あ
た
る
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
サ
ヴ
ァ
ー
・

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
含
ま
れ
て
い
た
…
が
担
当
。

中
で
も
、
最
終
曲
に
あ
た
る
第
9
曲
に
関
し

て
は
、
話
題
沸
騰
中
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
白

羽
の
矢
が
立
っ
た
。

と
い
う
の
も
、
遡
る
こ
と
約
半
年
前
の

1
8
1
3
年
12
月
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
自
ら

の
指
揮
の
下
、
ウ
ィ
ー
ン
市
民
を
熱
狂
の
渦

に
巻
き
込
ん
だ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
を
初
演

1814年4月、フォンテーヌブローで皇帝を

退位したナポレオンの無念さと憔悴ぶりを

描いたポール・イポリート・ドウラロシュの絵

「ウェリントンの勝利」は
なぜ書かれ、喝采を博したのか？
～ナポレオンのウィーン占領と、市民と文化の勝利～

た
し
か
に
「
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
勝
利
」
は
、

か
な

時
機
に
叶
っ
た
作
品
だ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が

敗
北
し
た
出
来
事
は
、
そ
れ
だ
け
で
ウ
ィ
ー

ン
市
民
の
溜
飲
を
下
げ
る
に
充
分
な
効
果
を

具
え
て
い
た
。
し
か
も
そ
こ
へ
、
彼
ら
を
さ
ら

に
高
揚
さ
せ
る
音
楽
が
加
わ
っ
た
の
だ
か
ら
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
負
け
る
と
、
そ
れ
を
祝
う

音
楽
が
鳴
り
押
く
…
。
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る

こ
う
し
た
動
き
は
、
既
に

1
8
1
2
年
に
起

メ
ガ
・
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら

ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
へ

いかなる困難に見舞われようとも、

ウィーンは文化を守る一

これこそ18世紀の女帝

マリア・テレジア以来の

音楽の都の‘‘心意気,,。

フランスの帝都占領を経たことで、

音楽界が総力をあげて

ナポレオンヘの決別、、

オーストリアの勝利を歌い上げるという、

「ウェリントンの勝利」の目的が

一層はっきりとしたことであろう。

文小宮正安0ヨーロ；；パ文化史研究
text by Masayasu Kamiya 
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1
8
1
0
年
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
主
治

▼

『不
滅
の
恋
人
』

最
有
力
候
補
ア
ン
ト
ー
ニ
エ

ペートーヴェンが書い

た「不滅の恋人への

手紙」の対象と目され

ている慈善家、美術

コレクターだったアン

トーニエ・ブレンターノ

(1780-1869) 

生謳250年

BEET 

．
 

を
見
送
り
な
が
ら
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

1

曲
の
ソ
ナ
タ
に
着
手
す
る
。
冒
頭
の

3
つ
の

下
降
音
「
ソ
・
フ
ァ
．

b
ミ
」
に

「L
eー

b
e
1
 

w
o
h
l
」
（
レ
ー
ベ
ヴ
ォ
ー
ル
11

告
別
）
と
い
う

単
語
を
歌
詞
風
に
振
り
当
て
た
、
第
26
番
「
告

別
」
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

平
穏
裡
に
書
き

進
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
5
月
11
日、

ウ
ィ
ー
ン
は
フ
ラ
ン
ス
軍
の

一
斉
射
撃
を
浴
び

た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
弟
の
カ
ー
ル
の
家
の
地

下
室
に
避
難
し
、
枕
を
押
し
当
て
て
砲
撃
音

か
ら
耳
を
守
り
な
が
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
の
街
と

市
民
た
ち
と
命
運
を
共
に
す
る
こ
と
を
決
意

す
る
。
12
日
、
ウ
ィ
ー
ン
は
白
旗
を
掲
げ
、
街

に
フ
ラ
ン
ス
兵
が
な
だ
れ
込
む
。
占
領
下
の

ウ
ィ
ー
ン
は
以
前
よ
り

一
層
治
安
が
悪
化
し
、

食
糀
不
足
、
物
価
高
騰
が
進
む
。
そ
の
上
に
、

軍
税
ま
で
新
た
に
課
さ
れ
、
市
民
は
生
活
苦

に
あ
え
ぐ
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

4
0
0
 
0
フ

ロ
ー
リ
ン
の
年
金
も
た
ち
ま
ち

4
分
の

1
以

下
に
目
減
り
し
、
し
か
も
、
ロ
プ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、

キ
ン
ス
キ
ー
両
侯
爵
家
に
は
不
幸
が
起
き
て

彼
ら
か
ら
の
年
金
は
数
年
で
止
ま
っ
た
。
最

後
ま
で
支
給
し
て
く
れ
た
の
は
ル
ド
ル
フ
大

公
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
混
乱
の

1
8
0
9
年
に
は
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
5
番
も
完
成
し
た
が
、
初
演
は

2
年

後
に
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
。

医
マ
ル
フ
ァ
ッ
テ
ィ
栂
士
の
親
戚
の
娘
テ
レ
ー

ゼ
・
マ
ル
フ
ァ
ッ
テ
ィ
と
知
り
合
い
、
彼
女
と

の
結
婚
を
夢
見
た
。
縁
組
に
備
え
て
ポ
ン
か

ら
洗
礼
証
明
書
ま
で
取
り
寄
せ
た
が
、
こ
の

話
は
実
ら
な
か
っ
た
。

だ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
関
心
を
持
つ
女

性
は
絶
え
ず
い
た
。
ゲ
ー
テ
と
の
交
流
で
知
ら

れ
る
若
い
女
性
作
家
ベ

ッ
テ
ィ
ー
ナ
・
プ
レ
ン

タ
ー
ノ
も
そ
の

一
人
で
、
彼
女
の
仲
介
に
よ
っ

て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ゲ
ー
テ
と
の
距
離
を

縮
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
あ
る

1
人
の
既
婚

女
性
と
知
り
合
う
。
ベ
ッ
テ
ィ
ー
ナ
の
兄
は
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
本
拠
と
す
る
滴
人
フ
ラ

ン
ツ
・
プ
レ
ン
タ
ー
ノ
と
い
っ
た
が
、
そ
の
妻

ア
ン
ト
ー
ニ
エ

(
1
7
8
0
1
1
8
6
9
)
は

ウ
ィ
ー
ン
買
族
ビ
ル
ケ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク
伯
爵
の

一
人
娘
で
、
父
伯
爵
の
追
産
整
理
の
た
め
に
当

時
ウ
ィ
ー
ン
に
住
み
、
夫
フ
ラ
ン
ツ
は
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
と
ウ
ィ
ー
ン
を
行
き
来
し
て
い
た
。

．
 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
の
ア
ン
ト
ー
ニ
エ
と
恋

に
落
ち
た
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
没
後
、
執
筆
年
も
誰
に

宛
て
た
の
か
も
不
明
の
、
連
続
す
る

3
部
分

か
ら
な
る
自
錐
の
紙
片
が
発
見
さ
れ
た
。
こ

れ
が
「
不
滅
の
恋
人
へ
の
手
紙
」
と
呼
ば
れ

る
手
稿
だ
。
手
紙
と
い
っ
て
も
封
筒
も
な
く
、

お
そ
ら
く
未
投
函
で
あ
ろ
う
。
年
代
と
相
手

の
特
定
を
巡
っ
て
長
ら
く
論
争
が
続
い
て
き

た
が
、
こ
の
手
記
は
1
8
1
2
年
7
月
に
ボ
ヘ

ミ
ア
の
湯
治
場
で
、
こ
の
ア
ン
ト
ー
ニ
エ
に
対

し
て
杏
か
れ
た
、
と
の
結
論
が
、
現
在
ほ
ぽ

定
着
し
つ
つ
あ
る
。

▼

『フ
ィ
デ
リ
オ
」
の
再
演

こ
う
し
た
厳
し
い
世
相
に
も
負
け
る
こ
と

な
く
、
創
作
の
歩
み
を
続
け
て
来
た
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
努
力
は
次
第
に
報
わ
れ
て
き
た
。

●
ー
ー

・

ナ
ポ
レ
オ
ン
と
同
い
年
で
、
彼
を
打
ち
破
っ
た
士
＾
敵
．
の
英
国
軍

人
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
（
後
の
初
代
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
爵
、

1
7
6
9
i
1
8
5
2
)。
そ
の
後
、

2
度
に
わ
た
っ
て
英
首
相
を
務
め

て
い
る
。
こ
の
ト
ー
マ
ス
・
ロ
ー
レ
ン
ス
の
肖
像
は
、
1
8
1
4
年
か

ら
翌
年
に
か
け
て
描
か
れ
た
も
の

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
「
ウ
ェ

リ
ン
ト
ン
の
勝
利
」
。
初
代
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
侯

爵
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
率
い
る
イ
ギ
リ
ス
軍
が
、
ス

ペ
イ
ン
の
ヴ
ィ
ト
ー
リ
ア
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を

総
司
令
官
に
戴
く
フ
ラ
ン
ス
軍
を
撃
破
し
た

様
子
を
描
い
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
「
戦
争
交
紳
鼎
」
の
異
名
を
持
つ
こ

の
作
品
、
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の
間
に
熱
狂
的
な
感

動
を
巻
き
起
こ
し
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生

前
に
は
、
彼
が
書
い
た
作
品
の
中
で
も
1
位

2
位
を
争
う
人
気
を
博
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

ゲーテを尊崇し、ベー

トーヴェンとの間を取

り持ったペッティーナ・

ブレンターノ (1785
-1859) 

40歳頃のペートーヴェン
が恋心を抱いたテレーゼ・

マルファッティ (1792-
1851) 

1
8
1
3
年
4
月

2
0
B
に
は
ル
ド
ル
フ
大
公

邸
で
、
交
響
曲
第
7
番
と
第
8
番
が
非
公
式

に
初
演
さ
れ
て
好
評
を
栂
し
、

12
月
8
日
に

は
第
7
番
、
及
び
、
「
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
の
会
戦

と
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
勝
利
」
通
称
「
戦
争
交

評
曲
」
が
公
式
初
演
さ
れ
て
大
喝
采
を
浴
び

る
。そ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
人
気
を
み
て
、
ケ
ル

ン
ト
ナ
ー
ト
ー
ア
劇
場
か
ら
オ
ペ
ラ
「
フ
イ
デ

リ
オ
」
再
演
話
が
持
ち
あ
が
っ
た
。
1
8
1
4

年

5
月
23
日
の
改
訂
版
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
初

演
に
は
新
し
い
序
曲
が
間
に
合
わ
ず
、
「
ア
テ

ネ
の
廃
墟
」
序
曲
で
代
用
さ
れ
た
が
、

26
日

の
上
演
か
ら
新
作
「
フ
イ
デ
リ
オ
」
序
鼎
が

使
わ
れ
た
。
上
演
は
成
功
を
収
め
、
諸
外
国

の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
列
席
者
た
ち
か
ら
も
評
判

と
な
り
、
こ
の
年
の
間
に
何
回
も
再
演
が
続

い
た
。

m

• 
き
て
い
た
。
こ
の
年
の
末
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ロ

シ
ア
遠
征
で
大
敗
北
し
た
報
せ
が
届
く
や
否

や、

皇
宮
内
部
の
冬
季
乗
馬
学
校
が
特
別
に

開
放
さ
れ
、
メ
ガ
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
た

の
で
あ
る
。
出
演
者
は
、
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ

ず
6
0
0
人
近
く
、
聴
衆
は

6
0
0
0
人
に

達
し
た
ほ
ど
。

演
奏
会
冒
頭
に
は
、

1
8
0
7
年
に
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
作
曲
し
た
「コ
リ
オ
ラ
ン
序
仙
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
次
い
で
、
ヘ
ン
デ
ル
作

曲
の
オ
ラ
ト
リ
オ

「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
饗

宴」

を
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
編
曲
し
、
さ
ら
に
こ

の
日
の
た
め
に
モ
ー
ゼ
ル
が
特
別
に
補
箪
し

た
「
テ
ィ
モ
テ
ウ
ス
あ
る
い
は
音
楽
の
力
」
が

評
き
渡
っ
た
。

な
お
こ
の
演
奏
会
は
大
反
評
を
呼
び
、

ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
界
に
欠
か
せ
な
い
組
織
の

誕
生
に
つ
な
が
る
。
そ
の
組
織
こ
そ
、
「
楽
都

ウ
ィ
ー
ン
」
の
象
徴
と
も
い
え
る
ウ
ィ
ー
ン
楽

友
協
会
だ
。 ・▼

• 

•• 
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生璽250年

BEET 
市
民
が
失
望
し
た
戦
闘
の
脅
威

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
ウ
ィ
ー
ン
市
民
は

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
敗
北
を
喜
ん
だ
の
か
？
簡
単

に
言
え
ば
、
そ
れ
ま
で
の

20
年
近
く
に
わ
た

り
、
ウ
ィ
ー
ン
を
都
と
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

一
帯
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
も
た
ら
し
た
戦
闘
の

さ
ら

脅
威
に
晒
さ
れ
続
け
た
か
ら
。

ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
を
筆
頭
に
名
門
貴
族
が

幅
を
利
か
せ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
、

当

初
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
こ
の
街
の
市
民
に
と
っ
て

希
望
の
星
だ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
横
暴
な

特
権
階
級
の
支
配
を
打
ち
破
り
、
自
由
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
期
待
が

存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
徐
々
に
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
始
め
た
。
革
命
精
神
の
象
徴
の

よ
う
に
思
え
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
行
っ
た
の
は
、

何
よ
り
も
戦
争
だ

っ
た
。
そ
し
て
戦
争
が
長

引
け
ば
長
引
く
ほ
ど
、
都
市
に
住
む
尚
人
や

手
工
業
者
11

市
民
の
基
盤
で
あ
る
経
済
状
況

た
ど

は
悪
化
の

一
途
を
辿
っ
た
。

さ
ら
に

1
8
0
4
年、

て
も
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ウ
ィ
ー
ン
に
と
ど

ま
っ
た
。

だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
大
変
な

事
件
が
起
き
て
し
ま
う
。
1
8
0
9
年
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
軍
を
率
い
て
、
再
び

ウ
ィ
ー
ン
を
占
領
し
た
。
し
か
も
、
前
回
ともっ

は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
破
壊
力
を
以

て
。
ウ
ィ
ー
ン
の
近
郊
で
は
激
し
い
戦
闘
が
行

わ
れ
、

多
く
の
死
者
が
出
た
。
家
を
焼
か
れ

た
者
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

自
身
、
市
内
中
心
部
に
迫

っ
た
フ
ラ
ン
ス
軍

の
砲
撃
を
避
け
る
べ
く
、
弟
の
家
の
地
ド
室

に
逃
げ
込
ん
だ
ほ
ど
で
あ
る
。

■ DATA 

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
フ

「ウェリントンの勝利、
あるいはヴィットーリアの戦い」
（戦争交響曲）作品91

作曲：1813年

初演：1813年12月8日、ウィーン
献呈：英国王ジョージ4世

出版：1816年2月、アルタリア社

音
楽
の
力
を
用
い
た
帝
都
再
生

危
機
の
中
で
の
文
化
力
の
発
信

ラ
ン
ス
皇
帝
に
即
位
す
る
に
及
び
、
彼
の
狙

い
が
権
力
の
入
手
に
過
ぎ
な
か

っ
た
こ
と
へ
の

失
望
が
、
市
民
の
間
に
広
が
り
始
め
る
。
ナ

ポ
レ
オ
ン
に
熱
狂
し
て
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

が
、
彼
へ
の
献
辞
を
し
た
た
め
た
「
交
押
曲

第

3
番
」
の
表
紙
を
激
怒
し
て
破
り
捨
て
た
、

と
い
う
伝
説
が
生
ま
れ
た
背
景
に
他
な
ら
な

、。
しウ

ィ
ー
ン
占
領
の
も
た
ら
し
た
大
混
乱

さ
ら
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
失
望
感
が

色
濃
く
な

っ
た
の
は
、

1
8
0
5
年
の
こ
と
。

こ
の
年
の

11
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
率
い
る
フ
ラ
ン

ス
軍
は
、
宿
敵
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
お
膝
元
で

あ
る
ウ
ィ
ー
ン
を
占
領
す
る
。
し
か
も
ウ
ィ
ー

ン
で
フ
ラ
ン
ス
軍
が
行

っ
た
こ
と
は
と
い
え

で
ん

ば

ば
、
革
命
精
神
の
伝
播
な
ど
で
は
な
く
、
略

奪
暴
行
そ
の
も
の
だ

っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
普
段
劇
場
に
集
う

よ
う
な
人
々
が
ウ
ィ
ー
ン
か
ら

一
時
的
に
逃
げ

出
し
て
し
ま
う
中
、
初
演
の
日
を
迎
え
た
の

ひ
っ
せ
い

が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
畢
生
の
オ
ペ
ラ

「
レ
オ

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
ウ
ィ
ー
ン
に
お

け
る
劇
場
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
さ
ぞ

か
し
停
滞
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
し

ま
う
が
、
そ
の
逆
で
あ
る
。

予
兆
は

1
8
0
6
年、

1
回
目
の
フ
ラ
ン

ス
軍
の
占
領
が
終
了
し
た
際
か
ら
あ

っ
た
。

疎
開
先
か
ら
戻
っ

て
き
た
ば
か
り
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ

1
世
が
、
あ
る
男
を

ウ
ィ
ー
ン
の
名
脊
市
民
に
し
た
の
で
あ
る
。

宮
廷
顧
問
官
を
務
め
て
い
た
ヴ
ル
プ
ナ
と
い

う
人
物
で
、
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
が
フ
ラ
ン
ス
軍
の

進
行
を
受
け
た
際
、
こ
の
街
の
病
院
、
図
書
館
、

博
物
館
を
略
奪
破
壊
か
ら
守
っ
た
の
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
い
か
な
る
困
難
に
見
舞
わ
れ
よ

う
と
も
、
ウ
ィ
ー
ン
は
文
化
を
守
る
と
い
う

姿
勢
が
、
為
政
者
自
身
に
よ

っ
て
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
い
え
ば
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
フ
ラ
ン

ツ
1
世
の
祖
母
に
あ
た
る

「女
帝
」
マ
リ
ア
・

テ
レ
ジ
ア
に
既
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

彼
女
は
僅
か

23
歳
で
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の

家
督
を
継
い
だ
直
後
、
隣
国
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の

戦
闘
を
余
俄
な
く
さ
れ
る
中
、
宮
廷
劇
場
の

建
設
や
シ
ェ
ー
ン
プ
ル
ン
宮
殿
の
改
築
を
行
っ

た
。
そ
れ
は
、
伝
統
と
格
式
に
彩
ら
れ
た
ハ

プ
ス
プ
ル
ク
家
が
大
事
に
し
て
き
た
文
化
カ

が
、
危
機
の
中
に
あ

っ
て
も
街
つ
か
な
い
こ

と
を
四
界
に
示
す
た
め
の
戦
略
に
他
な
ら
な

か
っ
た
。

と
な
る
と
、

2
度
に
わ
た
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の

占
領
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽

つ

い

文
化
が
泊
え
な
か

っ
た
理
由
が
よ
く
分
か
る
。

し
か
も
、

当
の
占
領
を
も
た
ら
し
た
ナ
ポ
レ

ペートーヴェンが生きた時代
のオーストリア皇帝フランツ1世
(1768-1835)。マリア・テ
レジアの孫に当たる。この絵は
1820年頃に描かれたもの

ウィーンの“文化力”の礎を築いた
女帝マリア・テレジア(1717-80)

ノ
ー
レ
」
。
観
客
席
に
は
暇
つ
ぶ
し
の
た
め
に

や
っ
て
来
た
フ
ラ
ン
ス
兵
が
集
う
中
、
彼
ら
は

ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
こ
の
作
品
を
理
解
で

き
ず
、
初
演
は
大
失
敗
に
終
わ
る
。

文
字
通
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
煮
え
湯
を
飲

ま
さ
れ
た
格
好
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
和
議

が

一
応
整
い
、

1
8
0
6
年
1
月
に
フ
ラ
ン
ス

軍
は
ウ
ィ
ー
ン
を
去
り
、

3
カ
月
に
及
ぶ
混

乱
状
態
に
は
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
た
だ
し
、

フ
ラ
ン
ス
軍
の
占
領
に
よ
る
影
響
は
小
さ
く

な
か
っ
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
ウ
ィ
ー

ン
の
様
々
な
劇
場
で
経
営
が
ご
た
つ
い
た
り
、

演
奏
会
の
開
催
頻
度
が
激
減
し
た
り
し
て
し

ま
う
。

壮
絶
さ
を
増
す

2
度
目
の
ウ
ィ
ー
ン
占
領

ま
さ
し
く
、
そ
ん
な
折
で
あ
る
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
末
弟
ジ
ェ
ロ
ー
ム
が
国
王
を
務
め
る

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
中
心
地
カ
ッ
セ
ル
の

宮
廷
楽
長
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
転
戦
を

行
う
計
画
を
立
て
た
の
は
…
。
結
局
の
と
こ

オ
ン
に
対
す
る
怒
り
と
い
う
点
で
は
、
貴
族

も
市
民
も
同
じ
だ
っ
た
。
む
し
ろ
、
の

っ
ぴ
き

な
ら
な
い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
文
化
を
守
り
抜

き、

音
楽
を
求
め
る
と
い
う
状
況
が
ウ
ィ
ー

ン
に
は
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

今
号
で
紹
介
さ
れ
る
数
々
の
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の

「中
期
の
傑
作
」
が
、
こ
の
困
難

の
時
代
に
梢
力
的
に
生
み
出
さ
れ
た
の
も
、

ウ
ィ
ー
ン
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
、

音
楽
文
化

に
対
す
る
切
実
な
姿
勢
を
抜
き
に
考
え
ら
れ

な
い
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
保
た
れ
て

し
ら

い
た
が
た
め
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
敗
北
の
報
せ
が

届
く
や
否
や
、
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
誕
生
の

く
だ
ん

き
っ
か
け
を
作
っ
た
件
の
演
奏
会
が
開
か
れ

た
。
し
か
も
そ
れ
は
、

2
回
目
の
ウ
ィ
ー
ン
占

領
時
に
戦
禍
で
焼
け
出
さ
れ
た
近
郊
の
地
域

の
人
々
を
助
け
る
た
め
の
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も

目
的
と
し
て
い
た
。

軍
事
力
は
今

―
つ
だ
が
、
逆
に
文
化
的
伝

統
の

―
つ
で
あ
る
「
音
楽
の
力
」
を
用
い
て
、

貴
族
市
民
を
問
わ
ず
楊
つ
い
た
帝
都
を
再
生

さ
せ
る
。
し
か
も
不
倶
戴
天
の
敵
ナ
ポ
レ
ン

が
自
滅
し
か
か
る
中
、
そ
こ
に
は
前
代
未
聞

の
高
揚
感
が
伴
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
の
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

「
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
勝
利
」
で
あ
る
。
な
お
こ

の
作
品
の
初
演
に
あ
た

っ
て
は
ウ
ィ
ー
ン
の
著

名
音
楽
家
た
ち
、
中
で
も
音
楽
界
の
重
鎮
で

も
あ
っ
た
サ
リ
エ
リ
が
参
加
し
、
曲
中
に
登

場
す
る
空
砲
や
大
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
副
指
揮

を
買
っ
て
出
て
い
る
。

そ
し
て

1
8
1
4
年
、
つ
い
に
フ
ラ
ン
ス
国

内
に
お
い
て
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
失
脚
す
る
に

及
び
、
「
よ
き
知
ら
せ
」
が
初
演
さ
れ
る
。
冒

頭
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
複
数
の
音
楽
家
が

作
曲
を
担
当
し
た
の
は
、
急
ご
し
ら
え
と
い

う
理
由
も
さ
り
な
が
ら
、

音
楽
界
が
総
力
を

あ
げ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
ヘ
の
決
別
と
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
勝
利
を
歌
い
上
げ
る
と
い
う
目
的
が

あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
作
曲
を
行
っ
た
そ
の
最

終
曲
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
ゲ
ル
マ
ニ
ア
」。

ド
イ

ツ
語
圏
に
冠
た
る
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
君
主
、

フ
ラ
ン
ツ

1
世
を
賛
美
す
る
勇
壮
な
行
進
曲

調
の
合
唱
曲
だ
。
な
お

「良
き
知
ら
せ
」
の

テ
キ
ス
ト
を
書
い
た
の
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
劇
場

界
で
活
躍
し
て
い
た
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
。
彼
の
協

力
を
基
に
、
こ
の
年
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
オ
ペ

ラ
「
レ
オ
ノ
ー
レ
」
を
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
へ
と

改
訂
し
、
大
成
功
を
収
め
る
。
折
し
も
ウ
ィ
ー

ン
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
再
編

に
向
け
た
国
際
会
議
「
ウ
ィ
ー
ン
会
議
」
が
、

開
催
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

印

「
良
き
知
ら
せ
」
ウ
ィ
ー
ン
ヘ

■ DISC rウェリントンの勝利」

ヘルマン・シェルヘン指揮
南ドイツ放送響
（現シュトウットガルト放送響）
収録： 1962年
(NBC Universal Entertainment) 
GNBC4130 ※DVD、輸入盤

マルティン・ハーゼルペック指揮
ウィーン・アカデミー管
収録 ：2015年
(Alpha) ALPHA473 
※CD、輸入盤

ろ
こ
の
計
画
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
流
出
を

惜
し
む
ウ
ィ
ー
ン
の
有
力
貴
族
た
ち
が
、
経

済
的
支
援
を
条
件
に
慰
留
を
行
っ
た
結
果
、

実
現
さ
れ
ず
に
終
わ
る
。
た
だ
し
そ
こ
か
ら

読
み
取
れ
る
の
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
…

こ
う

か
ん

巷
間
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
…
反
ナ
ポ
レ
オ

ン
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、

安
定
し
た
状
況
の
中
で
活
動
を
行
い
た
い
と

切
望
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

ナポレオン・ポナバルト(1769-1821)が4忍-
1804年の皇帝即位後に関わった

主な対オーストリア戦役

神聖ローマ帝国（オーストリア）、ロシ

ア、英国ほかにより、第3次対仏大同盟

が結成されたにもかかわらず、 1805年

9月、ドイツ南部ウルムの戦いで仏軍は

オーストリア軍を撃滅、11月にはウィー

ンを占領。12月、仏軍はモラヴィア・ブ

ルノ近郊のアウステルリッツの戦いで

ロシア＝オーストリア軍に勝利、オースト

リアはプレスブルクの和約を結び、大同

盟から脱落。フランツ2世は神聖ローマ

皇帝から退位し、「オーストリア皇帝フラ

ンツ1世」となることを余儀なくされる。

1806年7月、英国、プロイセン、ロ

シアなどが第4次対仏同盟を結成する

も、イエナ・アウエルシュタットの戟いで

ブロイセンは敗北、全土が仏軍に制圧

される。07年、東プロイセンのフリーラ

ントの戦いでロシア軍を破り、ティルジッ

トの和約により、ヴェストファーレン王

国を建国、ナポレオンの弟ジェロームが

統治することに。

1809年4月、オーストリアは英国と

第5次対仏大同盟を結び、バイエルンに

侵攻するが、エックミュールの戦いで敗

北、仏軍は5月にウィーンに入城。ナポ

レオンはその後も戦いを続け、翌年に

かけて権勢の最盛期を迎える。

しかし、大損害を被った12年のロシ

ア遠征、ウェルズリー率いる英軍に敗れ

た13年6月のヴィトーリア（スペイン・バ

スク地方）の戦いなどを経て、第6次対

仏大同盟が発足。10月、仏軍はライプ

チヒ（諸国民）の戦いで決定的敗北を喫

し、14年4月、ナポレオンは皇帝を退位、

ティレニア海のエルバ島に配流。15年

2月、島を脱出、バリに舞い戻り、再び

帝位に。

第7次対仏大同盟が結成され、 18

15年6月、捲土重来を期したワーテル

ローの戦いで仏軍は壊滅。 "100日天

下”に終わったナポレオンは、今度は遥

か大西洋に浮かぷセントヘレナ島に流刑

となる。英雄、ついに還らず・・・。

（編集部）
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じ
ワ
ル
ツ
に
よ
る
変
奏
曲
の
作
仙
を
委
威
し

て
お
り
、
彼
は
こ
の
主
題
を
も
と
に

33
の
変

奏
曲
か
ら
な
る
い
わ
ゆ
る
「
デ
ィ
ア
ベ
ッ
リ
変

奏
曲
」
（
作
品
1
2
0
)
を
完
成
す
る
。
こ
の

50
人
の
作
曲
家
に
よ
る
変
奏
仙
集
は
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弟
子
の
チ
ェ
ル
ニ
ー
が
中
心
に

な
っ
て
ま
と
め
、
曲
集
の
最
後
の
コ
ー
ダ
を

チ
ェ
ル
ニ
ー
が
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
曲
集
に
は
少
年
リ
ス
ト
や
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
息
子
も
含
ま
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
界
を
見
た
時
に
こ
の

50
名

が
、
当
時
の
ピ
ア
ノ
界
の
全
貌
で
あ
っ
た
と

言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
作
曲
家
も

実
に
個
性
的
で
、
高
度
な
演
奏
技
巧
を
駆
使

し
た
作
品
を
作
曲
し
て
お
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
は
彼
ら
の
変
奏
血
に
お
そ
ら
く
強
い
対
抗

意
識
を
燃
や
し
た
に
違
い
な
い
。

今

B
、
こ
の
時
代
に
つ
い
て
の
特
別
な
研

究
者
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
ボ
ッ
ク
レ
ッ
ト
や
ド

レ
ク
ス
ラ
ー
、
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ホ
フ
マ
ン
、
ゲ
ン

ス
バ
ッ
ヒ
ャ
ー
、
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
・
ク
ロ
イ

ツ
ァ
ー
、
リ
ー
ガ
ー
な
ど
の
名
前
を
聞
い
て
即

座
に
そ
の
作
鼎
家
の
創
作
活
動
を
答
え
る
こ

と
の
で
き
る
人
は
稀
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
彼
ら
の
変
奏
曲
の
出
来
栄
え
は

見
事
で
、
ウ
ィ
ー
ン
の
作
曲
家
の
水
準
は
私

た
ち
が
考
え
る
よ
り
も
は
る
か
に
高
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の

50
人
の
作
曲
家
の
中
で
今
日
、

そ
の
作
品
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
残
っ
て
い

る
作
曲
家
は
、
チ
ェ
ル
ニ
ー
や
リ
ス
ト
、
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
、
フ
ン
メ
ル
、
少
し
ラ
ン
ク
を
落
と
し

て
モ
シ
ェ
レ
ス
、
ト
マ
シ
ェ
ク
、
ヴ
ォ
ル
ジ
ー

シ
ェ
ク
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ト
マ
シ
ェ
ク

や
ヴ
ォ
ル
ジ
ー
シ
ェ
ク
が
演
奏
曲
目
に
上
が
る

こ
と
は
な
い
。

も
う

―
つ
の
断
面
は
オ
ペ
ラ
の
世
界
で
あ

る
。
こ
の
時
期
の
ウ
ィ
ー
ン
で
多
く
の
人
々
の

関
心
を
引
い
た
の
は
、

18
世
紀
に
お
け
る
オ

ペ
ラ
・
セ
リ
ア
や
プ
ッ
フ
ァ
と
は
異
な
り
、
圧

倒
的
に
ジ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ー
ル
で
、
そ
の
ほ
か
バ

レ
エ
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
を
手
掛
け
る
作
曲
家

と
し
て
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
・
ミ
ュ
ラ
ー
、
ジ
ュ
ス

マ
イ
ヤ
ー
、
デ
ィ
ッ
タ
ー
ス
ド
ル
フ
、
シ
カ
ネ
ー

ダ
ー
、
ハ
イ
ベ
ル
、
プ
ラ
ニ
ッ
キ
ー
ら
が
お
り
、

彼
ら
の
作
品
が
評
判
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
軽
妙
な
ジ
ン
グ
シ
ュ
ピ
ー

ル
は
手
掛
け
て
お
ら
ず
、
彼
ら
と
は
競
合
関

係
に
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、
こ
れ
ら
の
作
曲
家
が
ウ
ィ
ー
ン
の

人
々
に
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く

知
っ
て
お
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
彼
ら
の
ジ

ン
グ
シ
ュ
ピ
ー
ル
な
ど
の
ア
リ
ア
や
舞
曲
を
主

題
に
数
多
く
の
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
変
奏
曲
を
作

曲
し
て
い
る
。
デ
ィ
ッ
タ
ー
ス
ド
ル
フ
の

《
「赤

ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
の
ア
リ
エ
ッ
タ
「
昔
、

一
人

の
老
人
が
い
た
」
の
主
題
に
よ
る
13
の
変
奏
曲
》

(
W
o
0
6
6
)
や
、
ジ
ュ
ス
マ
イ
ヤ
ー
の
オ
ペ
ラ

カール・ディッタース・

フォン・ディッタースドルフ

(1739-99) 

ウィーン生まれの作曲家で

ヴァイオリニスト。マリア・テ

レジアに貴族に叙せられ男

爵に。35曲のオペラ、コン
トラバス協奏曲などを作曲。

; ::;_ 

ジョアキーノ・ロッシーニ

(1792-1868) 

イタリア・ペーザロ生まれ。「セヴィ

リアの理髪師」「ウィリアム・テル」

「ランスヘの旅」などのオペラ、「ス

ターパト・マーテル」などの宗教

曲で大人気を博した。今日まで

演奏され続けている希少な作曲

家の1人。

イグナーツ・モシェレス

(1794-1870) 

プラハ生まれの作曲家、ピアニ

スト。サリエリに師事。「フィデリオ」

のピアノ譜をペートーヴェンから

任された。

. 

-―-フランツ・クサーヴァー・

ジュスマイヤー

(1766-1803) 

サリエリに師事。モーツァル

トの「魔笛」を浄書、「レク

イエム」を補筆。教会音楽

や歌劇を大量に作曲。

9
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音
楽
史
が
美
術
史
と
異
な
る
の
は
、
と
り

上
げ
ら
れ
る
芸
術
家
の
数
が
非
常
に
限
ら
れ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
美
術
館
で
は
著
名
な

画
家
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
代
の
さ
ま
ざ
ま

な
画
家
の
絵
画
が
多
彩
に
展
示
さ
れ
る
の
に

対
し
て
、
音
楽
で
は
演
奏
と
い
う
問
題
が
加

わ
る
が
た
め
に
、
聴
衆
が
入
る
作
品
が
優
先

的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
う
で
は
な
い
作
品

は
演
奏
の
舞
台
か
ら
外
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
の
消
え
た
音
楽
家
と
作
品
の
数
は
膨
大

で
、
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
＜
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な

＜
埋
も
れ
て
し
ま
う
の
が
宿
命
と
な
っ
て
き

た
。
近
年
は
「
忘
れ
ら
れ
た
作
曲
家
」
と
し

て
歴
史
の
闇
に
埋
も
れ
た
作
曲
家
の
作
品
の

復
活
演
奏
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
き
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
創
作
さ
れ
た
作

品
数
に
比
べ
る
と
微
々
た
る
も
の
に
過
ぎ
な

、。
’
>
 
と
く
に

18
世
紀
後
半
か
ら

19
泄
紀
に
お
け

る
楽
譜
出
版
点
数
は
私
た
ち
の
想
像
を
絶
し

て
膨
大
で
、
そ
の
な
か
か
ら
今
日
ま
で
生
き

延
び
て
い
る
作
品
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
そ
の

意
味
で
は
音
楽
の
世
界
で
の
生
存
競
争
は
熾

烈
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に

つ
い
て
も
言

え
る
。
有
名
人
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
歴
史
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
例
外
的
な

作
曲
家
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
作
品
の
卓
越
さ

と
表
現
の
独
自
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と

で
あ
る
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
き
た
時
代

ァントン・ディアペッリ

(1781-1858) 

作曲家で出版業者。ハイドン

に師事。ベートーヴェンの「ディ

アベ；；リ変奏曲」で名前が残る。

ヨハン・ネポムク ・フンメル

(1778-1837) 

作曲家、ピアニスト。モーツァルトの

家に住み込みピアノを習う。サリエリ、

ハイドンらに師事。エステルハージ家

のコンサートマスターを務める。当時、

ベート＿ヴェンと並び称された。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
影
に
な
っ
た

作
曲
家

膨
大
な
消
え
た
作
曲
家
と
作
品

c
.
 

で
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
雄
を
競
う
楽
譜
の

売
り
上
げ
を
誇
っ
た
作
曲
家
は
数
多
く
い
た
。

18
枇
紀
末
か
ら
19
世
紀
前
期
に
か
け
て
の

ウ
ィ
ー
ン
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
知
ら
な
い

人
は
な
か
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
頻
繁
に

転
居
し
た
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
「
ウ
ィ
ー

ン
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
と
書
け
ば
郵
便
物
は

届
く
と
蔽
語
し
た
ほ
ど
に
、
彼
の
存
在
は
知

れ
渡
り
、
し
か
も
郵
便
の
集
配
の
人
す
ら
も

彼
が
今
ど
こ
に
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
彼
の
知
名
度
の
高
さ
を
裏
付
け

て
い
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
後
期
の

1
8
2
0
年
頃
の

ウ
ィ
ー
ン
の
楽
埴
を
も
っ
と
も
よ
く
示
し
て
い

る
の
が
、
作
曲
家
で
出
版
社
を
経
営
す
る
ア

ン
ト
ン
・
デ
ィ
ア
ベ
ッ
リ
が
自
作
の
「
ワ
ル
ツ
」

を
主
題
と
し
て
、

50
人
の
作
曲
家
に

一
人
1
曲

の
変
奏
曲
の
作
曲
を
委
嘱
し
て
、

1
8
2
4

年
に
刊
行
さ
れ
た

「
変
奏
曲
集
」
で
あ
る
。

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
作
曲
家
は
、
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン

大
聖
堂
や
さ
ま
ざ
ま
な
劇
場
の
音
楽
監
督
な

ど
を
つ
と
め
た
人
々
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

時
代
の

一
っ
の
断
面
を
示
し
て
い
る
。

デ
ィ
ア
ベ
ッ
リ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
も
同

0
ぷ）

《
「
ス
レ
イ
マ
ン

2
世
、
ま
た
は

3
人
の
ス
ル
タ

ン
妃
」
の
三
重
唱
「
ふ
ざ
け
と
た
わ
む
れ
」
の

主
題
に
よ
る

6
つ
の
変
奏
曲
》
(
W
o
0
7
6
)

な
ど
の
変
奏
曲
な
ど
が
そ
う
し
た
作
品
で
、

こ
れ
ら
の
作
品
に
は
作
品
番
号
は
付
さ
れ
て

い
な
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
れ
ら
の
変
奏

曲
と
、
ま
じ
め
な
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
と
は
っ
き

り
と
区
別
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
恐
れ
た
作
曲
家

ウ
ィ
ー
ン
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
も
っ
と
も

脅
威
に
思
っ
た
作
曲
家
は
ロ
ッ
シ
ー
ニ
で
あ

る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
後
期
様
式
の
時
代

に
入
る
こ
ろ
に
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ

ペ
ラ
が
ウ
ィ
ー
ン
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
ま

で
の
ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
伝
統
を

一
瞬
に
つ
い

て
崩
新
し
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
旋
風
は
ウ
ィ
ー
ン
の

人
々
の
音
楽
の
接
し
方
を
大
き
く
変
え
た
。

し
か
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
彼
の
音
楽

を
認
め
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
こ
ろ

か
ら
彼
は
世
俗
に
背
を
向
け
る
か
の
よ
う
に
、

き
わ
め
て
厳
粛
で
難
解
な
作
風
へ
と
転
換
し

て
い
く
。
そ
の
背
景
に
は
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
軽

妙
な
調
べ
に
対
す
る
反
骨
精
神
も
反
映
し
て

い
た
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
で
す
ら

一
時
期
は
ロ
ッ

シ
ー
ニ
に
深
く
共
鳴
し
、

2
曲
の

《
イ
タ
リ

ア
風
序
曲
》
は
は
っ
き
り
と
ロ
ッ
シ
ー
ニ
か
ら

の
影
評
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
疑
問
な
の
が
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
作
品
を
ど
の
程

度
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
実

際
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
仮
に

「
さ
す
ら
い
人
幻
想
曲
」
を
知
っ
て
い
た
と
す

る
と
、
間
違
い
な
く
脅
威
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う。

E
3
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BEET 
1
8
0
8年
12
月
22
日
の
演
奏
曲
目
の

意
味
す
る
も
の

交
響
曲
第

5
、
6
番
な
ど
の
初
演

音
楽
の
歴
史
の
中
で
非
常
に
画
期
的
な
意

味
を
持
っ
た
い
く
つ
か
の
演
奏
会
の
な
か
で
、

特
記
す
べ
き
な
の
が

1
8
0
8
年
12
月
22
日

の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
自
主
演
奏
会
で
あ
ろ

う
。
こ
の
演
奏
会
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作

の
い
わ
ば
分
水
嶺
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
代

の
社
会
の
分
岐
点
に
も
な
っ
て
い
た
と
言
え

る
。ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
削
場
で
の
こ
の
日

の
演
奏
会
で
と
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
「
交
評

，ー
●

＇
し蟻

＇

来
を
期
待
す
る
流
れ
も
あ
っ
た
。

実
際
、
「
交
評
鼎
第
3
番
」
の
有
名
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
語
る
よ
う
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
皇
帝
即
位
に
激
怒
し
た
が
、

同
時
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
ヘ
の
強
い
共
感
を
持
ち

続
け
、

1
8
0
9
年
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
弟

ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
統
治
す
る
カ

ッ
セ
ル
の
宮
廷
楽

長
就
任
を
受
諾
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

同
じ
年
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

ウ
ィ
ー
ン
包
囲
の
と
き
は
地
下
室
に
避
難
し

て
、
大
き
な
恐
怖
を
味
わ
う
の
で
あ
る
。

「
ピ
ア
ノ
協
奏
仙
第
4
番
」
を
含
め
て
4
曲

も
大
作
が
公
開
初
演
さ
れ
、
さ
ら
に
ミ
サ
曲

ま
で
披
露
さ
れ
た
こ
の
日
の
演
奏
会
は
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
新
し
い
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
日
で
も
あ
っ
た
。
こ
の

自
主
演
奏
会
に
大
勢
の
聴
衆
が
詰
め
か
け
た

の
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
最
新
作
へ
の
人
々

の
期
待
を
反
映
し
て
い
る
。

し
か
し
、
休
憩
を
入
れ
る
と
お
そ
ら
く
3

時
間
半
は
要
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
演
奏
会

は
、
十
分
な
練
習
が
間
に
合
わ
ず
、
ほ
と
ん

ど
の
作
品
は
初
見
同
然
で
の
演
奏
で
、
そ
の
出

と
ん

来
栄
え
は
か
な
り
ひ
ど
い
も
の
で
、
混
沌
と
し

た
状
況
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
聴

衆
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
意

義
は
十
分
に
理
解
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。

「
交
評
曲
第
5
番
」
は
古
典
的
な
ソ
ナ
タ
形

式
お
よ
び
ソ
ナ
タ
と
は
何
か
、
と
い
う
問
に

対
す
る
彼
の
究
極
的
な
回
答
で
あ
っ
た
。
こ

の
作
品
は
、
第
1
楽
章
の
基
礎
動
機
が
こ
の

・

楽
章
だ
け
で
は
な
く
、
作
品
全
体
を

一
貰
し

戸

曲
第
5
番
」
（
作
品
67)
と
「
交
評
曲
第
6
番」

（
作
品
68)
、
「
合
唱
幻
想
曲
」
（
作
品
80)
の
各

初
演
、
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
4
番
」
（
作
品

58)

の
公
開
初
演
、
そ
し
て
「
ミ
サ
曲
ハ
長
調
」
（
作

品
86)
抜
粋
の
再
演
、
そ
し
て
シ
ェ
ー
ナ
と
ア

リ
ア
「
お
お
、
不
実
な
者
よ
」
（
作
品

65)
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
目
に
よ
る
演
奏
会
は
ど
の

よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

1
8
0
8
年
か
ら

09
年
に
か
け
て
の
時
期

は
、
冊
界
史
に
お
い
て
特
別
の
意
味
を
持
っ

て
い
た
。
そ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ウ
ィ
ー
ン

侵
攻
前
夜
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
激
し

さ
を
増
す
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
よ
っ
て
人
々

の
社
会
や
国
家
に
対
す
る
考
え
方
が
変
質
し
、

そ
れ
ま
で
の
思
考
の
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
が

転
換
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

伝
統
的
な
王
制
を
土
台
と
し
た
古
典
的
な

秩
序
が
揺
る
が
さ
れ
、
徴
兵
制
を
土
台
と
し

た
フ
ラ
ン
ス
正
規
軍
の
侵
攻
を
前
に
、
傭
兵

を
募
っ
て
戦
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
軍
隊
が
総

崩
れ
を
起
こ
し
、
否
が
応
で
も
「
国
家
」
や

「
国
民
」
と
い
う
考
え
方
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
き
た
。
1
8
0
2
年
に
フ
ォ
ル
ケ
ル
が

「
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
戦
い
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
（
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ジ
ェ
ラ
ー
ル
画
）。
1
8
0
5
年
の
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
戦
い
で

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
敗
れ
、
09
年
に
は
ナ
ポ
レ
オ

ン
が
ウ
ィ
ー
ン
入
城
し
た

て
支
配
し
、
作
品
の
構
築
性
と
い
う
規
範
を

見
事
に
打
ち
建
て
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
同
時
進
行
で
創
作
が
進

め
ら
れ
た
「
交
評
曲
第
6
番
」
は
、
全
く
異

な
る
立
脚
点
に
立
っ
て
い
る
。
5
楽
章
の
こ
の

交
押
曲
は
、
ク
ネ
ヒ
ト
と
い
う
作
曲
家
の
同

じ
5
楽
章
で
田
園
の
情
景
を
描
写
し
た
交
孵

曲
か
ら
の
影
響
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
作
品
に
み

な
ぎ
る
自
然
思
想
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
ロ
マ
ン

贔
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に面していた

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
下
の
ウ
ィ
ー
ン
と

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

ハ
イ
ド
ン
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
理
想
と
し
て
創
作
を
始
め
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

創
作
が
大
き
く
変
わ
り
だ
す
の
は
、

1
8
0
0
年
頃
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
作
曲
さ
れ
た
「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

14
番
《
月
光
》
」
や

「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

17
番

《
テ
ン
ペ
ス
ト
》」

が
作
曲
さ
れ
た
の
は
、

文
学
に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
の
思
潮
の
高
ま
り
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。

派
で
あ
る
。

彼
は
交
評
曲
第
5
番
で
古
典
的
な
動
機
労

作
と
ソ
ナ
タ
形
式
の
究
極
の
姿
を
映
し
出
し

た
と
す
る
と
、
こ
の
第
6
番
で
は
そ
の
後
の

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
ら
の
創
作
と

直
接
に
結
び
つ
く
新
し
い
思
潮
を
表
現
し
て

い
る
。
事
実
、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
は
「
音
楽
の

模
倣
に
つ
い
て
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
こ
の
第
6
番
の
創
作
に
つ

い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
日
の
演
奏
会
で
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
合
唱
幻
想
曲
」
で
あ

る
。
独
唱
者
6
名
、
合
唱
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

そ
し
て
ピ
ア
ノ
独
奏
を
含
む
こ
の
作
品
は
、

伝
統
的
な
ジ
ャ
ン
ル
の
解
体
と
刷
新
を
意
図

し
て
い
る
。
第
1
部
は
ピ
ア
ノ
独
奏
の
即
興

演
奏
の
表
現
で
、
お
そ
ら
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
こ
の
よ
う
な
即
興
演
奏
で
大
評
判
を
と
っ

た
の
で
あ
る
。

第
3
部
か
ら
声
楽
が
入
る
が
、
こ
の
作
品

は
そ
の
後
の
「
交
押
曲
第
9
番
」
第
4
楽
章

の
原
型
で
、
こ
の
作
品
で
も
晴
れ
や
か
な
歓

喜
の
合
唱
が
歌
わ
れ
る
。
そ
し
て
第
3
楽
章

伝
統
的
な
ジ
ャ
ン
ル
の
解
体
と

刷
新

s「
合
唱
幻
想
曲
」

の
終
わ
り
は
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
5
番
」
を

思
わ
せ
る
堂
々
と
し
た
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
風
の

表
現
で
締
め
く
く
ら
れ
、
ピ
ア
ノ
独
奏
と
カ

ン
タ
ー
タ
と
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
融
合
し
た
ま

さ
に
未
来
志
向
の
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
な
作
品
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
と

一
見
、
対
極
を
な
す
の
が

「
ミ
サ
曲
ハ
長
調
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
全

曲
で
は
な
く

「
グ
ロ
リ
ア
」
、
「
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
」
、

「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
」
の
み
が
演
奏
さ
れ
た

の
は
、
ミ
サ
曲
を
劇
場
で
演
奏
す
る
こ
と
は

当
時
に
お
い
て
は
不
可
で
あ
っ
た
こ
と
も
関

連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
事
実
、
「
交
聾
曲

第
9
番
」
の
初
演
時
に
、
「
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ

ス
」
が
抜
粋
の
形
で
「
讃
歌
」
の
題
で
ウ
ィ
ー

ン
初
演
さ
れ
た
の
も
同
じ
理
由
で
あ
っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
の
伝
統
的
な
ミ
サ
曲
の
表
現
語

法
や
パ
ス
ト
ラ
ー
ル
・
ミ
サ
の
表
現
を
織
り

交
ぜ
た
こ
の
作
品
は
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
の
「
ミ
サ

曲
第
1
番
」
の
表
現
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

こ
の
日
に
公
開
初
演
さ
れ
た
「
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
第
4
番
」
は
ピ
ア
ノ
独
奏
で
開
始
し
、
新

し
い
表
現
の
都
開
け
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

シ
ェ
ー
ナ
（
劇
唱
）
と
ア
リ
ア
「
あ
あ
、
不
実

な
者
よ
」
は
彼
の
作
曲
し
た
も
っ
と
も
大
胆

か
つ
、
も
っ
と
も
魅
力
的
な
声
楽
作
品
で
、
彼

の
新
た
な
声
の
文
化
を
象
徴
し
て
い
る
。

5
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バ
ッ
ハ
の
最
初
の
伝
記
を
刊
行
し
た
が
、
そ
の

背
景
に
あ
っ
た
の
も
ド
イ
ツ
の
国
民
的
英
雄

バ
ッ
ハ
と
い
う
思
想
で
あ
っ
た
。

こ
の
変
化
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
内
部

に
お
い
て
も
起
こ
っ
て
い
た
。
ハ
イ
ド
ン
と

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
理
想
と
し
て
創
作
を
始
め

た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
が
大
き
く
変
わ

り
出
す
の
は
、

1
8
0
0
年
頃
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
作
曲
さ
れ
た
「
幻
想
風
ソ
ナ
タ
」

と
題
さ
れ
た
「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
14
番

《月

光
》」
（
作
品
2
7
1
2
)
や
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」
の

標
題
で
呼
ば
れ
る
「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
17
番」

（
作
品

31
1
2
)
が
作
鼎
さ
れ
た
の
は
、
文
学

に
お
け
る
ロ
マ
ン
主
義
の
思
潮
の
高
ま
り
と

も
結
び
つ
い
て
い
る
。

政
治
に
お
い
て
も
、
芸
術
思
潮
に
お
い
て

も
、
社
会
生
活
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
価

値
観
が
揺
ら
ぎ
、

一
方
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の

お
び

侵
攻
に
大
い
に
怯
え
つ
つ
、
他
方
で
は
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
登
場
に
何
か
新
し
い
別
の
世
界
の
到

1808年12月22日の演賽会のプログラム

IEil『f.
交響曲第6番作品68

シェーナとアリア「おお、不実なる者よ」作品65
「ミサ曲ハ長調」のグロリア

ピアノ協奏曲第4番作品58

＇ ． 
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「田園交響曲を作曲しているペートーヴェン」

(1834年、チューリヒ）
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■ DISC 

アルトゥーロ・

トスカニーニ（指揮）

ニューヨーク・フィル

収録 ：1933年
(Naxos) 8110840 
※輸入盤

そ
れ
で
も
、
こ
の
交
聾
曲
が
「
運
命
」
と

言
わ
れ
る
の
に
は
訳
が
あ
る
。

一
番
有
名
な
の

は
、
自
称
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
秘
書
で
あ
り
、

彼
に
関
す
る
伝
記
を
書
き
な
が
ら
、
そ
こ
に

出
て
く
る
情
報
の
多
く
が
イ
ン
チ
キ
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
て
し
ま
っ
た
、
シ
ン
ド
ラ
ー
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
基
づ
く
も
の
。
冒
頭
の
「
ジ
ャ

ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ー
ン
」
を
指
し
て
、
「
か
く
し

た
た

て
運
命
は
扉
を
叩
く
」
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自

身
が
語
っ
た
と
い
う
が
、
出
来
過
ぎ
た
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
と
い
え
よ
う
。

む
し
ろ
「
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ー
ン
」
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
専
売
特
許
で
は
な
く
、
彼

の
同
時
代
人
が
好
ん
で
取
り
上
げ
た
も
の
だ
。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
」
で
、

主
人
公
に
殺
さ
れ
た
騎
士
長
の
亡
霊
が
現
れ

る
シ
ー
ン
な
ど
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。
つ
ま

り
人
智
を
以
て
し
て
抗
え
な
い
状
況
を
表
象

す
る
際
に
、
「
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ー
ン
」
は

不
可
欠
な
リ
ズ
ム
だ
っ
た
。

と
な
る
と
、
こ
の
交
響

rth
の
呼
称
と
し
て

は
、
や
は
り
「
運
命
」
の
ほ
う
が
「
革
命
」

よ
り
も
よ
さ
そ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
本
人
が
、
こ
の
よ
う
な
命
名
を
し
た

■

音
楽
の
み
を
通
じ
た
ド
ラ
マ

そ
う
な
の
だ
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
代
名
詞

の
ご
と
き
知
名
度
に
比
べ
る
と
、
こ
の
作
品

に
関
す
る
彼
自
身
の
コ
メ
ン
ト
は
驚
く
ほ
ど

少
な
い
。
1
つ
に
は
、
関
係
資
料
が
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
。
だ
が

も
う
1
つ
に
は
、
あ
え
て
言
葉
を
介
さ
ず
当

交
瑯
温
皿
に
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
作

曲
者
の
想
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

逆
に
言
え
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
言
莱
を
介
さ
ず

と
も
、
音
楽
の
み
を
通
じ
て
、
聴
き
手
が
あ

る
一
定
の
ド
ラ
マ
を
汲
み
と
る
こ
と
の
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
。

人
智
を
超
え
た
状
況
の
表
象

＾ 
Celli, Basse 

クラシック音楽の中で最も有名な

出だしであろう交響曲第5番の第1

楽章の冒頭。これ以上はないくら

い単純なこのパターンは全曲通し

て数え切れないほど繰り返される

■

闘
う
者
の
心
の
拠
り
所
と
し
て

■

切
迫
し
た
時
代
の
切
迫
し
た
音
楽

冒
頭
か
ら
、
い
き
な
り
重
要
な
話
を
切
り

出
す
。
し
か
も
き
わ
め
て
短
い
セ
ン
テ
ン
ス

で
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
に
…
。
演
説

家
と
し
て
も
類
ま
れ
な
る
才
能
を
具
え
て
い

た
ナ
ポ
レ
オ
ン
だ
け
で
は
な
い
。
彼
に
心
酔
し

た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
、
自
身
の
音
楽
作
品
で

こ
の
手
法
を
用
い
た
。
そ
れ
ぞ
、
「
ジ
ャ
ジ
ャ

ジ
ャ
ジ
ャ
ー
ン
」
で
始
ま
る
「
交
評
曲
第
5
番」

で
あ
る
。
1
8
0
8
年
に
完
成
さ
れ
た
こ
の
作
品
に

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め

た
の
は
、

05
年
の
こ
と
。
折
し
も
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
軍
が
ウ
ィ
ー
ン
に
侵
略
し

た
年
で
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
ウ
ィ
ー

ひ

っ
せ
い

ン
は
大
混
乱
に
陥
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
畢
生

の
オ
ペ
ラ
「
レ
オ
ノ
ー
レ
」
（
後
に
「
フ
イ
デ
リ

オ
」
と
改
題
）
の
初
演
も
大
失
敗
に
終
わ
る
。

と
も
か
く
、
外
敵
が
ウ
ィ
ー
ン
市
中
に
踏

み
込
ん
で
く
る
の
は
、
1
7
世
紀
に
ト
ル
コ
が
こ

の
街
を
包
囲
し
て
以
来
だ
っ
た
。
と
な
る
と
、

元
々
は
雅
な
宮
廷
音
楽
の
流
れ
を
汲
む
「
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
」
の
泄
界
に
お
い
て
も
、
悠
長

に
言
菓
を
紡
い
で
い
る
暇
な
ど
な
い
。
切
迫
し

た
時
代
が
、
切
迫
し
た
音
楽
を
生
み
出
し
た
。

交
響
曲
第
5
番
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た

1
7
8
9
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
7
月
14
日
の
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
監
獄
襲
撃
（
ジ
ャ
ン
11
ピ

エ
ー
ル
・
ウ
エ
ル
画
）

そ
う
で
な
く
て
も
、
「
交
響
曲
第
5
番
」
の

萌
芽
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
ウ
ィ
ー
ン
に
移

り
住
ん
で
数
年
後
の

1
7
9
5
年
頃
に
現
れ

た
ら
し
い
。
ま
さ
し
く
、

1
7
8
9
年
に
勃

発
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
大
き
な
曲
が
り
角

に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
こ
ろ
の
こ
と
だ
。

革
命
が
内
部
抗
争
の
泥
沼
に
陥
り
か
け
る

中
、
彼
の
地
で
は
フ
ラ
ン
ス
市
民
を
鼓
舞
す

る
鼎
が
数
多
く
生
ま
れ
た
。
革
命
歌
の
「
ラ
・

マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」
を
作
っ
た
こ
と
で
も
有
名

な
リ
ー
ル
の
「
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
失
脚
に
寄

せ
る
熱
狂
的
賛
歌
」
し
か
り
、
ゴ
セ
ッ
ク
の
「
共

和
国
の
勝
利
」
し
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
鼎
に
は
、
お
約
束
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど

す
ご

点
が
、
交
評
曲
第
5
番
の
凄
さ
で
あ
る
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
を
語
る
際
に
よ
く
言
わ

れ
る
「
闘
争
を
経
て
勝
利
へ
至
る
」
プ
ロ
セ

ス
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
顕
著
に
現
れ

て
い
る
の
が
こ
の
交
響
曲
だ
か
ら
だ
。

何
し
ろ
古
典
派
の
交
響
曲
で
は
、
第
1
楽

章
と
第
4
楽
章
は
同
じ
調
、
し
か
も
景
気
の

よ
い
長
調
が
主
流
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
こ
れ
ま
で
の
自
作
の
交
響
曲
の
慣

例
も
破
り
、
当
作
品
の
冒
頭
に
あ
え
て
短
調

（
ハ
短
調
）
を
用
い
た
。
し
か
も
そ
れ
が
最
終

楽
章
で
は
、
輝
か
し
い
ハ
長
調
へ
と
転
じ
る
の

で
あ
る
。

つ
ま
り
は
、
楽
章
間
の
鮮
烈
な
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
で
あ
る
。
激
し
い
悲
壮
感
に
満
ち
た
第

1
楽
章
の
後
に
は
、
穏
や
か
な
慰
め
に
満
ち

た
変
イ
長
調
の
第
2
楽
章
が
続
く
。
だ
が
そ

れ
も
束
の
間
、
第
3
楽
章
は
再
び
ハ
短
調
と

な
り
、
第
1
楽
章
に
は
聴
か
れ
な
か
っ
た
不

安
と
焦
燥
の
影
が
忍
び
寄
る
も
、
や
が
て
闇

の
先
に
光
が
見
え
始
め
、
切
れ
目
な
く
第

4

■ DATA 
交響曲第5番ハ短調作品67「運命」
第1楽章 Allegrocon brio 

第2楽章 Andantecon rnoto 

第3楽章 Allegro.Atacca 

第4楽章 Allegro-Presto 

作曲 ：1807年

初演:1808年 12 月 22 曰、 アン • デア ・ウィーン劇場
献呈 ・ロブコヴィッツ侯爵とラズモフスキー伯爵

出版 :1809年4月、ブライトコッブフ＆ヘルテル社

ラズモフスキー伯爵とともに交響曲

第5番を献呈されたフランツ・ヨーゼ

フ・マクシミリアン•フォン・ロプコヴィッ
ツ侯爵 (1772-1816、A.F. エ＿
レンハインツ画）。ベートーヴェンから

の献呈作品の数はルドルフ大公に匹

敵し、名曲も多い（「英雄」、「田園」、

三重協奏曲ほか）。晩年は経済的に

苦境に陥ったが、ハイドンら作曲家

だけでなく、ウィーンの街にとっても

偉大なパトロンだった

-t"-翼ttl•l•lttl•l•!t1憚珈t1.~•l•bJ1咽1•41的~1

文小宮正安◎ヨーロyパ文化史研究
text by Mosoyosu Kamiya 

生誕250年

BEET 

交響曲第5番
～愛称は《革命》？ それともやはり《運命》？～

第5交響曲に何を聴き取るかは、あくまで聴き手の裁量次第。

だが最低限、闘いを経た勝利というストーリーだけは無視できまい。

またそれが、己の知恵と力で未来を切り開くべく奮闘していた

当時の市民にとって、いかに確かな心の拠り所となったかということも。

1805年11月13日、シェーンブルン宮殿でウィー
ンの鍵を受け取るナポレオン（アンヌ＝ルイ・ジ

ロデ＝トゥリオゾン画）。オーストリアとウィーン

にとっては屈辱と不安の時代

■

フ
ラ
ン
ス
革
命
が
生
ん
だ
音
楽
作
品

ジョージ・セル（指揮）

クリーヅランド管

収録 1963年
(Sony) 88883737152 
※「交響曲全集」 (5CD)所収、輸入盤

ニコラウス・アーノンクール

（指揮）

ヨーロッバ室内管

収録： 1990年
(Teldec) 0927497682 
※「交響曲全集」(5CD)所収、
輸入盤

サイモン・ラトル（指揮）

ウイーンフィル

収録 .2002年
(Warner) 6317692※輸入盤、EMI原盤

行
進
曲
風
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
平
易

か
つ
勇
壮
な
旋
律
に
基
づ
い
た
合
唱
曲

が
登
場
し
た
。

つ
ま
り
、
利
害
対
立
に
明
け
暮
れ
が

ち
な
市
民
が
、
政
治
集
会
の
際
に
こ
れ

ら
の
合
唱
曲
を
と
も
に
口
ず
さ
め
ば
、

互
い
の
間
に
結
束
力
が
生
ま
れ
る
。
ま

た
そ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
発
の
革
命
的

要
素
を
色
濃
く
纏
っ
た
作
品
の
情
報

を
、
ど
う
や
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
入
手
し
て
い
た
ら
し
い
。

と
な
る
と
、
「
交
響
曲
第
5
番
」
に

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
影
孵
を
見
て
取
ら
な

い
ほ
う
が
、
無
理
が
あ
る
。
ま
ず
は
、

圧
倒
的
か
つ
簡
潔
な
フ
ァ
ー
ス
ト
イ
ン

づ
か

パ
ク
ト
で
聴
き
手
を
務
掴
み
に
し
、
そ

し
つ
よ
う

こ
で
用
い
ら
れ
た
リ
ズ
ム
を
執
拗
な
ま

で
に
繰
り
返
し
、
最
後
に
は
勝
利
の

が

い

か

凱
歌
を
響
か
せ
る
と
い
う
手
法
…
。

そ
ん
な
勝
利
の
凱
歌
に
当
た
る
の
が
、
交

評
曲
の
結
論
部
分
と
も
い
え
る
第
4
楽
章
だ
。

こ
こ
に
至
っ
て
、
ピ
ッ
コ
ロ
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

が
全
曲
中
初
め
て
登
場
す
る
が
、
こ
れ
ら
は

元
々
軍
楽
隊
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た

楽
器
で
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
交
響
曲
に
採

り
入
れ
た
の
も
こ
れ
が
初
で
あ
る
。

先
年
没
し
た
指
揮
者
の
ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル

は
そ
の
理
由
を
、
野
外
で
の
演
奏
が
念
頭
に

置
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
力
説
し
た
ほ

ど
。
あ
る
い
は
指
揮
者
の
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
、

こ
の
第
4
楽
章
に
関
し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
時

の
行
進
曲
の
テ
ン
ポ
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
、

と
語
っ
て
い
る
。
ま
る
で
、
「
運
命
」
よ
り
も

「
革
命
」
と
い
う
呼
び
名
の
ほ
う
が
似
合
い
そ

う
な
勢
い
だ
。

楽
章
に
な
だ
れ
込
む
・
・
・
。

交
評
曲
が
開
幕
ベ
ル
代
わ
り
の
序
曲
か
ら

生
ま
れ
た
こ
と
を
受
け
、
演
奏
会
に
お
い
て

も
、
各
楽
章
が
そ
の
場
そ
の
場
を
盛
り
上
げ

る
べ
く
バ
ラ
バ
ラ
に
演
奏
さ
れ
る
と
い
う
習

慣
が
｀
ま
だ
残
っ
て
い
た
時
代
。
だ
が
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
そ
れ
に
抗
う
か
の
よ
う
に
、

第
3
楽
章
と
第
4
楽
章
を
あ
え
て
続
け
て
演

奏
せ
よ
と
楽
譜
に
書
き
込
み
、
暗
か
ら
明
に

転
じ
る
ド
ラ
マ
を
音
楽
の
み
に
よ
っ
て
描
き

切
っ
た
。
し
か
も
、
「
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ー
ン
」

と
い
う
音
型
の
み
を
ひ
た
す
ら
用
い
て
。

交
響
曲
第
5
番
に
何
を
聴
き
取
る
か
は
、

あ
く
ま
で
聴
き
手
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
。
だ
が
最
低
限
、
闘
い
を
経
た
勝
利
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
は
無
視
で
き
ま
い
。
ま

た
そ
れ
が
、
己
の
知
恵
と
力
で
未
来
を
切

り
開
く
べ
く
奮
闘
し
て
い
た
当
時
の
市
民
に

と
っ
て
、
い
か
に
確
か
な
心
の
拠
り
所
と
な
っ

た
か
と
い
う
こ
と
も
。

m-

「
運
命
」
よ
り
「
革
命
」
？
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BEET 
ス
マ
ー
ト
な

ク

ラ

イ

バ

ー

交
孵
曲
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
の
代
名
詞
た
る
作
品
。
暗
か
ら
明
へ
と

進
む
道
筋
は
、
小
石
の
よ
う
な
取
る
に
足
ら

ぬ
動
機
か
ら
壮
大
な
音
楽

へ
の
発
展
と
も
重

ね
ら
れ
よ
う
。
ラ
ッ
パ
吹
き
込
み
以
来
、
膨

大
極
ま
り
な
い
録
音
が
残
さ
れ
て
き
た
。

フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の
「
運
命
」
だ
け
で
、

数
多
く
録
音
が
あ
る
。
な
か
で
も
、

1

9

4
7
年
の
歴
史
的
復
帰
演
奏
会
の
ラ
イ
ヴ
録

音
は
、
そ
の
代
表
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

い
っ
て
も
い
い
。
戦
争
中
の
責
任
を
問
わ
れ

て
指
揮
台
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
カ
リ
ス
マ
指

揮
者
が
、
久
々
の
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
舞
台

で
緊
迫
感
に
包
ま
れ
つ
つ
、

圧
倒
的
な
高
揚

を
架
く
。

冒
頭
楽
章
で
荘
重
に
動
機
を
重
ね
た
あ
と
、

主
部
に
入
る
と
壮
絶
な
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
出

レ
ー
ズ
の
目
指
す
方
向
性
が
広
く
知
れ
渡

っ

た
現
在
で
は
「
な
る
ほ
ど
、
こ
う
い
う
の
も

あ
り
か
」
と
思
っ
て
聴
い
て
し
ま
え
る
も
の

の
、
リ
リ
ー
ス
当
時
は
か
な
り
の
シ
ョ

ッ
ク
を

与
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
近
衛
版
」
の

近

衛

秀

麿

こ
の
同
じ
年
に
、
近
衛
秀
麿
が
読
押
と
共

演
し
た
録
音
も
残
っ
て
い
る
。
戦
前
か
ら
戦

中
に
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
で
活
躍
し
た
近
衛
は
、

自
ら
が
作
っ
た
「
近
衛
版
」
と
呼
ば
れ
る
楽

譜
を
用
い
て
、
こ
の
曲
を
演
奏
し
て
い
る
。

マ
ー
ラ
ー
の
よ
う
に
、
演
奏
家
が
現
場
感
覚

で
楽
譜
に
手
を
入
れ
る
の
が
当
然
だ
っ
た
時

代
だ

っ
た
の
だ
。

弦
楽
器
に
埋
も
れ
な
い
よ
う
、
木
管
が
随

所
で
増
強
さ
れ
て
い
る
。
第
1
楽
章
再
現
部

の
運
命
動
機
が
パ
ウ
ゼ
を
伴

っ
て
印
象
強
く

演
奏
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
動
機
を
よ
り
明

確
に
、
ち
ょ

っ
と
ク
ド
い
と
思
っ
て
し
ま
う
＜

ら
い
に
強
調
（
あ
る
い
は
反
復
）
さ
せ
て
い
る

の
が
特
徴
だ
ろ
う
か
。
そ
の
作
品
構
造
を
よ

り
明
瞭
に
示
そ
う
と
い
う
姿
勢
は
、
モ
ダ
ニ

ス
ト
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
証
で
も
あ
る
。た
だ
、

そ
の
演
奏
は
と
て
も
エ
レ
ガ
ン
ト
。
決
し
て
説

明
過
多
に
陥
ら
な
い
セ
ン
ス
が
あ
る
。

プ
ー
レ
ー
ズ
や
近
衛
秀
麿
は
オ
ル
タ
ナ

テ
イ
ヴ
な
演
奏
と
し
て
今
で
も
聴
か
れ
る
が
、

カ
ル
ロ
ス
・
ク
ラ
イ
バ
ー
が
ウ
ィ

L
ン
・
フ
ィ

ル
を
指
揮
し
た

1
9
7
4
年
の
録
音
は
、
今

で
も
こ
の
曲
の
亀
鑑
た
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
演
奏
を

伸
縮
自
在
の
テ
ン
ポ

フ

ル

ト

ヴ

ェ

ン

グ

ラ

ー

文鈴木淳史 ◎音楽評論家

text by Atsufumi Suzuki 

交
響
曲
第
5
番

小
編
成
の
演
奏

メ

ニ

ュ

ー

イ

ン

意
識
し
な
い
指
揮
者
は
い
な
い
と
い
っ
て
い
い

く
ら
い
に
。

と
に
か
く
ス
マ
ー
ト
だ
。
深
刻
な
表
情
で

語
ら
れ
る
運
命
動
機
と
は
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
、
蓉

大
で
上
か
ら
目
線
で
説
教
さ
れ
る
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
も
も
う
必
要
な
し
、
す
べ
て
は
軽
快

な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
ス
ピ
ー
ド
感
で
、
満
ち
足

れ
り
。
も
ち
ろ
ん
、
楽
譜
を
い
じ
る
こ
と
も

な
く

（こ
れ
は
父
の
エ
ー
リ
ッ
ヒ
譲
り
）。

ど
さ
っ

の
瞬
間
も
異
物
感
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、
颯

そ
う爽
と
進
む
。
そ
し
て
、
華
や
か
の

一
言
に
尽
き

る
フ
ィ
ナ
ー
レ
。

小
編
成
に
よ
る
浙
奏
で
は
、
名
ヴ

ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
、
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
が
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・

ヴ
ァ
ル
ソ
ヴ
ィ
ア
を
指
揮
し
た
も
の
も
い
い
。

弦
楽
器
奏
者
な
ら
で
は
の
発
想
な
の
だ
ろ
う
、

冒
頭
の
運
命
動
機
は
、
テ
ヌ
ー
ト
が
か
か

っ

た
よ
う
な
滑
ら
か
に
開
始
。
全
体
的
に
よ
く

歌
い
な
が
ら
悠
々
と
進
行
す
る
の
だ
が
、
展

さ
く
れ
つ

開
部
で
は
テ
ィ
ン
パ
ニ
を
炸
裂
さ
せ
る
な
ど
、

一
癖
も
二
癖
も
あ
る
。
自
由
人
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン

な
ら
で
は
の
好
演
。

現
代
音
楽
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
に
よ

る
演
奏
も
あ
る
。
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
指
揮
に
よ
る

ア
ン
サ
ン
プ
ル
・
モ
デ
ル
ン
だ
。
20
人
ほ
ど
の

腕
利
き
た
ち

（第
4
楽
章
最
後
の
ピ
チ
カ
ー

ト
の
部
分
で
大
き
く
外
し
た
り
す
る
け
ど
）

が
、
や
け
に
小
回
り
を
効
か
せ
な
が
ら
、
濃

密
な
室
内
楽
的
な
ア
ン
サ
ン
プ
ル
を
披
露
す

る
。
明
確
な
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
激

し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
、
す
る
す
る
と
進
行
し

つ
つ
テ
ン
シ
ョ
ン
も
高
め
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
時
代
に
よ
る
楽
器
や
演

奏
法
に
よ
る
「
運
命
」
も
録
音
も
今
で
は
当

た
り
前
に
な
っ
た

(1
9
8
0
年
代
ま
で
は
、

ず
い
ぶ
ん
粗
末
な
も
の
も
あ
っ
た
が
）。

そ
の

真
打
ち
的
な
存
在
が
、
ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
の

最
後
の
録
音
の

一
っ
と
な
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
・
コ

ン
ツ
ェ
ン
ト
ゥ
ス

・
ム
ジ
ク
ス
と
の

2
0
1
5

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
時
代
の
楽
器

ア

ー

ノ

ン

ク

ー

ル

近衛秀麿（指揮）

読売日本交響楽団

（シューペルト：交響曲第7番「未完成」）
(Naxos) NYCC-27292 

カルロス・クライパー (1930-2004)

カルロス・クライバー（指揮）

ウィーンフィルハーモニー

管弦楽団

（交響曲第7番）
（ユニバーサル） UCCS-9101 

戸三三］

年
の
演
奏
で
あ
る
。
明
確
す
ぎ
る
ア
ー
テ
ィ

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
、
対
位
的
な
絡
み
合
い
。

若
々
し
い
ば
か
り
に
、
実
験
精
神
に
満
ち
た

「運
命
」
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
孤
独
さ
を

よ
り
際
立
た
せ
る
。

は
ん
す
う

勝
利
を
噛
み
し
め
る
よ
う
に
幾
度
も
反
綿

す
る
最
終
楽
章
の
コ
ー
ダ
は
と
く
に
強
烈
だ
。

し
つ
よ
う

そ
の
停
止
せ
ん
ば
か
り
に
執
拗
な
踏
み
止
ま

り
。
そ
こ
に
潜
む
運
命
動
機
を
浮
き
立
た
せ

る
た
め
な
の
か
、
当
時
の
聴
き
手
が
味
わ
っ

た
前
衛
さ
を
再
体
験
さ
せ
る
た
め
か
。
そ
れ

え
ん

と
も
近
代
社
会
の
終
焉
を
表
す
た
め
の
悲
劇

的
な
解
釈
な
の
か
。
じ
っ
く
り
考
え
込
ま
せ

る
「
連
命
」
。

m-

こ＼

駆 ユーディ・メニューイン（指揮）

シンフォニア • ヴァルソヴィア
(Werner Apex) 256460457 (5枚組）

ペーター・エトヴェシュ（指揮）

アンサンブル・モデルン

(BMC) BMCCD-63 

ニコラウス・アーノンクール（指揮）

ウィーン・コンツェントゥス・ムジクス

（交響曲第4番）
（ソニー） SICC-30250 

“マ
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• 

す
よ
う
に
、
と
に
か
く
テ
ン
ポ
の
伸
縮
が
自

由
自
在
だ
。
さ
ら
に
、
絶
妙
す
ぎ
る
間
合
い

の
取
り
方
や
強
弱
の
目
ま
ぐ
る
し
い
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
。
そ
れ
で
も
緊
張
を
途
切
れ
さ
せ
ぬ

野
太
い
流
れ
を
作
り
出
す
。 51 

ヴィルヘルム・フルトヴェングラー（指揮）

ペルリンフィルハーモニー管弦楽団

（「エグモント」序曲、他）

（ユニバーサル） POCG-3788 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー

(1
8
8
6
i
1
9
5
4
)
 

交
響
曲
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
代
名
詞
た
る
作
品
。

暗
か
ら
明
へ
と
進
む
道
筋
は
、

小
石
の
よ
う
な
取
る
に
足
ら
ぬ
動
機
か
ら

壮
大
な
音
楽
へ
の
発
展
と
も
重
ね
ら
れ
よ
う
。

ラ
ッ
パ
吹
き
込
み
以
来
、

膨
大
極
ま
り
な
い
録
音
が
残
さ
れ
て
き
た
。

「述
命
」

聴
き
比
べ

t
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ピエール・ブーレーズ

(1925~2016) 

Photo:Gabriela Brndenstein/DG 

フリッツ・ライナー（指揮）

シカゴ交響楽団

（交響曲第6番「田圏」、第9番、他）
（ソニー） SICC-10257 
(3SACDハイブリッド）

ピエール・モントゥー（指揮）

ロンドン交響楽団

（交響曲第6番「田園」）
（ユニバーサル） UCCD-7104 

ピエール・ブーレーズ（指揮）

ニューフィルハーモニア管弦楽団

（ソニー） SRCR-2510※廃盤

剛
毅
で
し
な
や
か
な

ラ

イ

ナ

ー

ラ
イ
ナ
ー
指
揮
シ
カ
ゴ
響
の
演
奏
は

1
9

5
9
年
の
ス
テ
レ
オ
録
音
。
ス
パ
ル
タ
指
揮
者

に
よ
る
ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
肉
体
を
思
わ

せ
る
剛
毅
に
し
て
、
し
な
や
か
な
「
運
命
」
だ
。

テ
ン
ポ
は
か
な
り
速
い
が
、
そ
れ
を
演
奏
す

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
余
裕
が
残
っ
て
い
る
の

で
、
ど
こ
か
品
の
良
さ
も
感
じ
さ
せ
る
。
な

ん
と
い
っ
て
も
、
対
位
的
な
や
り
取
り
が
弾

力
性
を
も
っ
て
鳴
り
響
く
の
が
い
い
。
こ
の
曲

の
構
造
が
立
体
的
に
む
く
む
く
と
浮
か
び
上

が
る
。

軽
や
か
な

モ

ン

ト

ゥ

ー

同
じ
モ
ダ
ニ
ズ
ム
派
の
演
奏
で
も
、
モ
ン

ト
ゥ
ー
の

「運
命
」
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
印
象

そ
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
極
北
、
ブ
ー
レ
ー

ズ
も
こ
の
名
曲
を
演
奏
し
て
い
る
。
1
9
6
8

年
の
ニ
ュ
ー
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
管
と
の
演

奏
だ
。
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
と
共
演
を
重
ね
、
遅
い

テ
ン
ポ
も
慎
れ
て
い
る
は
ず
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
一戸
惑
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
、
テ
ン
ポ
が
遅
い
。
ま
る
で
嫌
が
ら

せ
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
。

高
揚
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
す
べ
て
を
均
質

化
し
て
響
き
を
再
構
築
し
て
い
く
。
そ
れ
ぞ

れ
の
響
き
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て
い

る
か
を
じ
っ
く
り
と
見
せ
て
く
れ
る
、
恐
る

べ
き
見
通
し
の
良
さ
。
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
さ
。
第

1
楽
章
は
、
楽
器
の
重
ね
方
な
ど
、
バ
ッ
ハ
の

管
弦
楽
組
曲
を
聴
い
て
い
る
か
の
よ
う
。
プ
ー

恐
る
べ
き
見
通
し
の
良
さ

ブ
ー
レ
ー
ズ

が
異
な
る
。
ロ
ン
ド
ン
響
と
の

1
9
6
1
年
の

演
奏
は
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
神
経
を
通
わ

せ
つ
つ
、
い
か
な
る
無
理
も
な
く
滑
ら
か
に
流

れ
る
の
が
特
色
。
軽
や
か
な
筆
致
で
、
意
外

に
も
テ
ン
ポ
を
頻
繁
に
動
か
し
て
い
る
の
だ

が
、
そ
れ
を
こ
と
さ
ら
意
識
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
す
ん
な
り
と
聴
か
せ
て
し
ま
う
セ
ン
ス

の
良
さ
。
終
楽
章
の
盛
り
上
げ
方
も
、
ど
こ

か
優
雅
だ
。

＂物
S ． 
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気
感
を
あ
ら
わ
す
と
す
れ
ば
、
木
管
は
道
す

が
ら
眼
に
す
る
木
立
や
牧
草
や
丘
な
ど
、
の

ど
か
な
風
景
を
彩
り
豊
か
に
暗
示
す
る
。
だ

か
ら
静
的
な
描
写
で
は
な
く
、
つ
ね
に
映
画

的
な
パ
ン
や
ズ
ー
ム
・
イ
ン
＆
ア
ウ
ト
が
と
も

な
い
、
歩
む
に
つ
れ
て
視
線
が
移
り
変
わ
る
。

そ
の
動
的
な
展
開
ゆ
え
に

「描
写
」
よ
り
も

「感
覚
の
再
現
」
と
し
た
理
由
が
よ
く
わ
か
る
。

II
標
題
「
小
川
の
ほ
と
り
の
情
景
」
。

ア
ン
ダ
ン
テ
・
モ
ル
ト
・
モ
ッ
ソ
、

調
、
ソ
ナ
タ
形
式

変
口
長

ー
の
つ
づ
き
を
な
し
、
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や

小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
澄
ま
す
喜
び
に
ひ

た
る
。
ド
ビ
ュ

ッ
シ
ー
は
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
・
ソ
ロ

に
牛
が
水
飲
み
場
に
向
か
う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

情
景
を
「
聴
き
」
と
っ
た
。
最
後
は
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
（フ
ル
ー
ト
）、
う
ず
ら

（オ
ー
ボ
エ
）、

か
っ
こ
う
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）
の
悦
惚
と
し
た

3
重
唱
で
終
わ
る
。

ハイリゲンシュタットでペートーヴェンが過ごした家、

通称ベートーヴェン•ハウス ( 1 868年に描かれた絵）

潜I暫れ叩斑w翼~"~♦- ， 買'''"

エフゲニー・ムラヴィンスキー（指揮）

レニングラードフィル

収録： 1982年
(Elatus) 0927498332※輸入盤

クラウディオ・アバド

（指揮）

ウィーン • フィル

収録.1986年
(DG) 4197792 
※輸入盤

ロジャー・ノリントン（指揮）

シュトウットガルト放送響

収録： 2002年
(Faszination) 93086 
※輸入盤、 Hanssler原盤

イタリアの画家、ベルナルド・ペッロット (1720-80)が描いた18世紀半ばのウィーン
の街並み。ペートーヴェンが生きた18世紀末から19世紀にかけて、さらに自然は浸食さ

れ始めていた…

.
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m
標
題
「
農
民
た
ち
の
た
の
し
い
踊
り
」
。

ア
レ
グ
ロ
、
へ
長
調
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ

オ
ー
ボ
エ
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
の
掛
け
合
い
を

バ
ッ
ク
に
素
朴
な
ダ
ン
ス
が
は
じ
ま
る
。
農
民

た
ち
の
足
さ
ば
き
を
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
が
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
描
写
。
宴
た
け
な
わ
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク

ス
に
無
気
味
な
雲
が
広
が
る
。

w
標
題
「
雷
雨
、
嵐
」
。
ア
レ
グ
ロ
、
へ
短
調

人
間
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
ご
と
を
ぶ
ち

壊
す
嵐
が
批
い
か
か
る
。
稲
妻

（ピ
ッ
コ
ロ
）

が
走
り
、

雷
嗚

（テ
ィ
ン
パ
ニ
）
が
と
ど
ろ
き
、

自
然
が
荒
れ
狂
う
。
で
も
い
つ
し
か
雷
雲
は

の
ぞ

去
り
、
晴
れ
間
が
覗
く
。
そ
の
安
堵
感
は
フ

ル
ー
ト
で
表
さ
れ
る
。

＞
標
題
「
羊
飼
い
の
歌
、
嵐
の
あ
と
の
よ
ろ

こ
び
に
満
ち
た
感
謝
の
念
」
。
ア
レ
グ
レ
ッ

ト
、
へ
長
調
、
ロ
ン
ド
・
ソ
ナ
タ
形
式

嵐
の
去

っ
た
よ
ろ
こ
び
が
ま
ず
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
で
、
つ
ぎ
に
ホ
ル
ン
で
ヨ
ー
デ
ル
風
に

奏
で
ら
れ
、
さ
ら
に
各
弦
に
順
に
受
け
つ
が

れ
、
自
然
と
人
間
の
調
和
の
讃
歌
を
ス
ケ
ー

ル
大
き
く
ひ
び
か
せ
て
終
わ
る
。
こ
の
結
末
のがい

つ
け
方
は

《
巡
命
》
の
終
楽
章
の
勝
利
の
凱

歌
の
行
進
と
重
な
る
。
ま
た
両
者
の
第
3
か

ら
第
4
楽
章
へ
の
移
行
の
仕
方
と
、

冒
頭
楽

章
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
似
通

っ
て
い
る
こ
と
で
、

両
者
は
性
格
の
異
な
る
兄
弟
の
関
係
に
あ
る
。

■

都
市
の
膨
張
と
背
中
合
わ
せ
の
関
係

こ
ん
し
ん

《
運
命
》
は
渾
身
の
力
を
こ
め
て
ヒ
ュ
ー
マ

ン
な
理
念
を
追
究
し
た
の
に
対
し
、

《
田
園
》

は
「
遊
び
」
に
見
え
か
ね
な
い
。
し
か
し
新

し
い
市
民
理
念
は
当
時
の
技
術
革
新
に
と
も

な
う
都
市
の
膨
張
と
背
中
合
わ
せ
の
関
係
に

あ
っ
た
。
都
市
は
自
然
と
対
立
し
、
そ
れ
ど
こ

ろ
か
自
然
を
侵
蝕
し
は
じ
め
て
い
た
。
自
然

愛
好
家
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
そ
れ
に
気
づ
か

ぬ
は
ず
は
な
い
。

そ
の
と
き
彼
の
念
頭
に
ハ
イ
ド
ン
の

《天
地

創
造
》
や

《
四
季
》
が
あ

っ
た
は
ず
。
産
業

ー

新
し
い
市
民
理
念
を
「
音
」
で
表
現
す
る
…
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
そ
れ
を
ソ
ナ
タ
形
式
の

形
を
借
り
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

と
く
に
3
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
、
つ
ま
り
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
で
青
写
真
を
引
き
、
弦
楽
四
重
奏
曲

で
骨
格
化
し
、
交
評
曲
で
肉
づ
け
を
試
み
て

き
た
。
そ
し
て
彼
特
有
の
集
中
力
と
忍
耐
力

を
極
限
に
ま
で
発
揮
し
な
が
ら
、

1
8
0
5

年
の

《
熱
情
》、
06
年
の
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
第

3
番、

08
年
の

《
巡
命
》
と
、
立
て
つ
づ
け

に
完
璧
と
い
え
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
理
念
の
構
築

を
な
し
と
げ
た
。

だ
が
完
璧
は
完
成
と
完
了
を
意
味
す
る
。

で
は
そ
の
あ
と
は
？
彼
は

一
仕
事
を
終
え
た

あ

ん

ど

達
成
感
に
安
堵
の
思
い
を
抱
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
解
放
感
を
つ
ぎ
の
交
聾

仙

《
田
園
》
で
率
直
に
あ
ら
わ
そ
う
と
し
た

か
の
よ
う
。

《
田
園
》
は
同
じ
年
に
完
成
し
た
《
運
命
》
と

ま
る
で
火
と
水
。
前
者
の
抽
象
的
な
理
念
の

追
究
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
日
常
の
の
ど
か
な

ひ
と
こ
ま

生
活
の

一
鮪
を
絵
日
記
の

1
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に

ス
ナ
ッ
プ
す
る
。

音
楽
に
自
然
の
風
景
を
写
し
こ
む
手
法
は

以
前
か
ら
よ
く
あ
っ
た
。
ま
た
交
縛
曲
と
い

う
新
し
い
音
楽
形
式
に
視
覚
を
と
り
入
れ
る

例
も
当
時
す
で
に
存
在
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
は
そ
れ
を
参
考
に
し
た
節
も
あ
る
。
だ
が

交
評
曲
を
絵
画
風
に
展
開
し
な
が
ら
も
、
ソ

ナ
タ
形
式
の
枠
組
み
を
踏
み
外
す
こ
と
な
く
、

9
1
 .

.

 

ウィーン郊外の森林。環境破壊がさらに進めば、私たちの耳に響く「田園交響曲」も

異なる色合いを帯びていくのだろうか？

■

自
ら
各
楽
章
に
表
題
を
付
け
る

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
自
然
の
た
た
ず
ま
い
の

な
か
に
身
を
置
く
の
を
好
ん
だ
。
ご
み
ご
み

し
た
ウ
ィ
ー
ン
の
巷
を
逃
れ
、
郊
外
の
澄
ん

だ
空
気
に
ふ
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
は
創

造
力
の
刺
激
に
も
な
っ
た
。

ブルーノ・

ワルター（指揮）

コロムピア響

収録： 1958年
（ソニー）

SRGR-707 

ヴィルヘルム・

フルトヴェングラー

（指揮）

ウィーンフィル

収録： 1952年
（ワーナー）

WPCS-50575 
※EMI原盤
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交
響
曲
第
6
番

ー
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
2
0
0年
後
の
「
環
境
破
壊
」
を
予
感
し
た
の
か
？
ー

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
市
民
理
念
の
抽
象
的
な
構
築
に
代
わ
っ
て
、

《
田
園
》
で
人
問
と
自
然
の
新
し
い
関
係
の
あ
り
よ
う
を
模
索
す
る
。

自
然
の
恵
み
と
脅
威
、
そ
れ
と
人
間
の
営
み
は
ど
う
す
れ
ば
ス
ム
ー
ス
に
折
り
合
え
る
か
。

両
者
の
調
和
の
理
想
を
、

《
田
園
》
で
視
覚
の
助
け
を
借
り
、
だ
れ
の
眼
に
も
わ
か
り
や
す
く
示
そ
う
と
し
た
。

■

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
解
放
感
を
表
現

■■ 
■■ 

日
............... ~ 

革
命
の
大
波
が
押
し
寄
せ
、
自
然
が
急
変
し

て
、
神
の
祝
福
を
受
け
た
自
然
と
人
間
の
円

現
的
な
共
存
に
ひ
び
が
入
り
は
じ
め
て
い
る

さ

ぐ

の
を
危
惧
し
て
、
彼
は
市
民
理
念
の
抽
象
的

な
構
築
に
代
わ
っ
て
、

《
田
園
》
で
人
間
と
自

然
の
新
し
い
関
係
の
あ
り
よ
う
を
模
索
す
る
。

自
然
の
恵
み
と
脅
威
、
そ
れ
と
人
間
の
営
み

は
ど
う
す
れ
ば
ス
ム
ー
ス
に
折
り
合
え
る
か
。

両
者
の
調
和
の
理
想
を
、

《
田
園
》
で
視
覚
の

助
け
を
借
り
、
だ
れ
の
眼
に
も
わ
か
り
や
す

く
示
そ
う
と
し
た
。

そ
の
際
彼
は
楽
章
ご
と
に
分
断
さ
れ
て
い

た
ソ
ナ
タ
形
式
を
、
交
評
曲
全
体
に
ま
た
が

る
ひ
と
つ
の
大
き
い
有
機
体
と
し
て
再
構
成

し
、
こ
れ
ま
で
の
交
響
曲
に
な
か
っ
た
新
し
い

画
期
的
な
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
た
。
だ
が
曲

の
視
覚
的
効
果
に
眼
を
奪
わ
れ
て
こ
の
新
機

軸
に
眼
が
行
き
に
く
い
の
は
残
念
だ
。

彼
の
理
想
と
す
る
自
然
観
は
の
ち
に
2
つ
の

系
統
に
分
か
れ
、

一
方
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

↓
シ
ュ
ー
マ
ン
↓
プ
ラ
ー
ム
ス
、
も
う

一
方
は

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
↓
ブ
ル

ッ
ク
ナ
ー
↓
マ
ー
ラ
ー

む

く

の
系
譜
を
た
ど
る
。
前
者
で
は
無
垢
な
自
然

を、

「時
よ
と
ま
れ
、
お
ま
え
は
か
く
も
美
し

い
」
と
当
時
の
姿
の
ま
ま
と
ど
め
よ
う
と
す

る
。
対
す
る
後
者
は
失
わ
れ
て
ゆ
く
自
然
を

せ
め
て
音
楽
の
な
か
だ
け
で
も
拡
大
し
て
、
そ

の
な
か
に
聴
き
手
を
た
っ
ぷ
り
浸
ら
せ
よ
う
と

試
み
た
。

現
代
は
地
球
の
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル

の
拡
大
な
ど
、
環
境
破
壊
の
瀬
戸
際
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。
子
供
さ
え
「
許
せ
な
い
」
と
危

機
感
を
つ
の
ら
せ
る
な
か
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
2
0
0
年
前
に
す
で
に
そ
の
行
く
末
を
鋭

く
予
感
し
て
い
た
。
彼
の

《
田
園
》
は
自
然
と

人
間
の
調
和
と
い
う
失
わ
れ
か
か
っ
て
い
る
理

想
の
原
点
を
再
考
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
印
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む
し
ろ
そ
れ
を
楽
曲
全
体
に
拡
大
す
る
大
胆

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
え
行
っ
た
。

だ
か
ら
彼
は

《
田
園
》
に
、
「
絵
画
的
な
描

た
だ

写
よ
り
も
感
覚
の
再
現
」
と
但
し
書
き
を
つ

け
、
表
面
的
な
風
景
描
写
で
は
な
い
と
釘
を

刺
す
の
を
忘
れ
な
い
。
で
も
各
楽
章
に
自
然

描
写
の
標
題
を
つ
け
、
聴
き
手
の
便
宜
も
図
っ

た
。
楽
曲
全
体
は
5
楽
章
か
ら
な
り
、
以
下

の
よ
う
に
推
移
す
る
。

1

標
題
「
田
舎
を
訪
れ
て
生
ず
る
は
れ
ば
れ

と
し
た
気
分
」
。
ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・

ト
ロ
ッ
ポ
、
へ
長
調
、
ソ
ナ
タ
形
式

出
だ
し
の

4
小
節
の
音
型
は

《
運
命
》
の

出
だ
し
に
似
て
い
な
が
ら
、
フ
ォ
ル
テ
ィ
シ
モ

に
よ
る
短
調
の
破
壊
衝
動
と
対
照
的
に
、

《
田

園
》
は
長
調
の
あ
た
た
か
く
柔
和
な
ピ
ア
ノ

で
進
行
。
前
者
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
を
意
図
し
た

か
の
よ
う
で
、
作
曲
者
が
に
や
り
と
し
て
い

る
表
情
が
浮
か
ぶ
。
初
演
は

《
運
命
》
と
と

も
に
行
わ
れ
た
か
ら
、
そ
の
対
照
性
は
い
っ

そ
う
際
立
っ
た
は
ず
だ
。

冒
頭
で
弦
が
田
園
の
さ
わ
や
か
な
空
気
を

喚
起
、
そ
れ
に
ふ
れ
て
全
身
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
心
が
は
ず
み
、
足
ど
り
軽
く
歩
き
ま
わ

る
の
か
楽
し
く
な
る
。
弦
が
さ
わ
や
か
な
空

交響曲第6番へ長調作品68「田園」
第1楽章 Allegroma non troppo 

第2楽章 Andanternolto rnosso 

第3楽章 Allegro
第4楽章 Allegro
第5楽章 Allegretto

作曲 ：1807~08年

初演 1808年12月22日、

アン・デア・ウィーン劇場

献呈：ロプコヴィッツ侯爵と

ラズモフスキー伯爵

出版： 1809年5月、

ブライトコップフ＆ヘルテル社
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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
中
で

一
曲
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
こ
の
曲
を
挙
げ
る
人

も
多
い
だ
ろ
う
。
高
弟
チ
ェ
ル
ニ
ー
も
「
最
も

美
し
く
、
詩
的
内
容
に
富
む
」
と
書
い
て
い
る
。

最
も
古
い
ス
ケ

ッ
チ
は

1
8
0
3
年
か

04
年

初
め
ご
ろ
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
、

05
年

か
ら

06
年
に
か
け
て
作
曲
、

06
年

6
月
に
は

総
譜
が
完
成
し
て
い
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
が
演
奏
の
機
会
が
な
か

っ
た
。
こ

の
時
期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
新
作
を
ロ
プ

コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
侯
の
邸
宅
内
で
行
わ
れ
た
プ
ラ
イ

ヴ
ェ
ー
ト
な
演
奏
会
で
試
演
し
て
、
改
訂
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
こ
の
協
奏
曲

は
恐
ら
く
1
8
0
7
年

3
月
に
そ
の
種
の
会

で
演
奏
さ
れ
、

08
年
夏
に
楽
譜
が
出
版
さ
れ

こ
。
t
 公開
初
演
は
、

《運
命
》
や
《
田
園
》
が
初
演

さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

1
8
0
8
年
12
月

ピ アノ協奏曲
第4番
「最も美しく、詩的内容に富む」（チェルニー）

ピアノ協奏曲

22
日
に
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
削
場
で
行
わ

れ
た

「第
3
回
作
品
個
展」

で
、
ピ
ア
ノ
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
が
受
け
持

っ
た
。
4
時
間

に
及
ん
だ
こ
の
大
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
公
開
の
場
で
ピ
ア
ノ
演
奏
を
行
っ
た

最
後
の
機
会
と
な
っ
た
。

残
さ
れ
て
い
る

一
次
資
料
を
調
べ
る
と
何

を
弾
い
た
の
か
問
題
が
生
じ
る
。
ピ
ア
ノ
・
パ
ー

ト
の
筆
写
譜
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
の
手
で

書
き
込
み
の
加
え
ら
れ
た
も
の
が
存
在
す
る

か
ら
だ
。
現
行
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
よ
り
も
華
や

か
だ
。
12
月
22
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
さ

れ
た
の
は
こ
の

「改
訂
版
」
と
推
測
す
る
学

者
も
い
て
、
録
音
も
あ
る
。

献
呈
は
ル
ド
ル
フ
大
公
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

と
い
つ
ど
の
よ
う
に
知
り
合
っ
た
の
か
正
確
に

は
分
か

っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
協
奏
曲
を

作
鼎
中
の
時
期
に
知
り
合
っ
た
の
は
確
か
ら

し
い
。
こ
れ
か
ら
主
要
作
品
が
次
々
に
献
呈

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
大
公
へ
の
最
初
の
献
呈

と
な
っ
た
。

冒
頭
が
型
破
り
、
独
奏
ピ
ア
ノ
の
ソ
ロ
で

始
ま
る
け
れ
ど
、
両
手
で
弾
く
和
音
と
重
音

は
弱
音
で
ド
ル
チ
ェ
、
程
よ
い
パ
ラ
ン
ス
の
響

き
で
歌
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ォ
ル
テ

で
和
音
や
オ
ク
タ
ー
ヴ
を
弾
く
方
が
ず
っ
と

楽
だ
。
こ
の
部
分
の
弾
き
方
で
か
な
り
の
程

度
、
第
1
楽
章
の
成
果
が
決
ま

っ
て
し
ま
う
。

ア
ン
サ
ン
プ
ル
は
繊
細
で
室
内
楽
的
、
ピ
ア
ノ

も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
神
経
を
使
う
。
こ
の
辺

り
に
行
き
違
い
が
生
じ
る
と
、
確
実
に
い
た

だ
け
な
い
演
奏
に
な
る
。

第
2
楽
章
は
フ
ラ
ン
ス
風
序
曲
を
思
わ
せ

る
付
点
リ
ズ
ム
で
始
ま
る
、
厳
粛
で
深
い
表

情
の
音
楽
。
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
の

一
場
面
を
見
て

い
る
よ
う
で
、
優
れ
た
演
奏
で
聴
く
と
別
世

界
へ
連
れ
去
ら
れ
る
よ
う
な
思
い
が
す
る
。
第

3
楽
章
の
ロ
ン
ド
の
前
奏
を
聴
く
と
ほ

っ
と

一

息
。
演
奏
効
果
に
富
ん
で
堂
々
と
終
わ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
第
1
楽
章
に
長
、
中
、

文高久暁◎音楽学・音楽評詰

text by Sataru Takaku 

初演されたウィーンの

ロヴコヴィッツ侯爵邸

（左側）

■ DATA 
ピアノ協奏曲第4番
ト長調作品 58

第1楽章
アレグロ・モデラート

第2楽章
アンダンテ ・コン・モート

第3楽章
ロンド・ヴィヴァーチェ

作曲 ：1805-06年

初演 （私的）
1807年3月

ロプコヴィッツ侯の邸宅

（公開）
1808年12月22日
アン・デア・ウィーン劇場

ピアノはペートーヴェン自身

● DISC 

ロナルド・ブラウティハム（フォルテピアノ）

ピアノ協奏曲第4番（改訂稿）
＆ピアノ協奏曲（ヴァイオリン協奏曲の編曲）

アンドリュー •バロット（指揮）
ノールショピング交響楽団
(BIS) BISSA-1693 (SACDハイブリッド）

ジェローム・ルーエンサール（ピアノ）

ピアノ協奏曲第 4番とそのカデンツァ集

（ハンス・フオン・ピューロー、クララ • シューマン、ブラームス、サン＝サーンス、
ブゾーニ、メトネル、ゴドフスキ、ジェフスキなど 11名の作曲したカデンツァ）
カール・トピロー（指揮）オーケストラ不詳
(LP Classics) LP-1008A/B (2CD) 

短
の

3
種
類
、
第
3
楽
章
に
は

2
種
類
の
カ

デ
ン
ツ
ア
を
作
曲
し
た
。
第

1
楽
章
の
長
い

カ
デ
ン
ツ
ア
は
名
作
だ
し
、
中
く
ら
い
の
長
さ

の
も
の
も
三
度
の
音
階
や
両
手
の
分
散
オ
ク

タ
ー
ヴ
が
次
々
に
繰
り
出
さ
れ
て
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ニ
ズ
ム
を
初
彿
と
さ
せ
る
。

現
在
の
演
奏
で
は
圧
倒
的
に
こ
れ
ら
が
弾

か
れ
る
け
れ
ど
、
こ
の
協
奏
曲
に
は
弾
い
て
い

る
う
ち
に
自
分
で
カ
デ
ン
ツ
ア
を
作
り
た
＜

な
る
魅
力
が
潜
ん
で
い
た
ら
し
い
。
だ
か
ら
、

ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
か
ら
ゴ

ド
フ
ス
キ
に
ブ
ゾ
ー
ニ
、
メ
ト
ネ
ル
や
フ
ェ
イ

ン
ベ
ル
ク
を
経
て
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ェ
フ
ス

キ
に
至
る
ま
で
、

筆
者
の
知
る
だ
け
で

1
ダ
ー

ス
以
上
の
カ
デ
ン
ツ
ア
が
存
在
す
る
。
歴
代
の

カ
デ
ン
ツ
ア
を
見
て
も
こ
の
協
奏
曲
を
め
ぐ

る
受
容
の
様
相
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
だ
。
m-
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BEET 
● DISC 

ニコラウス・
アーノンクール（指揮）

ウィーン・コンツェントゥス・

ムジクス

（交響曲第5番「運命」も）
（ソニー） SICC-30250 

エヴゲニー・ムラヴィンスキー（指揮）

レニングラード ・フィル

（アナトリー・ リヤードフ

「バーバ • ヤーガ」、他｝
(Altus) AL T-1 

<gh

]

文
寺
西
基
之

9
曰
楽
評
輪
家

te
x
t
 by
 M
o
t
o
y
uki Ter a
 
nishi 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
中
期
に
お
い
て
、
従
米

の
い
わ
ゆ
る
古
典
派
様
式
を
拡
大
し
、
動
機

労
作
を
徹
底
さ
せ
た
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
展

開
に
主
眼
を
置
い
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
ス

タ
イ
ル
を
特
徴
と
す
る
大
作
を
生
み
出
し
て

い
っ
た
が
、
そ
う
し
た
中
期
の
大
作
群
の
中

に
あ
っ
て
、
こ
の
交
響
曲
第
4
番
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
地
味
な
作
品
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
交
評
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
に

限
っ
て
み
て
も
、

空
前
の
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
第

3
番
「
英
雄
」
と
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
起
伏

に
満
ち
た
第
5
番
「
運
命
」
と
い
う
前
後
の

2
つ
の
作
品
と
の
比
較
か
ら
、
第

4
番
は
優

美
な
側
面
が
こ
と
さ
ら
強
調
さ
れ
て
き
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
作
品
に
対
す
る
シ
ュ
ー

マ
ン
の
「
北
欧
神
話
の

2
人
の
巨
人
の
間
に
挟

ま
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
の
乙
女
」
と
い
う
評
言
や、

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
に
よ
る

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
生
涯
の
う
ち
で
最
も
静
穏
な
日
々
の
香
を

捉
え
た
消
ら
か
な
花
」
と
い

っ
た
た
と
え
に

も
、
そ
の
こ
と
は
如
実
に
示
さ

れ
て
い
る
。

た
し
か
に
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

の
こ
の
言
業
の
よ
う
に
、
交
評

曲
第
4
番
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
生
涯
の
中
で
も
特
に
穏
や

か
で
幸
福
な
時
期
に
生
み
出

さ
れ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

1
8
0
6
年
の
夏
の
終
わ
り
か

ら
秋
に
か
け
て
、
シ
ュ
レ
ー
ジ

エ
ン
の
ト
ロ
ッ
パ
ウ

（現
在
チ
ェ

コ
の
オ
パ
ヴ

ァ）

近
郊
グ
レ
ー

カルロス・

クライバー（指揮）

バイエルン州立管弦楽団
(Orfeo) C100841DR ■ DATA 

交響曲第4番変口長調作品60
第1楽章アダージョ（緩やかに） 一

アレグロ・ヴィヴァーチェ（快活に速く）
第2楽章アダージョ
第3楽章アレグロ・ヴィヴァーチェ
第4楽章アレグロ ・マ ・ノン・トロッポ

（あまり速すぎないで）

作曲：1806年

初演：1807年3月、ロプコヴィツ侯爵邸。
指揮はペートーヴェン

公開初演：1807年11月15日、ブルク劇場。

指揮はペートーヴェン

ツ
に
あ
る
パ
ト
ロ
ン
の
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ

ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー
侯
爵
の
別
邸
に
滞
在
し
て
お

り
、
こ
の
第
4
番
は
そ
の
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
で
作
曲
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

滞
在
中
に
は
オ
ー
バ
ー
グ
ロ
ガ
ウ
と
い
う

町
に
あ
る
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
オ
ッ
ペ
ル
ス

ド
ル
フ
伯
爵
邸
を
訪
れ
、
邸
宅
で
の
演
奏
会

で
交
評
曲
第
2
番
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

歓
待
を
受
け
た
。
第

4
番
は
こ
の
伯
爵
に
献

呈
す
る
作
品
と
し
て
書
き
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、

一
方
で
こ
の
時
期
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
ダ
イ
ム
伯
爵
未
亡
人
ヨ
ゼ

フ
ィ
ー
ネ
と
の
愛
が
進
行
中
で
あ

っ
た
。
こ

う
し
た
状
況
の
も
と
で
こ
の
明
る
い
性
格
の

交
評
曲
が
生
み
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

ペートーヴェンの「唯一
の恋人」だったダイム伯

爵未亡人ヨゼフィーネ・

ブルンスヴィック(17
79-1821) 

/a 

＇ 

ロン0

矢術

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
の
う
ち
で

最
も
静
穏
な
日
々
の
香
を
捉
え
た
清
ら
か
な
花
」

し
か
し
こ
の
第
4
番
の
持
つ
明
る
い
性
格

は
、
決
し
て
優
美
と
か
清
ら
か
と
い

っ
た
形

容
の
う
ち
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
い
。一

作
ご

と
に
何
ら
か
の
新
し
い
試
み
を
取
り
入
れ
て

い
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
進
取
の
気
象
は
、
こ

の
第
4
番
で
も
様
々
な
表
現
の
う
ち
に
鮮
明

に
示
さ
れ
て
い
る
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
第
1
楽
章
の
序
奏
だ
。

そ
の
ど
こ
か
漠
と
し
た
幻
想
的
か
つ
神
秘
的

な
表
情
に
は
ロ
マ
ン
派
を
先
取
り
す
る
も
の

が
あ
り
、
特
に
断
片
的
な
動
機
と
大
胆
な
和

と
ん

声
の
運
び
か
ら
生
ま
れ
る
不
明
瞭
な
混
沌
と

し
た
評
き
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
求
め
た
新

し
い
音
秤
世
界
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
第

2
楽

章
の
奥
深
い
情
感
も
ロ
マ
ン
派
に
通
じ
る
性

格
が
感
じ
ら
れ
る
。

曲
全
体
を
と
お
し
て
、
古
典
的
な
明
快
な

形
式
の
う
ち
に
も
そ
れ
を
内
側
か
ら
崩
さ
ん

ば
か
り
の
劇
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
て
い

か
い
ざ
ゃ
く

る
こ
と
や
、
ま
た
戯
れ
や
諧
諧
性
と
い
っ
た
面

が
見
ら
れ
た
り
、
楽
想
の
扱
い
や
発
展
の
仕

方
が
ど
こ
か
感
興
の
赴
く
ま
ま
と
い
っ
た
即

興
的
な
感
を
与
え
た
り
な
ど
、
こ
の
作
品
に

は
多
様
な
要
素
が
全
体
の
確
た
る
統

一
感
の

う
ち
に
生
き
生
き
と
息
づ
い
て
い
る
。
中
期

の
大
作
群
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
第
4
番
も
や

は
り
ま
ぎ
れ
も
な
く
こ
の
時
期
ら
し
い
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
革
新
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
満

ち
た
傑
作
で
あ
る
。

m

,TLYcuss1<: 
、 ~、ぐ／

• • 
べ‘
. ,,u11,;,. 

ーふふ""- ~- ＼ 零 - ~ ゞ



ヽ
し
か
し
、

1
8
4
4年
に
な
っ
て
、
後
に
ド

イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
を
代
表
す
る
名
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
と
な
る
、

13
歳
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ヨ
ア
ヒ

ム

(1
8
3
1
ー
1
9
0
7
)
が
、
フ
ェ
リ
ッ

ク
ス
・
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
指
揮
に
よ
り
、
自

作
の
カ
デ
ン
ツ
ア
を
交
え
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
蘇

演
。
こ
の
時
の
成
功
を
受
け
、
彼
が
生
涯
に

わ
た

っ
て
愛
奏
を
続
け
た
た
め
に
、

当
血
の

真
価
は

一
般
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
。
4
年
後

に
ハ
ン
ブ
ル
ク
ヘ
客
演
し
た
際
に
も
、

当
曲
を

披
露
し
、
こ
れ
を
聴
い
た

14
歳
の
プ
ラ
ー
ム

ス
は
、
過
去
の
作
品
へ
の
典
味
を
目
覚
め
さ

せ
る
こ
と
と
な
る
。

第
1
楽
章
ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ

ッ
ポ

[
4
/
4
]
は
、
ま
る
で
ノ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
、

テ
ィ
ン
パ
ニ
の

5
つ
の
D
音
で
硲
開
け
。
こ
の

4
分
音
符
が
並
ん
だ
リ
ズ
ム
は
、

全
鼎
を
通
じ

て
の
軸
に
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
雄
大
な
第
1
主

題
と
、
温
か
み
あ
る
第
2
主
題
を
提
示
。
長
い

前
奏
（
こ
れ
も
ま
た
、
初
演
で
の
不
評
の
一
因

■

ヨ
ア
ヒ
ム
が
蘇
演
し

真
価
を
認
め
ら
れ
る

ま
た
、
ク
レ
メ
ン
ト
は
初
演
の
直
後
、
作
曲

家
に
ピ
ア
ノ
協
奏
鼎
へ
の
改
作
を
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ス
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
こ
れ
を
容
れ
て
、

1
8
0
7
年
に
ピ
ア
ノ
用
に
編
曲
（
作
品
番

号
は
同
じ
）
し
、
プ
ロ
イ
ニ
ン
グ
の
妻
ユ
ー
リ

工
へ
献
呈
し
て
い
る
。

初
演
の
失
敗
が
長
く
尾
を
引
い
て
、
作
曲

者
の
生
前
に
は
2
度
、
逝
去
直
後
に
も
2
度、

演
奏
さ
れ
た
と
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の

み
で
、
上
演
機
会
に
は
恵
ま
れ
な
か

っ
た
当

曲
。
特
に
、
ソ
ロ
・
パ
ー
ト
は
、

当
時
の
技
術

水
準
に
あ

っ
て
は
「
演
奏
が
困
難
」
と
断
じ

ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

文寺西肇 ◎音楽ジャーナリスト

text by Hojime Teranishi 

ヴァイオリン協奏曲
13歳のヨーゼフ・ヨアヒムが、フェリックス・メンデルスゾーン指揮により、

自作のカデンツァを交えて、ロンドンで蘇演。

この時の成功を受け、彼が生涯にわたって愛奏を続けたために、

当曲の真価は一般に認められることに。

■ DATA 

な
お
、
第
2
楽
章
の
結
尾
部
分
以
外
の
、
作

さ
ま
ざ
ま
な
カ
デ
ン
ツ
ァ

「
こ
の
協
奏
曲
に
は
、
関
心
を
寄
せ
る
べ
き

多
く
の
美
点
が
あ
る
…
（
中
略
）
。
し
か
し
、

あ
り
ふ
れ
た
パ

ッ
セ
ー
ジ
が
延
々
と
繰
り
返

さ
れ
る
の
に
は
、
誰
も
が
す
ぐ
に
飽
き
て
し

ま
う
だ
ろ
う
…
（
中
略
）
。
も
し
も
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
、
こ
の
道
を
歩
き
続
け
る
な
ら
ば
、

彼
に
も
聴
衆
に
も
、

望
ま
し
く
な
い
結
果
が

待
ち
構
え
て
い
る
の
で
は
、
と
危
惧
し
て
い
る
」

1
8
0
6年
12
月
23
日
に
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー

ン
劇
場
で
行
わ
れ
た
、

35
歳
の
楽
聖
の
手
に

な
る

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
血
」
の
初
演
を

聴
い
た
、
最
高
式
部
官
で
音
楽
評
論
家
で
も

あ
っ
た
ヨ
ハ
ン
・
ネ
ポ
ム
ク
・
メ
ー
ザ
ー
（
生

年
不
詳
i
l
8
1
1
)
は
「
ウ
ィ
ー
ン
劇
場

新
聞
」
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
に
と

っ
て
、
完
成
作
と
し

て
は
唯

一
の
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
仙
」
。
今

で
こ
そ
、
数
あ
る
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
の

中
で
も

名
エ
様
ク

と
称
え
ら
れ
、
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
の
ホ
短
調

(1
8
4
4
年
）、
プ
ラ
ー

ム
ス
の
二

長
調

(78
年
）
と
併
せ
て

；
3
大

協
奏
曲
ク
に
も
列
せ
ら
れ
る
傑
作
だ
が
、
メ
ー

ザ
ー
の
記
述
に
あ
る
通
り
、
初
演
の
評
判
は
、

あ
ま
り
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

に
）
を
経
て
、
カ
デ
ン
ツ
ァ
風
に
登
場
す
る
ソ

ま
と

口
は
、
時
に
華
脱
な
装
飾
を
線
わ
せ
、
時
に

木
管
が
奏
す
る
主
題
を
縫
い
取
っ
て
ゆ
く
。

第
2
楽
卒
ラ
ル
ゲ
ッ
ト

[4
/
4
]
は
、
ト

長
調
に
転
じ
て
の
変
奏
曲
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

安
ら
ぎ
に
満
ち
た
主
題
を
提
示
し
、
ソ
ロ
が

華
麗
に
舞
う
2
つ
の
変
奏
、
さ
ら
に
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
だ
け
の
ひ
と
つ
の
変
奏
が
樅
か
れ
る
。
そ

し
て
、
ソ
ロ
が
全
く
新
し
い
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
の

主
題
を
謳
い
出
し
、
こ
れ
を
十
分
に
歌
い
継
い

だ
後
、
カ
デ
ン
ツ
ア
を
呼
び
水
に
、
ア
タ
ッ
カ

つ
な

（切
れ
目
な
し
）
で
繋
が
る
終
楽
章
ア
レ
グ
ロ

[
6
/
8
]
へ
。
主
調
で
あ
る
二
長
調
へ
回
帰

し
、
ソ
ロ
が
奏
す
る
親
し
み
や
す
い
ロ
ン
ド
主

題
は
、
民
族
舞
踊
の
よ
う
。
技
巧
的
で
緊
張

感
あ
ふ
れ
る
音
楽
が
展
開
さ
れ
る
。

初
演
評
は
芳
し
く
な
く

ヴァイオリン協奏曲二長調作品61

第1楽章アレグロ・マ ・ノン・トロッポ
第2楽章ラルゲット
第3楽章ロンドアレグロ

作曲：1806年

初演：1806年12月23日
アン ・デアウィーン劇場

独奏はフランツ・クレメント

■ DISC 

フリッツ・クライスラー

ウィーン生まれ。ユダヤ系でアメリカに

移る。「愛の喜び」 「愛の悲しみ」「美し

きロスマリン」など多くの作品を残した

レオポルド・アウアー

ハンガリ一生まれ。ペテ

ルブルク音楽院で長く

教鞭をとり。ロシア革命

でアメリカに移り、カー

ティス音楽院で教えた

ま
た
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
手
に
な
る
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
・
ソ
ロ
と
管
弦
楽
の
た
め
の
作
品
と

し
て
先
行
し
て
作
仙
さ
れ
た
「
2
つ
の
ロ
マ
ン

ス
」
も
無
視
で
き
な
い
。
楽
型
の
創
作
の
中

で
、
こ
の
種
の
協
奏
的
小
品
は
非
常
に
珍
し

「

2
つ
の
ロ
マ
ン
ス
」

•
~
`

'
|

l
I

會

曲
者
に
よ
る
カ
デ
ン
ツ
ア
は
残
っ
て
い
な
い
。

こ
の
た
め
、
ヨ
ア
ヒ
ム
を
は
じ
め
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・

ア
ウ
ア
ー

(
1
8
4
5
¥
1
9
0
7
)
や
フ
リ
ッ

ツ
・
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

(
1
8
7
5
¥
1
9
6
2
)

ら
、
歴
代
の
名
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が
手
掛

け
た
カ
デ
ン
ツ
ア
を
付
し
て
、
演
奏
さ
れ
る

機
会
が
ほ
と
ん
ど
。
し
か
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
は

1
8
0
7
年
に
当
作
を
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

へ
と
編
曲
し
た
折
、
第
1
、
3
楽
章
の
カ
デ
ン

ツ
ア
を
、
新
た
に
追
加
。
近
年
は
、
こ
れ
を

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ヘ
と
五翻
案
ー
し
た
カ
デ
ン
ツ
ァ

を
挿
入
し
て
、
演
奏
さ
れ
る
機
会
も
増
え
て

い
る
。 イザペル・ファウスト

（ヴァイオリン）

ペルナルト・ハイティンク（指揮）

ペルリンフィルハーモニー管弦楽団
［＋交響曲第6番《田園》］
〈収録： 2015年4月〉
（キングインターナショナル）

KKC-9164 (ブルーレイ）
KKC9165 (DVD) 

ヴァイオリン協奏曲二長調Op.61<ピアノ独奏版）

ロナルド・ブラウティハム（ピアノ）アンドルー・バロット（指揮）

ノールショピング交響楽団
［ピアノ協奏曲第4番（改訂版）］
〈録音： 2007年11月〉 (BIS)BISSA-1693 (SACOハイブリッド）

バトリシア・コバチンスカヤ
（ヴァイオリン）

フィリッブ・ヘレヴェッヘ（指揮）
シャンゼリゼ管弦楽団

［＋ロマンス第1、2番、
ヴァイオリン協奏曲ハ長調Wo05]
〈録音： 2008年10月〉
(Avex classics) AVCL-25478 

ヴィクトリア・ムローヴァ
（ヴァイオリン）

ジョン・エリオット・ガーディナー（指揮）

オルケストル・レポリューショネル・エ・

ロマンティーク

［＋メンデルスゾ—ン「ヴァイオリン協奏曲」］
〈録音： 2002年6月〉
(Decca) 4738722 

クリスティアン・テツラフ
（ヴァイオリン）

デイヴィッドジンマン（指揮）
チューリヒ・トーンハレ管弦楽団

［＋ロマンス第1、2番］
〈録音： 2005年5月〉
(Arte nova) 82876769942 

ジェイムズ・エーネス（ヴァイオリン）

アンドルー•マンゼ（指揮）
ロイヤル • リヴァブールフィルハーモニー管弦楽団
［＋ロマンス第1、2番ほか］
〈録音： 2016年10月〉(Onyx)ONYX-4167 

※

W
O
O
は
作
品
番
号
な
し
の
作
品

く
、
こ
の
2
曲
の
他
に
は
、
ピ
ア
ノ
独
奏
と
管

弦
楽
の
た
め
の
「
ロ
ン
ド
変
口
長
調
」

W
o
o

6
(
1
7
9
3
年
）
を
数
え
る
の
み
。
両
血
と

も
作
曲
の
動
機
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
も
小
口

ン
ド
形
式
で
、

3
度
の
主
題
の
繰
り
返
し
の
合

間
に
2
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
、
コ
ー

ダ
で
締
め
括
る
構
造
は
共
通
し
て
い
る
。

函
R
1
番
に
り
「
ロ
マ
ン
ス
ト
長
調
」
作
品
40

は、

実
は

ぷ知
2
番ク

よ
り
も
後
、

1
8
0
0
 

¥
0
2年
に
完
成
。
ア
ン
ダ
ン
テ

[
4
/
4
]
で

進
行
す
る
曲
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ロ
の
重

音
で
奏
さ
れ
る
、
和
声
的
で
穏
や
か
、
し
か

し
内
省
的
な
ロ
ン
ド
主
題
が
軸
に
。
合
問
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、
ソ
ロ
の
変
奏
を
交
え
ら
れ
、

短
く
荘
厳
な
コ
ー
ダ
で
閉
じ
る
。

一
方、

ょ
第
2
番
ク
と
呼
ば
れ
る
「
ロ
マ
ン

ス
ヘ
長
調
」
作
品
50
は、

1
7
9
8
年
秋
頃

の
作
曲
。
こ
の
べ
長
調
ク
は
、
交
評
曲
第
6

番
《
田
園
》
作
品

6
8
(
1
8
0
8年
）
を
は
じ
め
、

の

ど

か

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
本
人
は
、
明
る
＜
長
閑
な
雰

た
た

囲
気
を
湛
え
た
調
性
と
し
て
意
識
し
て
い
た
。

曲
は
、
ア
ダ
ー
ジ
ョ
・
カ
ン
タ
ー
ビ
レ

[
2
/
2
]

で
進
行
。
和
声
的
な
ぷ
知
1
番
ク
と
は
対
照

的
な
、
メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
な
主
題
が
軸
に
。
時
に

ニ
短
調
へ
と
触
れ
て
、
劇
的
な

一
面
も
見
せ
る
。

そ
し
て
、
実
は
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
に
は
、
さ
ら
に
も
う
1
曲
。

20
歳
前
半
だ
っ
た

1
7
9
o
-92
年
に
ポ
ン

で
書
か
れ
た
ら
し
い
、
ハ
長
調
作
品
W
o
o
5

も
存
在
す
る
が
、
現
在
は
第
1
楽
章
ア
レ
グ

ロ
・
コ
ン
・
プ
リ
オ

[
4
/
4
]
の
断
片
（
全

2
5
9
小
節
）
が
伝
承
す
る
の
み
。
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ヘ
ル
メ
ス
ベ
ル
ガ
ー

1
世

(
1
8
2
8
¥
9
3
)
が
1
8
7
9年
に
手

掛
け
た
も
の
な
ど
、
複
数
の
補
籠
完
成
版
が

あ
り
、
稀
に
上
演
の
機
会
が
あ
る
。

初

゜

．
 

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
へ
改
作

●
 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
当
時
、
自
身
が
音
楽
監

督
だ
っ
た
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
の
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
て
い
た
、
フ
ラ
ン

ツ
・
ク
レ
メ
ン
ト

(
1
7
8
o-.-. 8
4
2
)
 

を
当
作
の
ソ
リ
ス
ト
に
想
定
。
実
は
、
楽
聖

は
こ
れ
よ
り

10
年
以
上
も
遡
る

23
歳
の
頃
、

ま
だ

10
代
だ
っ
た

五
天
才
少
年
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
ク
の
ク
レ
メ
ン
ト
と
知
己
に
。
こ
の
協

奏
曲
の
初
演
の
前
年
に
あ
た
る

1
8
0
5
年

春
に
は
、
彼
の
主
宰
す
る
演
奏
会
に
お
い
て
、

交
響
曲
第
3
番

《
英
雄
》
作
品
55
の
公
開
初

演
を
行
う
な
ど
、
厚
い
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。

こ
の
協
奏
曲
の
作
曲
に
着
手
し
た
、
具
体

的
な
日
時
は
不
明
。
し
か
し
、
第
1
楽
章
の

断
片
や
第
3
楽
章
の
ロ
ン
ド
主
題
が
、

1
8

0
5年
作
成
と
さ
れ
る
「
ハ
短
調
交
響
曲
（
後

に
、
第
5
番

《
運
命
》
作
品
67
と
し
て
結
実
）
」

の
ス
ケ
ッ
チ
帖
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
期
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
作
曲
は
思
う
よ
う
に
捗
ら
ず
、
楽
譜
が

ソ
リ
ス
ト
の
手
元
に
届
い
た
の
は
、
何
と
本

番
の
2
日
前
。
ク
レ
メ
ン
ト
は
、
そ
こ
か
ら
難

曲
を
さ
ら
っ
た
上
で
、
空
白
の
ま
ま
だ
っ
た
カ

デ
ン
ツ
ア
を
自
作
す
る
羽
目
に
。
不
評
の
原

因
は
、
時
間
が
な
か
っ
た
ゆ
え
の
、
練
習
不

足
に
も
あ
っ
た
。

自
箪
総
譜
（
ウ
ィ

ー
ン
国
立
図
書
館
蔵
）

に
は
献
呈
先
と
し
て
ク
レ
メ
ン
ト
の
名
が
あ

る
も
の
の
、

1
8
0
8年
に
ウ
ィ
ー
ン
の
美
術

工
芸
社
か
ら
出
版
し
た
際
に
は
、
作
曲
者
の

旧
友
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
フ
ォ
ン
・
プ
ロ
イ
ニ
ン

グ

(
1
7
7
4
¥
1
8
2
7
)
へ
献
じ
ら
れ
た
。

■

初
演
者
の
ク
レ
メ
ン
ト
は
練
習
不
足

35 MOSTLY cuss1<.: 
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ピ
ア
ノ
の
ソ
ロ
で
始
ま
る

《
運
命
》
に

《
田
園
》
の
両
交
袢
曲
に

《
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
4
番
》
や
《
合
唱
幻
想
曲
》
が

初
演
さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

1
8
0
8
年

12
月

22
日
に
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場

で
行
わ
れ
た
「
第
3
回
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
品

個
展
」
、
そ
れ
は
凄
ま
じ
い
コ
ン
サ
ー
ト
だ

っ

た
に
ち
が
い
な
い
。
け
れ
ど
も

っ
と
凄
い
の

が
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
中
期
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
コ
ン

サ
ー
ト
が
終
わ
る
と
、
す
ぐ
新
し
い
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
の
ス
ケ

ッ
チ
が
始
ま

っ
た
。
《
皇
帝
》

こ
と
第
5
番
変
ホ
長
調
作
品
73
だ
。

作
曲
や
楽
譜
の
出
版
は
順
調
な
方
だ

っ
た

だ
ろ
う
。
1
8
0
9年
4
月
ま
で
に
ス
ケ
ッ
チ

が
終
わ
り
、
そ
の
年
の
夏
に
恐
ら
く
ス
コ
ア

が
完
成
、

10
年

11
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
、

11
年

2
月
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
楽
譜
が
出
版
さ
れ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ロ
ン
ド
ン
の
出
版
社
ク
レ

メ
ン
テ
ィ

（作
血
・
演
奏

・
教
育
活
動
か
ら

ピ
ア
ノ
販
売
ま
で
手
広
く
手
掛
け
た
）
の
発

案
に
乗
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
で
時
間
差

を
お
い
て
楽
譜
を
出
版
し
た
。
協
奏
曲
は
通

常
作
曲
者
が
ソ
リ
ス
ト
も
務
め
る
も
の
だ

っ

た
か
ら
、
派
奏
し
な
い
う
ち
に
楽
譜
を
出
版

す
る
の
は
異
例
だ

っ
た
。
耳
の
病
気
が
進
ん

だ
の
か
、
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
る
気
が
な
く
な
っ

た
の
か
。

■

初
演
の
謎

初
演
に
疑
問
が
残
さ
れ
た
。
セ
イ
ヤ
ー
の

伝
記
に
は
、

1
8
1
0
年
末
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ

ど
う
か
不
明
の
新
作
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
を
作

曲
者
に
知
ら
せ
な
い
ま
ま
演
奏
す
る
の
は
常

識
的
に
考
え
て
あ
り
得
な
い
。
ウ
ィ
ー
ン
で

の
公
開
初
演
は

1
8
1
2
年

2
月

12
日
、
こ

の
と
き
の
独
奏
は
高
弟
カ
ー
ル
・
チ
ェ
ル
ニ
ー

だ
っ
た
。

案
の
定
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
確
実
に
関
わ

っ

た
、
知
ら
れ
ざ
る
演
奏
記
録
が
発
見
さ
れ
た
。

1
8
1
1
年
1
月
13
日
に
ロ
プ
コ
ヴ
ィ

ッ
ツ
侯

の
邸
宅
で
行
わ
れ
た
私
的

(
11
非
公
開）

演

奏
会
で
、
ル
ド
ル
フ
大
公
の
独
奏
で
演
奏
さ

れ
た
こ
と
を
聴
き
手
だ
っ
た
貸
族
が
日
記
に

残
し
て
い
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
仕
込
ま
れ

て

《
皇
帝
》
を
弾
い
た
大
公
の
ピ
ア
ノ
の
腕

前
は
、
か
な
り
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ

の
日
記
の
記
載
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
が
13
年
、
6
年
前
の
話
だ
。

《
皇
帝
》
の
名
の
由
来
は
実
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
発
祥
は
イ
ギ
リ
ス
な
ど
英
語
圏
で
、

ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
に
活
躍
し
た
コ
ン
ポ
ー
ザ
ー

11
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
楽
譜
出
版
も
手
掛
け
た
ヨ

ハ
ン
・
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
・
ク
ラ
ー
マ
ー

（練
習

曲
で
知
ら
れ
て
い
る
）
と
名
付
け
親
と
推
定

す
る
説
が
あ
る
。
ま
た
、
確
た
る
証
拠
は
な

い
も
の
の
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
ヘ
の
敬
意
か
ら
作
仙

さ
れ
た
音
楽
的
記
念
碑
と
見
な
す
話
も
あ
る
。

《
英
雄
》
と
調
は
同
じ
変
ホ
長
調、

《
皇
帝
》

と
言
わ
れ
る
と
納
得
し
て
し
ま
う
、
壮
大
で

英
雄
的
な
身
振
り
が
特
徴
的
だ
。

第

1
楽
京。

第

4
番
と
同
じ
く
ビ
ア
ノ
の

ソ
ロ
で
始
ま
る
け
れ
ど
、

《
皇
帝
》
は
カ
デ
ン

ツ
ァ
だ
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
ト
ウ
ッ
テ
ィ
で
変

ホ
長
調
の
主
和
音
、
下
属
和
音
、
属
和
音
を

■

と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い

創
作
エ
ネ
ル
ギ
ー

嗚
ら
し
て
、
間
を
ピ
ア
ノ
が
ア
ル
ペ
ジ
オ
に
各

種
の
パ

ッ
セ
ー
ジ
を
雄
々
し
く
華
や
か
に
弾

く
。
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
主

題
を
提
示
し
た
あ
と
で
ピ
ア
ノ
が
入
る
の
が

相
場
だ
け
ど
、
ピ
ア
ノ
が
最
初
か
ら
見
栄
を

切
っ
て
悪
い
理
由
は
何
も
な
い
。
こ
の
型
破
り

な
着
想
は
、
恐
ら
く

《
合
唱
幻
想
曲
》
作
品

80
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
幻
想
仙
、
「
作

品
個
展」

で
の
初
演
の
際
に
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
が
即
興
演
奏
を
行
い
、
続
い
て
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
や
合
唱
の
部
分
が
始
ま
っ
た
の
だ

っ
た
。

アルテュール・

スホーンデルヴルト
（フォルテピアノ）

初演時編成による

ペートーヴェン：ピアノ協奏曲

第4番・第5番「皇帝」
アンサンブル・クリストフォリ
(Alpha) ALPHA-079 

■ DISC 
ヴィルヘルム・バックハウス（ピアノ）

ヴィルヘルム・バックハウス

～戦前のペートーヴェン録音全集

ピアノ協奏曲第5番＆第4番
ピアノ・ソナタ第8番、第14番、
第26番「告別」、第32番、他
ロイヤル・アルバート • ホール管弦楽団、他
(APR) APR-6027 

アルトゥーロ・ペネデッティ・

ミケランジェリ（ピアノ）

ペートーヴェン：ピアノ協奏曲第5番「皇帝」
シューマン．ピアノ協奏曲

セルジュ・チェリピダッケ（指揮）
スウェーデン放送交響楽団

(Weltbl1ck) SSS-0130 

《
皇
帝
》
は
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
歴
史
上
画
期

を
な
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で

は
、
フ

ァ
イ
ナ
ル
の
主
要
協
奏
鼎
が
並
ぶ
リ

ス
ト
の
箪
頭
に
位
置
す
る
こ
と
が
多
い
。
《
皇

帝
》
は
ピ
ア
ノ
が
ヒ
ー
ロ
ー
の
よ
う
に
振
る

舞
う
ヴ
ィ
ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
・
タ
イ
プ
の
ピ
ア
ノ

■

付
く
べ
き
し
て
付
い
た

「
皇
帝
」
の
名

再
現
部
の
あ
と
の
カ
デ
ン
ツ

ア
を
す
べ
て

記
譜
し
た
の
も
特
箪
さ
れ
る
。
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
の
カ
デ
ン
ツ

ア
は
演
奏
者
の
即
典
演
奏

か
、
そ
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
弾
く
の
が
原

則
だ
っ
た
か
ら
、
作
鼎
者
以
外
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

が
カ
デ
ン

ツ
ア
を
弾
け
ば
、
作
品
に
作
曲
者

と
は
異
質
の
要
素
が
人
り
込
む
こ
と
に
な
る
。

作
鼎
者
以
外
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
が

《
皇
帝
》
を

弾
く
こ
と
に
な
る
の
を
見
越
し
て
い
た
の
か
。

第

2
楽
章
。

ピ
ア
ノ
協
奏
鼎
で
口
長
調
の

楽
章
は
か
な
り
珍
し
い
。「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

け
ん

は
、
敬
虔
な
巡
礼
が
歌
う
宗
教
的
な
調
べ
を

想
像
し
て
こ
の
楽
章
を
作
曲
し
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
」

（チ
ェ
ル
ニ
ー
）。

落
ち
着
き
の

あ
る
風
格
や
祈
り
の
表
情
が
息
づ
い
て
い
る
。

最
後
に
次
の
楽
章
の
主
題
を
予
告
、
第
2
楽

章
と
第

3
楽
章
を
通
奏
す
る
よ
う
に
仕
立
て

た
の
も
新
機
軸
だ
っ
た
。
第
3
楽
章
は
ス
ケ
ー

ル
感
豊
か
で
華
脆
な
ロ
ン
ド
・
ソ
ナ
タ
形
式
。

当
時
の
楽
器
の
全
音
域
が
駆
使
さ
れ
て
主
題

を
多
彩
な
身
振
り
で
再
現
、
展
開
部
な
ど
劇

的
で
さ
え
あ
る
。
独
奏
ピ
ア
ノ
に
も
ア
ン
サ

ン
プ
ル
に
も
さ
ほ
ど
の
難
点
が
な
い
。
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
い
名
鼎
で
も
あ
る
。

カ
デ
ン
ツ
ア
を
す
べ
て
記
譜

協
奏
曲
の
扉
を
開
き
、
そ
れ
は
作
仙
さ
れ
て

お
よ
そ

1
冊
紀
後
の

1
9
0
9年
、
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ

《
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
3
番
》
の
出
現
で

頂
点
へ
と
達
し
た
。
1
8
3
0
年
代
に
作
曲

さ
れ
た
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
は
、
カ
デ
ン
ツ
ア
が
作

品
の

一
部
と
し
て
記
譜
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
の
、

多
く
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
主
題
提

示
で
始
ま
る
「
型
」
を
踏
製
し
て
い
た
。
曲

頭
で
ピ
ア
ノ
が
見
栄
を
切
る
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

が
多
く
現
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

33
年
作

曲
の
リ
ス
ト

《
マ
レ
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

（呪
訊
）》

や
45
年
作
曲
の
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

を
経
て
、

52
年
に
初
演
さ
れ
た
リ
ス
ト
の
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第

1
番
以
下
、

19
世
紀
後
半
に

作
曲
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
協
奏
訓
か
ら
だ
っ
た
。

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
の
表
現
は
「
遺
伝
」
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
《
皇
帝
》
の
冒
頭
を
擬
古
的
に

し
た
の
が
サ
ン
11
サ
ー
ン
ス
の
第
2
番
の
協
奏

曲

(1
8
6
8
)
で
、
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ

協
奏
血
の
冒
頭
は
、
ア
ン
ト
ン
・
ル
ビ
ン
シ
テ

イ
ン
の
第
4
番

(64)
や
グ
リ
ー
グ

(68)
や

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
第
1
番

（初
版

91
)
の
冒
頭

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
後
世
の
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
に
大
き
な
影
評
を
与
え
て
君
臨
し
た
の

だ、

合皇
帝
》
の
名
は
付
く
べ
き
し
て
付
い
た

の
だ

っ
た
。

U

文高久暁 ◎音楽学・音楽評論

text by Satoru Takaku 

ヒアノ協奏曲
第5番 「皇帝」
《皇帝》はコンクールのレパートリーでは、

ファイナルの主要協奏曲が並ぶリストの

筆頭に位置することが多い。

《皇帝》はピアノがヒーローのように振る舞う

ヴィルトウオーゾ・タイプの

ピアノ協奏曲の扉を開いた。

■ DATA 

セルゲイ・ラフマニノフ
(1873-1943) 

ピアノ協奏曲第5番「皇帝」変ホ長調作品73

第1楽章アレグロ
第2楽章アダージョ・ウン・ポコ・モッソ
第3楽章ロンド ・アレグローピウ・アレグロ

作曲：1809年

私的初演 ：1811年1月13日、ロブコヴィッツ侯の邸宅
独奏はルドルフ大公

初演 ：1811年11月28日、

ライプチヒ、第7回ゲヴァントハウス・コンサート
独奏はフリードリヒ • シュナイダー

ウィーン初演 ：1812年2月12日、独奏はカール・チェルニー

/
5
 

ヽ

,
9
4
 ,̀~ 
、9
▲

の
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト
で
ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
っ

て
初
演
さ
れ
た
と
い
う

記
述
だ

っ
た
。
け
れ
ど

こ
れ
は
誤
読
か
誤
解

で、

11
年

11
月

28
日

に
第
7
回
ゲ
ヴ
ァ
ン
ト

ハ
ウ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
独
奏
で
初
演
さ
れ
た
。
ヨ
ハ

ン
と
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
活
躍
し

た
音
楽
家
の
兄
弟
だ
っ
た
。

け
れ
ど
こ
の
「
初
演
」
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

と
の
関
係
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
現

役
作
仙
家
の
小
編
成
の
作
品
だ
と
、
作
曲
者

フリードリヒ・シュナイダー
(1786-1853) 

カール・チェルニー (1791-1857)

に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
ら
ず
に
演
奏
す
る
こ
と

は
あ
り
得
る
。
作
曲
家
か
ら
指
溝
を
受
け
る

と
な
れ
ば
何
か
と
手
間
も
か
か
る
。
今
な
ら

演
奏
し
た
あ
と
で
録
音
を
送
っ
て
意
見
を
求

め
る
手
も
あ
る
。
し
か
し
、
演
奏
さ
れ
た
か

37闊OSTLYcuss1c 
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ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
あ
た
り
の
交
評
曲
と
比

べ
る
な
ら
、
ス
タ
イ
ル
や
感
覚
や
時
代
の
違
い

を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
し
て
こ
の
序
奏
か
ら
、
よ
り
快
速
な
主

部
が
、
糸
が
ほ
ぐ
れ
る
よ
う
に
祁
き
出
さ
れ

る
。
決
し
て
速
い
か
遅
い
か
、
と
い
う
単
純

な
二
元
論
で
は
な
い
の
だ
。

全
体
の
中
で
第
2
楽
章
が
異
彩
を
放
っ
て

い
る
。
テ
ン
ポ
表
示
は
ア
レ
グ
レ

ッ
ト
。
と
は

い
え
、
暗
い
イ
短
調
だ
し
、

主
題
は
荘
重
で、

緩
徐
楽
章
的
な
要
素
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

主
題
そ
の
も
の
に
格
別
の
美
し
さ
や
魅
力
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
作
曲
家
は
そ
の
そ
っ

け
な
い
主
題
か
ら
流
脱
な
音
楽
を
紡
い
で
い

く
。
ほ
と
ん
ど
優
雅
で
す
ら
あ
る
。

第
3
楽
章
が
き
わ
め
て
速
い
プ
レ
ス
ト
と

い
う
の
は
珍
し
い
。
こ
の
場
所
に
は
、
本
来

は
舞
曲
で
あ
る
メ
ヌ
エ

ッ
ト
を
置
く
古
典
派

の
概
念
を
完
全
に
抜
け
出
し
て
い
る
こ
と
が

し

つ
よ
う

わ
か
る
。
全
体
の
中
で
も

っ
と
も
執
拗
な
主

題
の
繰
り
返
し
が
行
わ
れ
る
楽
章
で
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
奏
者
が
時
と
し
て
演
奏
し
て
い

る
箇
所
を
間
違
え
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
の

も
無
理
は
な
い
と
思
わ
せ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
作
品
の
大
衆
的
人
気
の

理
由
は
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
あ
る
。
西
洋
音
楽

の
基
本
と
し
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
は
第
1
拍
に

あ
る
。
2
拍
子
な
ら
、
ウ
ン

（強
い
）
タ
ー

（弱

い
）
、
ウ
ン
（
強
い
）
タ
ー
（
弱
い
）
と
な
る
は

ず
な
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

2
拍
め
に
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
ン
ド
と
い
う
記
号
を

つ
け
て
、
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ン
よ

り
も
タ
ー
が
強
い
の
だ
。
こ
の
ウ
ン
タ
ー
！

ウ
ン
タ
ー
！
の
連
続
が
大
衆
を
興
愈
さ
せ
る
。

実
は
こ
の

2
拍
め
が
強
い
と
い
う
音
楽
の
作

り
方
は
、
流
行
音
楽

（古
い
言
い
方
で
す
ね
）

と
う

で
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
常
套
手
段
な
の
だ
。

2
拍
目
が
強
い
と
、
ど
う
し
て
も
下
品
に

な
る
。
た
と
え
ば
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
交
評
曲

第
40
番
の
第
1
楽
章
、
あ
の
有
名
な
タ
ラ
タ
ー

タ
ラ
タ
ー
と
い
う
旋
律
で
タ
ラ
の
部
分
が
強

か
っ
た
ら
風
情
も
何
も
あ
り
や
し
な
い
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
そ
ん
な
こ
と
は
承
知
の
上
で
、

尋
常
で
な
い
力
感
を
生
み
出
し
た
か

っ
た
の

だ
ろ
う
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
2
拍
目
が
強
い
と
い
う
の

は
、
現
代
の
日
本
語
の
感
覚
と
も

一
致
す
る

の
が
人
気
の
一
因
か
も
し
れ
な
い
。
無
料
通
信

ア
プ
リ
の

「ら
い
ん
」（
ひ
ら
が
な
で
書
き
た

カルロス・クライバー
（指揮）

バイエルン州立管弦楽団
録音： 1982年
(ORFEO) 
ORFEOR-700051 
(SACOハイブリッド）

リヒャルト・ワーグナー (1813~83)

カルロス・クライバー(1930-2004)

く
な
り
ま
せ
ん
か
）
、
若
者
が
踊
り
に
行
く

「＜

ら
ぶ
」、検
索
大
手
の
「
ぐ
ー
ぐ
る
」
の
よ
う
に
、

こ
と
さ
ら
う
し
ろ
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
話

し
方
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な

っ
て
い
る
よ
う

に
思
う

（グ
ー
グ
ル
に
関
し
て
は
、
公
共
放

送
は
、

最
初
は
頭
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
い
て
い

た
と
記
憶
す
る
）。

と
こ
ろ
で
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
こ
の
交
袢
曲

を

「舞
踏
の
神
化
」
と
呼
ん
だ
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
舞
踏
」
と
訳
さ

れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
語
の

T
a
n
z
と
い
う
言

業
だ
。
こ
れ
は
英
語
で
は

d
a
n
c
e
、
つ
ま
り
、

舞
踏
と
訳
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
単
純
に

踊
り
と
理
解
し
て
も
い
い
。
「
神
化
」
の
原
語

は
A
p
o
t
h
e
o
s
e
で
、
こ
れ
は
辞
書
を
見
る
と
、

神
格
化
、

崇
拝
、
賛
美
な
ど
と
い
う
訳
語
が

記
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
辞
書
な
ら
、

最
高
の
栄
誉
、
頂
点
と
い
う
訳
語
も
出
て
く

る
。ワ
ー
グ
ナ
ー
は
何
を
言
い
た
か
っ
た
の
か
。

踊
り
と
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
人
間
の
き

わ
め
て
原
初
的
な
感
情
の
表
現
で
あ
る
。
た

「
舞
踏
の
神
化
」
と
呼
ん
だ

ワ
ー
グ
ナ
ー

サイモン・ラトル（指揮）

ペルリン • フィル

（交響曲全集）

（キングインターナショナル） KKC-5923 
(5SACDハイブリッド+3B0)

フランス・ブリュッヘン (1934-2014)

フランス・ブリュッヘン（指揮）

18世紀オーケストラ
（交響曲全集）

(Glossa) GBSADV-001 (5SACD) 

交
押
曲
第
7
番
は
、
か
つ
て
は
第
3
番

「英

雄」、

5
番、

6
番
「
田
園
」
ほ
ど
人
気
が
あ

る
作
品
と
は
言
い
難
か
っ
た
が

（そ
れ
ゆ
え

名
指
揮
者
カ
ル
ロ
ス
・
ク
ラ
イ
バ
ー
が
第
7

番
と
第
4
番
以
外
を
ほ
と
ん
ど
演
奏
し
な
い

こ
と
が
珍
し
が
ら
れ
た
）、
昨
今
で
は
没
画
な

ど
の
影
押
の
せ
い
で
、
逆
転
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

書
い
た
も
っ
と
も
し
つ
こ
く
、
く
ど
い
作
品
の

ひ
と
つ
だ
。
た
だ
し
、
そ
の
し
つ
こ
さ
、
く
ど

さ
の
質
が
、
彼
の
ほ
か
の
作
品
と
は
異
な
る
。

特
に
第
1
、
2
、
4
楽
卒
は、

単
純
な
主
題
を

ひ
た
す
ら
繰
り
返
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
天

■

2
拍
目
を
強
調

現
代
の
日
本
語
と
一
致

生誕250年

BEET 
●

近
年
に
人
気
が
上
が
る

こ
の
作
品
の
大
衆
的
人
気
の
理
由
は
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
あ
る
。
西
洋
音
楽
の
基
本
と
し
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
は
第
1
拍
に
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

2
拍
め
に
ス
フ
ォ
ル
ツ
ァ
ン
ド
と
い
う
記
号
を
つ
け
て
、
強
調
し
た
。

す
な
わ
ち
、
ウ
ン
よ
り
も
タ
ー
が
強
い
の
だ
。
こ
の
ウ
ン
タ
ー
！
ウ
ン
タ
ー
！
の
連
続
が
大
衆
を
興
奮
さ
せ
る
。

才
性
は
、
何
よ
り
も
主
題
を
変
形
さ
せ
て
い

く
手
腕
に
表
れ
て
い
た
が
、
こ
の
交
響
曲
で

は
、
あ
え
て
単
純
な
繰
り
返
し
の
快
楽
に
酔
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

初
浙
時
に
も

っ
と
も
好
評
だ
っ
た
の
は
第

2
楽
章
だ
っ
た
と
い
う
の
は
暗
示
的
だ
。
お

そ
ら
く
え
ん
え
ん
と
繰
り
返
し
が
続
く
よ
う

な
そ
れ
以
外
の
楽
章
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
最

後
の
交
評
曲
同
様
、

一
般
的
な
理
解
を
超
え

て
い
た
に
違
い
な
い
。

第
1
楽
章
は
ポ
コ
・
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト
の
序
奏

で
始
ま
る
。
交
響
曲
の
第
1
楽
章
に
序
奏
が

付
く
場
合
、
ゆ

っ
く
り
と
始
め
、
や
が
て
快

速
な
ア
レ
グ
ロ
に
移
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
定

型
的
だ
け
れ
ど
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
記
し
た

の
は
、

音
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
十
分
に
伸
ば
し

て
い
く
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト
と
い
う
指
示
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
ポ
コ

（少
し
）
が
つ
い
て
い
る
か
ら
、

伸
ば
し
過
ぎ
て
も
い
け
な
い
。

こ
の
序
奏
は
、
ま
ず
ダ
ー
ン
と
重
い
和
音

で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
お
い
て
、
そ
の
評
き

が
よ
り
静
か
な
木
管
楽
器
に
収
束
さ
れ
て
い

く
と
い
う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
か
ら
構
想
さ
れ
る
。

バ
ロ

ッ
ク
音
楽
、
あ
る
い
は
ハ
イ
ド
ン
な
ど
で

は
音
が
強
い
か
弱
い
か
、
そ
の
は
っ
き
り
し
た

対
比
が
好
ま
れ
た
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
お

い
て
は
移
行
、

つ
ま
り
な
め
ら
か
な
変
化
が

好
ま
れ
る
。
こ
の
序
奏
を
、
バ
ロ

ッ
ク
や
ハ
イ

い
ま
19世
紀
音
楽
を
聴
く
意
味
は
？

だ
し
、
感
情
の
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
身
体

性
を
帯
び
て
い
て
、
肉
体
の
快
楽
と
分
か
ち

が
た
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
そ
れ
に
先
ん

ず
る
大
作
曲
家
た
ち
の
音
楽
に
は
、
そ
の
踊

り
の
た
め
の
音
楽
を
源
と
す
る
も
の
が
あ
る
。

古
典
派
な
ら
メ
ヌ
エ

ッ
ト
、
バ
ロ

ッ
ク
音
楽
な

ら
サ
ラ
バ
ン
ド
を
は
じ
め
数
々
の
舞
血
が
そ

う
だ
。

デ
カ
ル
ト
以
後
、
こ
と
に
19
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ

し
●
ん

パ
に
お
い
て
は
、
精
神
と
肉
体
は
峻
別
さ
れ
、

さ
げ
す

前
者
が
高
尚
で
、
後
者
が
蔑
ま
れ
た
。
俗
に

い
う
精
神
主
義
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
肉
体

の
快
楽
と
結
び
つ
く
踊
り
の
音
楽
が
高
級
で

あ
る
わ
け
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
踊
り
の
音

楽
が
、
も

っ
と
も
高
い
境
地
に
達
し
た
の
が

交
響
曲
第
7
番
で
あ
る
、
そ
う
ワ
ー
グ
ナ
ー

は
言
い
た
か
っ
た
は
ず
だ
。
言
い
換
え
る
と
、

肉
体
的
な
快
楽
が
、
精
神
的
な
高
揚
へ
と
昇

華
し
た
の
が
こ
の
作
品
だ
と
。

現
代
に
お
い
て
は
、
精
神
と
肉
体
を
過
剰

に
厳
し
く
分
け
る
考
え
方
は
時
代
遅
れ
に

な
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
肉
体
の
快
楽
を

あ
か
ら
さ
ま
に
求
め
る
の
が
普
通
か
も
し
れ

な
い
。
大
脳
生
理
学
な
ど
の
進
歩
で
、
精
神

な
る
も
の
が
し
ょ
せ
ん
は
肉
体
的
な
現
象
だ

と
い
う
こ
と
も
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
精

神
と
肉
体
の
間
に
明
確
な
線
を
引
く
こ
と
な

ど
で
き
や
し
な
い
。

そ
う
い
う
時
代
に
こ
の
曲
を
聴
く
と
は
、

あ
る
い
は
19
世
紀
音
楽
を
聴
く
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
こ
の
曲
に
大
喝
采
す

る
聴
衆
を
見
る
と
、
私
は
何
だ
か
や
り
き
れ

な
い
気
持
ち
に
な
る
。

m

交響曲第7番
文許光俊◎ドイツ文学

text by Mitsutoshi Kyo 

■ DATA 
交響曲第7番イ長調作品92

第1楽章ポコ・‘ノステヌート（少し速<)-
ヴィヴァーチェ（快活に速く）

第2楽章アレグレット（快活にやや速く）
第3楽章プレスト（きわめて速く）、

ァッサイ・メノ ・プレスト（ずっと速く）

第4楽章アレグロ・コン・ブリオ（陽気に速く）

作曲 ：1811~2年

初演 ：1813年12月8日、ウィーン。

指揮はペートーヴェン
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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
交
評
曲
第
3
、
5
、
6
、

7
、
9
番
と
い

っ
た
文
句
な
し
に
当
時
の
常
識

を
踏
み
越
え
た
大
交
孵
曲
を
作
仙
し
て
い
る

か
た
わ
ら
、
第
4
番
や
第
8
番
の
よ
う
な
も
っ

と
軽
く
て
愛
嬌
が
あ
る
交
袢
曲
も
書
い
て
い

る
こ
と
は
、
驚
き
に
値
す
る
。
つ
ま
り
、
彼

は
そ
の
時
代
に
お
い
て
誰
よ
り
も
悲
劇
的
で

壮
大
な
音
楽
を
書
く
こ
と
も
で
き
た
し
、

一
方

で
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
遊
び
心
に
富
ん
だ
音
楽
を

書
く
こ
と
も
で
き
た
。
そ
の
幅
の
広
さ
が
尋

常
で
は
な
い
の
だ
。
ま
た
、
そ
れ
が
彼
な
ら

で
は
の
心
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方
で
も
あ
っ
た

ろ
う
。
交
押
曲
第
8
番
は
規
模
の
点
で
は
小
ぶ
り

ケント・ナガノ（指揮）

モントリオール交響楽団
交響曲第6番、他
（ソニー） SICC1474 
(2CD) 

． 
だ
が
、
密
度
と
い
う
点
で
は
ほ
か
の
傑
作
に

劣
ら
な
い
。
聴
き
こ
む
ほ
ど
、
ま
た
す
ぐ
れ

た
演
奏
で
聴
く
ほ
ど
に
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ

さ
せ
る
作
品
だ
。
ま
た
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
交
押
曲
の
中
で
も

っ
と
も
知
的
な
作
品
と

言
っ
て
も
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。

作
曲
者
が
ど
う
書
き
継
い
で
い

っ
た
か
、

ま
た
、
ど
の
楽
器
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
か
、
そ
れ
は
お
お
ざ

っ
ば
な
演

奏
で
は
決
し
て
十
分
に
は
楽
し
め
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
が
軽
妙
に
対
話
を
繰
り
返

し
て
い
か
な
い
と
、
ス
ム
ー
ズ
か
つ
洗
練
さ
れ

た
音
楽
に
な
ら
な
い
。
指
揮
者
た
ち
が
こ
の

訓
は
演
奏
が
難
し
い
と
言
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

ギュンター ・ヴァント
（指揮）

北ドイツ放送交響楽団

交響曲全集
(RCA) 74321891092 
(5CD) Eil

 ギュンター・ヴァント(1912-2002) 

■ DATA 
交響曲第8番へ長調作品93
第1楽章アレグロ・ヴィヴァーチェ ・エ・コン・ブリオ
第2楽章アレグレット・スケルツァンド
第3楽章テンポ・ディ ・メヌエット
第4楽章アレグロ ・ヴィヴァーチェ

作曲：1812年

初演：1814年2月27日、指揮はペートーヴェン

フランス・ブリュッヘン
（指揮）

18世紀オーケストラ
(Glossa) GBSADV-001 
交響曲全集
(SSACD + DVD) 

■ DISC 

密
度
と
い
う
点
で
は
ほ
か
の
傑
作
に
劣
ら
な
い
。

聴
き
こ
む
ほ
ど
、
ま
た
す
ぐ
れ
た
演
奏
で
聴
く
ほ
ど
に

お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
だ
。

ま
た
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
の
中
で

も
っ
と
も
知
的
な
作
品
と
言
っ
て
も

間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
と
に
現
代
の
大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

は
、
室
内
楽
的
な
親
密
な
ア
ン
サ
ン
プ
ル
が

難
し
い
だ
け
に
、
有
機
的
な
演
奏
が
容
易
で

は
な
い
。

こ
の
作
品
が
ほ
か
の
交
評
曲
ほ
ど
に
人
気

や
存
在
感
が
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
つ
ま

り
過
去
の
い
わ
ゆ
る
巨
匠
た
ち
の
壮
大
志
向

の
音
楽
作
り
が
、
こ
の
曲
に
向
い
て
い
な
か

っ

た
こ
と
も
原
因
で
あ
る
は
ず
だ
。
笑
い
と
情

報
品
を
重
ん
じ
る
今
日
的
ア
プ
ロ

ー
チ
が

も
っ
と
も
有
効
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲

が
こ
の
第
8
番
な
の
で
あ
る
。

第
1
楽
章
、
ア
レ
グ
ロ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
・

エ
・
コ
ン
・
プ
リ
オ
。
と
に
か
く
快
速
に
生
き

生
き
と
流
れ
る
べ
き
楽
章
だ
。
た
だ
し
、

書

法
は
変
化
に
富
ん
で
い
る
か
ら
、
速
す
ぎ
る

と
、
聴
く
者
は
全
部
の
情
報
を
追
い
き
れ
な

い
。
最
後
、
第
1
主
題
で
す
る
り
と
終
わ
ら

せ
る
や
り
方
に
は
に
や
り
と
さ
せ
ら
れ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
、

音
の
運
動
性
に
留

意
し
て
い
た
こ
と
は
、
交
押
曲
第
7
番
同
様
、

文

許

光

俊

◎
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イ
ツ
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匹
日
は
~

第
2
楽
章
を
緩
徐
楽
章
と
せ
ず
、
ア
レ
グ
レ

ッ

ト
・
ス
ケ
ル
ツ
ァ
ン
ド
に
し
た
こ
と
か
ら
も
う

か
が
え
る
。
ツ
ン
ツ
ン
ツ
ン
…
と
リ
ズ
ム
を
刻

み
な
が
ら
の
軽
快
な
人
形
の
踊
り
の
よ
う
だ
。

こ
こ
か
ら
百
年
後
の
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
ま
で
は

案
外
近
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
楽
章
の

終
わ
り
方
も
意
表
を
つ
く
。

「
メ
ヌ
エ

ッ
ト
の
テ
ン
ポ
」
と
指
示
さ
れ
た

第

3
楽
章
で
は
、
中
間
部
の
ホ
ル
ン
の
お
お

げ
さ
な
ま
で
に
ゆ

っ
た
り
し
た
歌
が
、
妙
に

ぉ

古
め
か
し
く
て
可
笑
し
い
。
そ
こ
か
ら
転
調

し
て
弦
楽
器
が
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ
ク
に
な
る
あ
た

り
の
色
調
の
変
化
は
プ
ラ
ー
ム
ス
を
先
取
り

し
て
い
る
。

再
び
ア
レ
グ
ロ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
の
第
4

楽
章。

楽
想
と
い
い
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
つ

け
方
と
い
い
、
愉
快
な
オ
ペ
ラ
・
プ
ッ
フ
ァ
の

序
曲
の
よ
う
だ
。
軽
妙
め
か
し
て
い
る
か
ら
、

対
位
法
的
な
部
分
が
こ
と
さ
ら
壮
麗
に
聴
こ

え
も
す
る
。

爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
圧
倒
す
る
わ
け

で
も
、
わ
か
り
や
す
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
性
が
あ

る
わ
け
で
も
な
い
。
が
、
注
意
深
く
聴
け
ば
、

創
作
家
と
し
て
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
腕
前
が

さ
ら
に
も
う

一
段
階
上
が

っ
た
と
痛
感
さ
せ
る

名
作
だ
。
き
め
細
か
さ
と
い
い
、
自
由
自
在

さ
と
い
い
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
評
曲
中
、

も
し
「
名
人
芸
」
と
い
う
言
葉
が
ふ
さ
わ
し

い
作
品
が
あ
る
と
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
は
こ

れ
だ
ろ
う
。

m-

れ勺畑 TLYt:1.ASSIC

こ こ -
．． 

｀` 

•,\\lltlli,; 
:!>,-~•"·• .. ・ヽり-~ ~~ こ /

• • •~\\\lflti,; 
..... ,e; 
ロ 令ム ~· 
乙 こ



生誕250年

BEET 
そ
れ
以
降
の
も
の
で
は
、
ラ
ト
ル
／
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ル
、
ア
バ
ド
／
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の

全
集
を
挙
げ
た
い
。
ラ
ト
ル
盤
は
そ
の
才
能
が

才
能
き
ら
め
く
ラ
ト
ル

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の

信
念
と
解
釈
の
一
致

来
日
を
重
ね
る
老
舗
中
の
老
舗

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
と
ベ
ル
リ
ン

・
フ
ィ
ル
は

世
界
の
名
門
の
中
で
も
屈
指
の
存
在
で
、
特
に

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
解
釈
に
つ
い
て
は
長
い
伝
統

を
誇
っ
て
い
る
の
は
旧
知
の
と
お
り
。
こ
の
2
つ

の
団
体
と
も
古
く
か
ら
来
日
を
重
ね
、
老
舗
中

の
老
舗
と
し
て
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。

2
0
1
9
年
の
公
演
で
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル

は
1
9
5
6
年
の
初
回
か
ら
35
回
目
、
ベ
ル
リ

ン
・
フ
ィ
ル
は

57
年
の
初
回
か
ら
23
回
目
と
な

る
。
前
者
は
33
年
よ
り
首
席
指
揮
者
を
置
い
て

い
な
い
の
で
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
指
押
者
や

若
い
才
能
の
抜
擢
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
と

の
顔
合
わ
せ
で
楽
団
の
持
ち
味
を
活
か
し
て
き

た
が
、
後
者
は
そ
の
時
々
の
芸
術
監
督
と
の
来

日
す
る
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
こ
の
両
者
の
大
き
な
柱

の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い

る
が
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
各
々
の
個
性
が

如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
音
色
に
お
い
て
特
徴
的

な
の
が
、
古
き
良
き
持
代
の
評
き
を
今
日
に
と

ど
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
ウ
ィ
ン
ナ
・
ホ
ル

ン
の
ま
ろ
や
か
な
評
き
、
オ
ー
ボ
エ
、
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
の
古
雅
な
趣
の
あ
る
音
色
、
同
じ
工
房
で
手

入
れ
さ
れ
た
弦
楽
器
の
統

一
性
の
あ
る
豊
か
な

サ
ウ
ン
ド
。
そ
れ
ら
が

一
体
と
な
っ
て
こ
の
楽
団

の
音
を
醸
成
す
る
。

ま
た
、
原
則
と
し
て
楽
員
は
旧
ハ
プ
ス
プ
ル

ク
帝
国
領
の
地
域
の
出
身
者
で
同
じ
ウ
ィ
ー
ン
・

ス
タ
イ
ル
の
演
奏
法
を
学
ん
だ
人
で
占
め
ら
＼

出
す
傾
向
は

2
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
共
通
し

て
い
る
が
、
多
様
な
個
性
を
活
か
し
な
が
ら

も
自
ら
の
伝
統
の
音
色
を
演
奏
に
反
映
す
る

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
、
芸
術
監
督
と
の
結
び
つ

き
の
も
と
新
た
な
作
曲
家
像
を
模
索
す
る
ベ
ル

リ
ン
・
フ
ィ
ル
、
い
ず
れ
も
今
日
の
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
演
奏
を
語
る
上
で
忘
れ
る
こ
と
は
出
来

な
い
。

2
つ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
デ
ィ
ス
ク
で
解
釈

の
違
い
、
変
造
を
た
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。
1
9

7
0
年
代
の
録
音
で
は
、
カ
ー
ル
・
ベ
ー
ム
／

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
、
カ
ラ
ヤ
ン
／
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
の
全
集
が
好
対
照
を
形
成
す
る
存
在
だ
。

71
年
か
ら

72
年
の
収
録
の
ベ
ー
ム
盤
は
、
セ

ッ

シ
ョ
ン
録
音
な
の
で
ラ
イ
ヴ
で
白
熱
し
た
演
奏

を
聴
か
せ
た
ベ
ー
ム
の
醍
醐
味
こ
そ
な
い
が
、

そ
の
分
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
持
ち
味
を
あ
り
の

ま
ま
に
聴
く
こ
と
が
出
来
る
。
当
時
の
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ル
に
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
か
く

弾
く
べ
き
と
い
う
信
念
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
と
指
揮
者
の
熟
達
の
解
釈
が
幸
福
な

一
致

を
み
せ
て
い
る
。

1
9
7
5
年
か
ら

77
年
に
収
録
さ
れ
た
カ
ラ

ヤ
ン
盤
は
数
多
く
あ
る
彼
の
デ
ィ
ス
ク
の
中
で

も
指
折
り
の
名
盤
。
語
り
口
の
う
ま
さ
は
天
下

一
品
で
、
そ
の
時
代
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
解
釈
の

ひ
と
つ
の
究
極
の
姿
を
示
し
て
い
る
。

両
団
体
と
も
レ
バ
ー
ト
リ
ー
の
柱

BeetnO"" 
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ヤ
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縛
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独
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＼
れ
る
。
近
年
で
は
そ
の
他
の
国
の
出
身
者
も

増
え
て
き
た
が
、

「
ウ
ィ
ー
ン
の
評
き
」
を
腺
重

す
る
姿
勢
は
変
わ
り
な
い
。

一
方
の
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
は
か
つ
て
ド
イ
ツ

的
な
ス
タ
イ
ル
の
牙
城
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ヘ
ル

ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
カ
ラ
ヤ
ン
の
時
代
に
こ
の
帝

王
特
有
の
流
線
型
の
美
学
と
一体
に
な
り
、

一
世

び

を
風
靡
し
た
。
そ
の
後
、

ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ア
バ

ド
に
よ
っ
て
楽
員
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
化

が
進
め
ら
れ
、
単
に

ド
イ
ツ
的
で
は
な
い
新

た
な
魅
力
が
加
味
さ

れ
、
サ
イ
モ
ン
・
ラ
ト

ル
に
よ
っ
て
そ
れ
は
さ

ら
に
推
し
進
め
ら
れ

た
。一

貰
し
て
い
る
の

は
鉄
墜
と
も
い
え
る
ア

ン
サ
ン
プ
ル
と
広
い
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
だ

ろ
う
。

巨
匠
ベ
ー
ム
の
凄
み
の
あ
る
名
演

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
来
日
公
演
で
頻
繁
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
演
目
で
あ
る
こ
と
は
両
者
に
共

通
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
に
つ
い
て
は
、

1
9
7
5
年、

77
年
の
来
日
で
カ
ー
ル
・
ベ
ー

ム
が
取
り
上
げ
、
最
盛
期
の
同
楽
団
と
巨
匠
の

凄
み
の
あ
る
名
演
を
実
現
。
そ
の
後
、
ク
ラ
ウ

デ
ィ
オ
・
ア
バ
ド

(
1
9
8
7
年
）
、
サ
イ
モ
ン
・

ラ
ト
ル

(
2
0
0
 
1
年
）
が
全
曲
演
奏
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
揮
者
の
個
性
を
投
影
し
な
が
ら

も
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
持
ち
味
を
活
か
し
た
演

奏
を
展
開
。
ア
バ
ド
の
場
合
は
、

重
厚
長
大
な

解
釈
と
は

一
線
を
画
し
、
誠
実
な
音
楽
性
が
際

立
つ
演
奏
が
特
徴
的
。
ラ
ト
ル
は
前
世
紀
末
か

ら
顕
著
に
な

っ
た
ピ
リ
オ
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を

取
り
入
れ
、
新
た
な
視
野
に
立
っ
た
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
像
を
提
示
し
た
。

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
来

H
で
は
、
カ
ラ
ヤ
ン

の
指
揮
で
行
わ
れ
た

1
9
7
0
年
と

77
年
の
チ

ク
ル
ス
が
こ
の
指
揮
者
の
円
熟
期
の
至
芸
と
い

う
ま

う
も
の
だ

っ
た
。
語
り
口
の
旨
さ
は
こ
の
指
揮

者
な
ら
で
は
。
饒
舌
に
な
る
手
前
に
引
き
と
ど

ま
り
、
作
曲
者
の
個
性
も
余
す
と
こ
ろ
な
く
表

も

さ

現
。
随
所
で
こ
の
楽
団
で
活
躍
し
た
猛
者
た
ち

が
名
技
を
披
露
し
た
。

ア
バ
ド
が
芸
術
監
督
を
つ
と
め
た
時
代
に
は
、

H
本
で
全
曲
演
奏
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
世
紀

の
変
わ
り
目
に
ま
と
ま

っ
た
形
で
取
り
上
げ
、

外
国
人
に
大
き
く
門
戸
を
広
げ
た
名
手
の
集

団
の
実
力
を
追
憾
な
く
発
揮
さ
せ
た
。
ラ
ト
ル

は
2
0
1
6
年
に
在
任
期
間
の
総
決
算
と
も
言

う
べ
き
全
曲
演
奏
を
行
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
・

フ
ィ
ル
盤
と
は
異
な
り
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
特

性
を
生
か
し
た
機
能
的
な
面
も
活
か
し
た
演

奏
だ
。
20
泄
紀
末
頃
よ
り
重
厚
長
大
な
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
か
ら
作
品
の
古
典
的
な
側
面
を
描
き

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
解
釈
に
つ
い
て
は
各
々
の
個
性
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
音
色
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
が
、

古
き
良
き
持
代
の
響
き
を
今
日
に
と
ど
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
に
＿
貫
し
て
い
る
の
は

鉄
壁
と
も
い
え
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
広
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ
ン
ジ
だ
ろ
う
。

き
ら
め
く
知
将
な
ら
で
は
の
演
奏
。
ピ
リ
オ
ド

・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
大
胆
に
取
り
入
れ
、
も
と
も

と
古
い
タ
イ
プ
の
楽
器
を
使
用
し
て
い
る
こ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
持
ち
味
を
い
か
ん
な
く
発
揮

さ
せ
た
も
の
。
こ
の
世
紀
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
ひ
と
つ
の
規
範
に
も
な
り
得
る
も
の
と
感
じ

入
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
楽
員
た
ち
が
新
た
な
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
像
の
構
築
に
全
面
的
に
協
力
す
る

と
と
も
に
、
譲
れ
な
い

一
線
は
死
守
し
、
こ
の

楽
団
の
伝
統
も
継
承
し
て
い
る
。

ア
バ
ド
盤
は
カ
ラ
ヤ
ン
の
呪
縛
か
ら
解
き
放

た
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
自
由
に
操
っ
た
感
の

あ
る
名
演
奏
。
こ
の
指
揮
者
な
ら
で
は
の
誠
実

な
音
楽
作
り
の
も
と
、
旧
来
の
解
釈
に
と
ら
わ

れ
な
い
演
奏
を
展
開
。
同
時
に
高
い
機
能
性
、

密
度
の
高
い
智
き
と
い
っ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

特
性
は
フ
ル
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

追
加
と
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
に
よ
る

全
集
を
も
う
1
点
ご
紹
介
し
た
い
。
1
9
7
7

年
か
ら

79
年
に
か
け
て
ラ
イ
ヴ
収
録
さ
れ
た
レ

ナ
ー
ド

・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
指
揮
の
も
の
だ
。

異
質
の
音
楽
文
化
に
育
っ
た
巨
匠
と
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
演
奏
の
伝
統
が
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た

も
の
。
決
し
て
今
日
的
で
は
な
い
が
、
包
容
力

が
極
め
て
大
き
い
音
楽
は
独
自
の
説
得
力
を

持
っ
て
い
る
。
全
集
で
は
な
い
が
、
カ
ル
ロ
ス
・

ク
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
第
5
番

(
1
9
7
4
年）、

第
7
番

(75
年
）
も
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
演
奏
を
語
る
う
え
で
忘
れ
る
こ
と

が
出
来
な
い
。
唯

一
無
二
の
才
能
を
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
見
事
に
受
け
止
め
て
い
る
。

田

カ
ラ
ヤ
ン
の
語
り
口
の
旨
さ

カール・ペーム (1894~1981)
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八
生誕250年

BEET 
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
や
シ
ュ
ー
リ
ヒ
ト
ら
に
よ
る

モ
ダ
ン
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
像
。
そ
の
極
致
た

る
全
集
は
、
ヴ

ァ
ン
ト
指
揮
北
ド
イ
ツ
放
送

と
ど

交
押
楽
団
に
止
め
を
刺
す
。

動
機
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
交
響
曲
。
そ
の
動
機
を
つ
ね
に
聴
き
手

20世
紀
演
奏
芸
術
の
完
成
形

ヴ
ァ
ン
ト

そ
の
駆
け
抜
け
る
よ
う
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
全
集
を
さ
ら
に
高
速
で
走
ら
せ
、
ア
ス
リ
ー

ト
的
な
快
演
を
残
し
た
の
が
、
レ
イ
ボ
ヴ
ィ
ッ

ツ
指
揮
ロ
イ
ヤ
ル
・
フ
ィ
ル
盤
。
こ
れ
ま
で
の

と

ら

さ

ら

慎
習
に
囚
わ
れ
ず
、
よ
り
真
っ
新
な
状
態
で

楽
譜
に
望
ん
だ
と
い
う
演
奏
は
、
軽
快
そ
の

も
の
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
前
へ
前
へ
と
突

き
進
む
。
こ
と
ご
と
く
ヘ
ル
シ
ー
で
邪
気
も

な
い
。
な
ん
と
い

っ
て
も
、
第
3
番
や
第
5
番

で
の
さ
つ
ば
り
爽
快
さ
が
た
ま
ら
な
い
。

軽
快
そ
の
も
の
の

レ

イ

ボ

ヴ

ィ

ッ

ツ

小
気
味
よ
い
テ
ン
ポ
で
、
瓢
々
と
し
た
つ
か
み

所
の
な
い
演
奏
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
大
主
義

的
で
、
ど
こ
か
威
厳
を
誇
っ

て
い
た
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
像
を
こ
ろ
っ
と
覆
し
て
く
れ
る
。

直
戟
す
ぎ
る
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

や
は
り
木
管
が
ピ
ロ
ピ
ロ
と
前
面
に
出
て
く

る
バ
ラ
ン
ス
。
細
身
か
つ
運
動
性
に
満
ち
た

ス
タ
イ
ル
で
、
テ
ン
ポ
も
自
由
自
在
。
モ
ダ
ン

な
が
ら
、
ロ
コ
コ
の
軽
や
か
さ
を
取
り
戻
し
た

ス
タ
イ
ル
と
も
い
え
る
。
繊
細
な
ニ
ュ
ア
ン
ス

で
描
く
第
6
番
、
そ
の
諷
然
さ
が
気
高
い
第

3
番
な
ど
が
秀
逸
だ
。
第
9
番
以
外
は
モ
ノ

ラ
ル
録
音
と
い
う
の
が
残
念
な
と
こ
ろ
。

口

そ
し
て
、
ピ
リ
オ
ド
演
奏
の
時
代
が
や

っ

て
来
る
。
作
曲
家
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
焦
点

を
当
て
た
演
奏
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
エ
ポ
ッ

ク
・
メ
ー
キ
ン
グ
た
る
全
集
は
、
ア
ー
ノ
ン
ク
ー

ル
指
揮
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
室
内
管
弦
楽
団
に
よ

っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

小
編
成
の
モ
ダ
ン
楽
器
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
な
ど
に
古
楽
器
を
使
用
）
が
、

ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
細
や
か
に
使
い

分
け
、
新
鮮
で
示
唆
に
富
み
、
な
に
よ
り
も

エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
の
持
ち
味
で
あ
る
、
凝

新
鮮
で
示
唆
に
富
む

ア

ー

ノ

ン

ク

ー

ル

ル
ネ

・
レ
イ
ポ
ヴ
ィ
ッ
ツ

(1
9
1
3
1
7
2
)

ヽ 竺

“g-

ウ

ィ

ー

ン

・

フ

ィ

ル

と

ペ

ル

リ

ン

・

フ

ィ

ル

以

外

の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
全
集
を
聴
く

古
き
モ
ノ
ラ
ル
録
音
か
ら
最
新
の
も
の
ま
で
、

演
奏
家
た
ち
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
込
め
た
思
い
や
価
値
観
を

取
り
替
え
引
き
替
え
聴
く
こ
と
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

か
つ
て
は
居
間
の
百
科
辞
典
の
よ
う
に
恭

し
い
存
在
だ

っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
袢

曲
全
集
の
レ
コ
ー
ド
。
そ
れ
ら
の
音
源
は
、

現
在
ず
い
ぶ
ん
手
軽
に
聴
く
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
古
き
モ
ノ
ラ
ル
録
音
か
ら
最
新
の

も
の
ま
で
、
演
奏
家
た
ち
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

に
そ
れ
ぞ
れ
込
め
た
思
い
や
価
値
観
を
取
り

替
え
引
き
替
え
聴
く
こ
と
が
で
き
る
時
代
に

な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
と

N
B
C
交
聾
楽

団
の
全
集
。
か
つ
て
は
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー

と
の
比
較
と
し
て
、

「楽
譜
に
忠
実
」
「
ア
ポ

け
ん

ロ
的
」
な
ど
と
喧
伝
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
あ
の
熱
血
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
の
演
奏
が
そ

ら
●
う

ん
な
範
疇
に
収
ま
る
わ
け
が
な
い
。
と
に
か

く
熱
い
。
鉄
墜
の
ア
ン
サ
ン
プ
ル
を
成
り
立

た
せ
る
た
め
に
必
要
以
上
に
熱
気
を
は
ら
ん

で
い
る
と
い

っ
た
ら
い
い
か
。
第
7
番
で
は
、

鬼
の
よ
う
な
統
率
力
が
生
む
デ
モ
ー
ニ

ッ
シ
ュ

に
意
識
さ
せ
る
べ
く
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
十

き

全
な
バ
ラ
ン
ス
で
嗚
る
。
剛
毅
な
肌
触
り
な

が
ら
、
見
通
し
抜
群
、

声
部
は
つ
ね
に
柔
ら

か
に
重
ね
ら
れ
る
。
ど
こ
に
も
過
剰
さ
は
な

く、

音
楽
を

―
つ
の
構
造
体
と
見
な
す
こ
と
が

徹
底
さ
れ
る
。
個
々
の
素
材
を
緊
密
に
連
関

さ
せ
、
そ
の
関
係
性
こ
そ
が
音
楽
で
あ
る
と

い
う
捉
え
方
な
の
だ
。
20
世
紀
の
演
奏
芸
術

の
―
つ
の
完
成
形
と
い

っ
て
い
い
。

さ
。
さ
ら
に
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
ら
し
い
キ
レ
キ
レ

で
、
ま
る
で
オ
ペ
ラ
の
よ
う
に
縦
横
無
尽
な

表
情
を
見
せ
る
派
奏
な
ら
、

1
9
3
9
年
に

録
音
さ
れ
た
ラ
イ
ヴ
演
奏
も
あ
る

(M
u
s
i
c

A
n
d
 A
r
t
s
レ
ー
ベ
ル
）。

同
じ
米
国
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
が
ら
、
そ

の
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
盤
と
対
照
的
な
の
が
、
ワ
ル

タ
ー
指
揮
コ
ロ
ン
ビ
ア
交
袢
楽
団
の
全
集
で

あ
る
。
ワ
ル
タ
ー
な
ら
で
は
の
マ
イ
ル
ド
な
評

き
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
偶
数
番
号
の
作

品
に
向
い
て
お
り
、
し

っ
か
り
構
え
た
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
を
保
ち
つ
つ
、
よ
く
歌
い
、
ど
こ

か
開
放
感
も
源
わ
せ
る
第
6
番
が
も

っ
と
も

定
評
が
高
い
。

と
は
い
え
、
第
3
番
な
ど
で
も
雄
大
で
懐

の
広
さ
が
見
え
る
よ
う
な
温
か
い
演
奏
を
聴

か
せ
て
く
れ
る
。
ワ
ル
タ
ー
の
歌
心
と
機
能

主
義
的
な
米
国
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
ど
こ

か
相
容
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
も
の
の
、
不

思
議
と
お
互
い
の
特
性
を
際
立
た
せ
合
っ
て

い
る
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
。

縮
と
拡
散
の
激
烈
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
ま
さ

に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
そ
の
も
の
で
あ
っ

た
の
だ
。
初
期
交
秤
鼎
の
ド
ラ
イ
ヴ
感
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
狂
気
を
忍
ば
せ
た
第
7
番、

躍
動
感
み
な
ぎ
る
第
8
番
な
ど
は
必
聴
だ
。

ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
・
シ
ョ

ッ
ク
の
あ
と
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
演
奏
は
ピ
リ
オ
ド
全
盛
時
代
に

突
入
す
る
。
そ
の
な
か
で
、
古
楽
器
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
率
い
て
、
独
創
的
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
全
集
を
作
り
上
げ
た
の
は
、
イ
ン
マ
ゼ
ー
ル

と
ア
ニ
マ
・
エ
テ
ル
ナ
だ

っ
た
。
古
楽
器
な
ら

で
は
の
音
色
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
最
大
限
に
生
か

し
つ
つ
、
精
妙
さ
と
大
胆
さ
を
兼
ね
備
え
た

快
活
な
巡
び
。
さ
ら

っ
と
し
た
触
感
の
な
か

に
、
作
曲
家
が
耳
に
し
た
で
あ
ろ
う
酒
場
で

の
舞
踏
曲
や
ト
ル
コ
の
軍
楽
な
ど
が
生
々
し

独
創
的
な
イ

ン

マ

ゼ

ー

ル

ルネ・レイポヴィッツ
（指揮）

ロイヤルフィル
(Scribendum) 
SC510 (13オ欠斎且）

熱
気
を
は
ら
ん
だ
ト
・
ス
カ
ニ
ー
ニ

ギュンター・ヴァント
(1912-2002) 

一

ギュンター・ヴァント（指揮）

北ドイツ放送交響楽団
(Sony Classical) 

19075818872 (5t欠甜且）

アルトゥーロ・トスカニーニ（指揮）

NBC交響楽団
(RCA) 82876557022 (5t欠象且）

文鈴木淳史OO楽評論家
text by Atsufumi Suzuki 

ブルーノ・ワルタ＿（指揮）

コロンピア交響楽団
(Sony Classical) 
88875123912 (7枚組）

オットー・

クレンペラー（指揮）

フィルハーモニア管弦楽団
(Warner) 4042752 
(10枚組）

マ
イ
ル
ド
な
響
き
の

ワ

ル

タ

ー

ニコラウス・アーノンクール（指揮）

ヨーロッバ室内管弦楽団
(Warner) 0927497682 (5枚紐）

ジョス・ファン・
インマゼール（指揮）
' ｀ アニマ • エテルナ
(Alpha) ALPHA-380 (6杓樟且）

ヘルペルト・
ブロムシュテット（指揮）

ライプツィヒ・ゲヴァントハウス
i 管弦楽団

（キングインターナショナル）
KKC-5802 (5枚組）

今
世
紀
に
生
ま
れ
た
モ
ダ
ン
楽
器
に
よ
る

全
集
の
な
か
で
、
も

っ
と
も
成
功
し
た
の
は
、

プ
ロ
ム
シ
ュ
テ

ッ
ト
と
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
ゲ

ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
と
の
チ
ク
ル
ス
だ

ろ
う
。
指
揮
者
が
齢
90
な
ら
ん
と
す
る
前
後

の
録
音
だ
が
、
機
敏
な
運
び
と
そ
れ
を
し

つ

か
と
支
え
る
有
機
的
な
ア
ン
サ
ン
プ
ル
が
す

ば
ら
し
い
。
構
造
に
も
留
意
を
払
い
つ
つ
、
自

由
で
開
放
的
な
サ
ウ
ン
ド
を
併
せ
持
ち
、
ス

タ
カ
ー
ト
と
テ
ヌ
ー
ト
の
明
確
な
使
い
分
け

な
ど
の
ピ
リ
オ
ド
演
奏
の
エ

ッ
セ
ン
ス
も
あ

る
。
ち
ょ

っ
と
小
粋
だ
け
ど
、
恰
幅
だ
っ
て
悪

く
な
い
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
全
集
の

「全

部
乗
せ
」
と
い

っ
て
も
い
い
く
ら
い
の
蒙
勢
さ

だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
出
過
ぎ
な
い
バ

ラ
ン
ス
感
覚
が
じ
つ
に
見
事
な
の
だ
。

5

バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
見
事
な

ブ
ロ
ム
シ
ュ
テ
ッ
ト

＜
蘇
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
18
世
紀
の
マ
ー

ラ
ー
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

カール・シューリヒト
(1880-1967) 

カール・シューリヒト（指揮）

バリ音楽院管弦楽団
（タワーレコード） TDSA-16 (6枚組）

(SACOハイブリッド）

一
方
、
シ
ュ
ー
リ
ヒ
ト
指
揮
パ
リ
音
楽
院
管

弦
楽
団
に
よ
る
全
集
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
解

釈
に
さ
ら
に
自
由
と
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
。

解
釈
の
自
由
を
も
た
ら
し
た

シ
ュ
ー
リ
ヒ
ト

情
感
で
聴
か
せ
る
ワ
ル
タ
ー
に
対
し
、
も
っ

ぱ
ら
ロ
ジ
カ
ル
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
が
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
だ
（
こ

の
2
人
は
マ
ー
ラ
ー
の
弟
子
で
も
あ
っ
た
）
。

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
管
弦
楽
団
を
指
揮
し
た
ク

レ
ン
ペ
ラ
ー
は
、
切
れ
味
鋭
い
フ
レ
ー
ズ
感
、

ド
ラ
イ
さ
を
と
こ
と
ん
極
め
た
質
感
、
そ
し

て
テ
ン
ポ
を
微
動
だ
に
さ
せ
ず
、
大
き
く
構

え
た
音
楽
を
作
り
上
げ
る
。

と
に
か
く
テ
ン
ポ
が
遅
い
。
そ
の
広
大
な

キ
ャ
ン
バ
ス
の
な
か
に
、
様
々
な
情
報
が
事

細
か
に
描
き
込
ま
れ
る
。
と
く
に
木
管
の
浮

き
出
し
方
は
異
常
そ
の
も
の
。
音
楽
構
造
を

重
視
し
た
客
観
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
だ
が
、

そ
の
堂
々
と
し
た
仰
容
が
や
は
り
印
象
的
だ
。

ロ
ジ
カ
ル
な
ク

レ

ン

ペ

ラ

ー

45闊OSTLYCLASSIC 
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1
8
0
0年
初
頭
に
待
望
の
交
秤
曲
第
1

番
を
完
成
さ
せ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
作
曲

家
と
し
て
い
よ
い
よ
本
格
的
な
活
動
期
を
迎

え
る
。
01
年
春
に
は
ハ
レ
エ
音
楽
《プ
ロ
メ
テ

ウ
ス
の
創
造
物
》
伽
（
作
品
）

43
に
よ
っ
て
舞

台
音
楽
に
挑
戦
し
確
か
な
手
応
え
を
得
た
。

1
8
0
2
年
春
に
は
交
評
曲
第
2
番
を
完

成
さ
せ
る
が
、
数
年
前
か
ら
の
難
聴
に
苦
悩

し
な
が
ら
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

・
ソ
ナ
タ
や
ピ

ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
書
き
続
け
て
い
る
。
こ
の

秋
に
「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
追
書
」

を
認
め
る
と
い
う
行
為
が
カ
タ
ル
シ
ス
と
な

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
作
鼎
家
も
き
わ
め

て
平
凡
な
台
本
で
作
曲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
、
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
目
下
ア
ベ
・
フ
ォ
ー
グ
ラ
ー

が
H
の
台
本
に
よ
る
オ
ペ
ラ
を
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
の
台
本
に
よ
る
オ

ペ
ラ
を
書
い
て
い
る
」
と
あ
る
。

フ
ォ
ー
グ
ラ
ー
が
取
り
組
ん
で
い
た
H
と

は、

1
8
0
4
年

5
月
1
7
日
に
ア
ン
・
デ
・

ウ
ィ
ー
ン
劇
場
で
初
演
さ
れ
た

H
u
b
e
r
、
つ

ま
り
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
サ
ー
ヴ
ァ
ー
・
フ
ー
バ
ー

(
1
7
5
5
ー
1
8
1
4
)
台
本
に
よ
る

2

幕
の
英
雄
的
喜
劇
的
オ
ペ
ラ

《
サ
モ
リ
》
で

あ
る
。こ
う
し
た
新
聞
記
事
や
通
信
員
の
情
報
の

他
に
実
弟
カ
ー
ル
に
よ
る
作
品
売
り
込
み
交

渉
の
手
紙
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
音
楽
出
版
社
プ
ラ
イ
ト
コ
ッ

プ
フ
＆
ヘ
ル
テ
ル
社
に
宛
て
て
、

1
8
0
3

年

2
月
12
日
付
の
手
紙
で
カ
ー
ル
は
「
す

で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
兄
は

ヴ
ィ
ー
デ
ナ
ー
劇
場
（
ア
ン

・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー

ン
劇
場
の
こ
と
）
と
廂
用
契
約
を
結
び
、
オ

ペ
ラ
を
書
い
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
兄
弟

一
流

の
「
は
っ
た
り
」
で
あ
り
、
オ
ペ
ラ
制
作
の

相
談
は
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
と
頻
繁
に
行
っ
て
は

い
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
題
材
さ
え
決
ま
っ

て
い
な
か
っ
た
。

題
材
探
し
と
台
本
確
定
に
は
半
年
近
く

を
要
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

自
身
が

1
8
0
3
年

11
月
2
日
付
で
プ
ラ
ハ

在
住
の
友
人
に
宛
て
た
典
味
深
い
手
紙
が
あ

り
る
。「
マ
イ
ス
ナ
ー
の
提
案
は
私
に
と
っ
て
大

《
ヴ
ェ
ス
タ
の
火
》
か
ら

《
レ
オ
ノ
ー
レ
》
ヘ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

《
ヴ
ェ
ス
タ
の
火
》
に

《
レ

オ

ノ
ー

レ
》
作

曲

へ

の

強
い
意
志

••••••••••••••••• ~ 麟

歓
迎
で
す
。
作
家
と
し
て
非
常
に
葬
敬
し
て

い
る
ば
か
り
か
、
我
々
ド
イ
ツ
の
作
家
た
ち

よ
り
は
る
か
に
音
楽
的
な
詩
を
書
か
れ
る
方

か
ら
詩

（オ
ラ
ト
リ
オ
台
本
）
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
は
願
っ
て
も
な
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
今
オ
ラ
ト
リ
オ
を
書
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
ち
ょ
う
ど
今
、
オ
ペ

ラ
を
囲
き
始
め
た
ば
か
り
だ
か
ら
で
す
。
こ

の
オ
ペ
ラ
の
上
演
は
来
年
の
復
活
祭
ご
ろ
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
は

時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。

こ
こ
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
作
家
は
プ
ラ

ハ
大
学
の
美
学
の
教
授
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ゴ
ッ

ト
リ
ー
プ
・
マ
イ
ス
ナ
ー

(
1
7
5
3
¥

1
8
0
7
)
で
、
そ
の
台
本
と
は
古
代
ロ
ー

マ
皇
帝
ネ
ロ
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
迫
害
を

題
材
と
し
た
オ
ラ
ト
リ
オ
で
あ
る
の
だ
が
、

こ
こ
で
言
っ
て
い
る
「
ち
ょ
う
ど
今
」
が

10

月
下
旬
あ
る
い
は

11
月
初
旬
で
あ
り
、
こ
の

頃
初
め
て
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
と
の
約
束
に
よ
る

オ
ペ
ラ
の
作
仙
に
取
り
掛
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
窺
え
る
の
だ
。

そ
れ
が
未
完
の
ま
ま
放
棄
さ
れ
た
シ
カ

ネ
ー
ダ
ー
の
台
本
に
よ
る

2
船
の
オ
ペ
ラ

《
ヴ
ェ
ス
タ
の
火
》
で
あ
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ベ
ー
ジ

ン
が
追
し
た

42
葉

84
頁
（
未
使
用
3
頁
）
の

ス
ケ
ッ
チ
に
は

4
人
の
登
場
人
物
に
よ
る
部

分
的
に
歌
詞
の
つ
い
た
二
重
唱
か
ら
四
重
唱

が
あ
り
、
第
1
硲
第
1
場
と
な
る
は
ず
の
音

楽
で
あ
っ
た
。

三•• • • • • ・・・・・・・・・・・

こ`・

ペートーヴェンのオ能に目を付け、アン・デア・ウィーン

劇場でオペラを発表させようと考えていたエマヌエル・

シカネーダー (1751-1812)

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、

唯
一
の
オ
ペ
ラ

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》。

さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
で
傑
作

を
生
み
続
け
た
彼
だ
が
、
オ
ペ
ラ
は
結
局
、
生
涯
で

f1
曲

：
し
か
作
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
彼
が
こ
の
オ
ペ
ラ
制
作
に
込
め
た
熱
情
は
、
そ
の
生
涯
を
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
創
作
史
を
丹
念

に
見
る
こ
と
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
オ
ペ
ラ
ヘ
の
意
欲
と
志
向
を
探
っ
て
み
よ
う

り
生
命
的
危
機
を
乗
り
越
え
て

1
8
0
3
年

に
は
オ
ラ
ト
リ
オ

《
オ
リ
ー
ヴ
山
上
の
キ
リ

ス
ト
》
伽
85
で
再
び
劇
音
楽
で
の
大
き
な
成

功
を
収
め
、
交
響
曲
第
3
番
に
も
着
手
し
て

い
る
。ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

《炭

笛
》
上
演
で
大
成
功
を
収
め
て
い
た
エ
マ
ヌ

エ
ル
・
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー

(
1
7
5
1
¥
1
8

l
2
)
か
ら
オ
ペ
ラ
創
作
の
話
が
持
ち
か
け

ら
れ
た
の
だ
。
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
は

1
8
0
1

年

6
月
に
新
た
に
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン

削
場
を
建
立
し
、
芸
術
監
督
と
台
本
作
家
、

ら

つ

わ

ん

時
に
歌
え
る
役
者
と
し
て
辣
腕
を
ふ
る
っ
て

ヽ
こ
。

L
t
 

取
り
組
ん
で
い
た
の
は

1
8
0
3
年
晩
秋
の

一
時
期
で
し
か
な
か
っ
た
。
台
本
内
容
に
共

感
を
抱
け
ず
作
曲
を
中
止
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
頃
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
注
目
し
て
い

た
の
は
ル
イ
ー
ジ

・
ケ
ル
ビ
ー
ニ

(
1
7
6
0

¥
1
8
4
2
)
の
オ
ペ
ラ
で
あ
っ
た
。

1
8

0
2
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
の
劇
場
が
競
っ
て
ケ

ル
ビ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ

《
ロ
ド
イ
ス
カ
》
《
二
日

間
（
危
険
な
日
々
）
》
《
二
日
間
（
ア
ル
マ
ン

ド
伯
爵
）
》《
メ
デ
（
メ
デ
ア
）
》《
エ
リ
ー
ザ

（
聖
な
る
ベ
ル
ナ
ル
ド
山
）
》
4
作
を
上
演
し

て
い
る
（
カ
ッ
コ
内
ド
イ
ツ
語
翻
案
、

《二

B

間
》
は

《
水
運
び
人
》
の
タ
イ
ト
ル
で
も
翻

案
さ
れ
お
り
、
上
演
削
場
ご
と
に
別
の
タ
イ

ト
ル
で
上
演
を
競
っ
た
）
。
こ
の
う
ち
ジ
ャ
ン
・

ニ
コ
ラ
・
プ
イ
イ

(
1
7
6
3
ー
1
8
4
2
)

作
の

《二
日
間
》
の
台
本
を
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
は
最
も
悛
れ
た
も
の
と
し
て
そ
の
写
本
を

入
手
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
ケ
ル
ビ
ー
ニ
の

《
ロ
ド
イ
ス
カ
》

ペートーヴェンの友人

で、宮廷法律顧問官の

ョーゼフ・ゾンライトナー

(1766-1835)。ブイ

イの「レオノール、また

は夫婦の愛」のドイツ語

訳を行った

と
同
じ
よ
う
な
「
救
出
劇
」
を
扱
っ
た
プ

イ
イ
の
台
本

「レ
オ
ノ
ー
ル
、
ま
た
は
夫
婦

の
愛

L
e
o
r
o
r
e
,
o
u
 L
'a
m
o
u
r
 c
o
n
j
u
g
a
l』

と
巡
り
合
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
作
品
が

フ
ラ
ン
ス
の
作
鼎
家
で
優
れ
た
テ
ノ
ー
ル
歌

手
で
も
あ
っ
た
ピ
エ
ー
ル

・
ガ
ヴ
ォ
ー

(
1
7

6
 o-.-s 8
2
5
)
の
た
め
に
書
か
れ
た
台

本
で
、
す
で
に

1
7
9
8
年
2
月
19
日
に
パ

リ
の
フ
エ
ド
ー
座
で
オ
ペ
ラ
と
し
て
初
演
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
承
知

し
て
い
た
。
ガ
ヴ
ォ
ー
自
ら
フ
ロ
レ
ス
タ
ン

役
を
歌
っ
た
初
演
は
大
き
な
成
功
を
得
て
大

当
た
り
の
作
品
と
な
っ
て
い
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
の
台
本
の
ド
イ
ツ

語
翻
案
を
宮
廷
法
律
顧
問
官
の
友
人
ヨ
ー

ゼ
フ
・
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー

(
1
7
6
6
¥

1
8
3
5
)
に
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
1
8

0
4
年
1
月
4
H
付
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

「
一
般
音
楽
新
聞

(
A
M
z
)
」
の
主
鍮
ロ
ホ

リ
ッ
ツ

(
1
7
6
9
¥
1
8
4
2
)
に
宛
て

た
長
文
の
手
紙
の

一
節
に
「
私
は
今
、
古
い

フ
ラ
ン
ス
物
の
台
本
の
翻
案
を
急
が
せ
て
い

ま
し
て
、
私
は
た
っ
た
今
そ
の
作
曲
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
が

ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
翻
案
の

《
レ
オ
ノ
ー
レ
》
第
1
稿
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
の
劇
場
経
営
は

1
7
9
9
年
か

ら
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー
ト
ー
ア
劇
場
及
び
プ
ル
ク

劇
場
の
ふ
た
つ
の
宮
廷
劇
場
を
管
理
す
る

ペ
ー
タ
ー
・
ア
ン
ト
ン
・
プ
ラ
ウ
ン
男
爵

(
1
7

6
4
i
l
8
1
9
)
が
圧
倒
的
な
権
力
を
振

る
っ
て
い
た
が
、
男
爵
は

1
8
0
4
年
2
月

4
日
に
ア
ン

・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
を
莫

大
な
資
本
力
で
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
・
ツ
イ
タ
ー

バ
ル
ト
か
ら
買
い
上
げ
、
芸
術
監
督
の
シ
カ

生誕250年
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～作曲の発端、

素材選び、

作曲の行程、

1:演の難しさ…

文
平
野
昭

9
曰
楽
学
・
評
謡
家

text b
y
 Akira H
i
r
a
n
o
 

1
8
0
2年
に
な
る
と
劇
場
を
共
同
経
営

者
の
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス

・
ツ
イ
タ
ー
バ
ル
ト

に
売
り
渡
し
、
自
ら
は
芸
術
監
督
と
台
本
作

家
と
し
て
新
し
い
作
品
制
作
を
目
指
し
て
い

た
0
0
3
年
年
明
け
早
々
に
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
は
、

バ
レ
エ
音
楽
と
オ
ラ
ト
リ
オ
で
人
気
急
上
昇

の
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
白
羽
の
矢
を
立
て
、

オ
ペ
ラ
制
作
の
契
約
を
交
わ
し
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
オ
ペ
ラ
創
作
に
専
念
で
き
る
よ
う

劇
場
内
の
居
室
を
住
居
と
し
て
提
供
し
た

の
で
あ
る
。

2
月
に
こ
の
部
屋
に
引
っ
越
し

た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
と
共

に
オ
ペ
ラ
の
題
材
探
し
を
始
め
た
。

早
く
も
「

一
般
音
楽
新
聞

(
A
M
z
)
」

1
8
0
3
年

3
月
30
日
号
に
「
ベ

ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
と
ア
ベ

・
フ
ォ
ー
グ
ラ
ー
が
ア
ン

・

デ
ア

・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ

1
曲
の
オ
ペ
ラ
を
作
曲
し
て
い
る
」
と
い
う

記
事
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
年
8
月
2
日

号
の
「
エ
レ
ガ
ン
テ

・
ヴ
ェ
ル
ト
」
誌
は
、

6
月
29
日
付
の
ウ
ィ
ー
ン
通
信
員
報
告
と
し

て
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

「
我
々
ド
イ
ツ
人
は
良
い
オ
ペ
ラ
の
台
本

を
全
く
も
た
ず
、
い
つ
も
翻
訳
物
で
満
足
し

---・ 

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》

成
功
を
勝
ち
取
る
ま
で

オ
ベ
ラ

が

．
 
．
 
．
 
．
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．
 
．
 
．
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．
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BEET 
ネ
ー
ダ
ー
を
解
扉
し
、
新
た
に
ゾ
ン
ラ
イ
ト

ナ
ー
を
劇
場
監
督
に
着
任
さ
せ
た
の
で
あ

る
。シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
と
の
オ
ペ
ラ
制
作
契
約
は

解
消
さ
れ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ゾ
ン
ラ
イ

リ
オ
》
へ
の
変
遷
と
し
て
語
ら
れ
、
そ
う
理

解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
初

稿
は

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
と
し
て
初
演
さ
れ
て

い
る
。
「
本
日
、
水
曜
日
、

1
8
0
5
年
11

月
20
日
」
と
明
記
さ
れ
た
第
1
稿
初
演
当

H

の
公
演
ポ
ス
タ
ー
に
は
明
確
に
「
フ
イ
デ
リ

オ
、
あ
る
い
は
夫
婦
の
愛

F
i
d
e
l
i
o
,
o
d
e
r
 :
 

D
i
e
 e
h
e
l
i
c
h
e
 L
i
e
b
e
」
と
表
記
さ
れ
、
「
3

幕
の
オ
ペ
ラ

E
i
n
e
O
p
e
r
 i
n
 3
 
A
k
t
e
n
、

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー
に
よ
る
フ
ラ

ン
ス
語
か
ら
の
自
由
翻
案
。
音
楽
は
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
・
ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
」
と

あ
る
。
タ
イ
ト
ル
の
下
に
は
初
演
の
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
と
座
席
料
金

一
買
表
、
そ
し
て
最
下
段

に
「

6
時
半
開
演
」
と
広
報
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
オ
ペ
ラ
初
演
に
合
わ
せ
て
ピ
ヒ

ラ
ー
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
リ
ブ
レ
ッ
ト
も

「
フ
ィ
デ
リ
オ
」
の
タ
イ
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
占
領
下
で
の

初
演
と
4
カ
月
後
の
改
訂
初
演

s序
曲
が

3
種
類
に
！

s

1
8
0
5
年
11
月
20
日
の
初
演
は
、

11
月

13
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
軍
の

ウ
ィ
ー
ン
占
領
1
週
間
後
の
こ
と
で
、
音
楽

愛
好
家
や
貴
族
の
多
く
が
戦
火
を
避
け
て

疎
開
し
て
い
る
状
況
下
で
行
わ
れ
た
。
聴
衆

の
大
半
が
ド
イ
ツ
語
を
理
解
で
き
な
い
フ
ラ

ン
ス
軍
将
校
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

思
っ
た
よ
う
な
成
果
は
上
げ
ら
れ
ず
、
連
続

公
演
の
2
日
目
は
観
客
が
さ
ら
に
減
り
、

3

日
目
は
空
席
の
方
が
目
立
つ
ほ
ど
で
、
上
演

は
3
日
間
で
打
ち
切
ら
れ
た
。
初
演
は
失
敗

「フィデリオ」の第1稿 (1805

年）、第2稿 (1806年）の初

演が行われたアン・デア・ウィー

ン劇場。1801年に開館した

ばかりで、他に「英雄」「運命」

「田園」の各交響曲の初演も

行われている

ト
ナ
ー
翻
案
の

《
レ
オ
ノ
ー
レ
》
の
作
曲
に

打
ち
込
む
。
た
だ
、
同
年
9
月
に
ゾ
ン
ラ
イ

ト
ナ
ー
が
宮
廷
劇
場
秘
書
官
に
召
し
上
げ
ら

れ
た
た
め
、
プ
ラ
ウ
ン
男
爵
は
芸
術
監
督
と

し
て
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
を
再
雁
用
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
劇
場
経
営
の
騒
動
の
影
評
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
住
居
問
題
に
も
波
及

し
、
作
曲
を
遅
ら
せ
る

一
因
に
も
な
っ
た
。

1
8
0
4
年
か
ら
05
年
に
か
け
て
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
交
評

llh第
3
番

《
エ
ロ
イ
カ
》
や

《
三
重
協
奏
仙
》、
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

《
ワ
ル

ト
シ
ュ
タ
イ
ン
》
や

《
ア
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
タ
》

に
終
わ

っ
た
。

初
派
か
ら
ひ
と
JJ
ほ
ど
経
っ
た
年
末
に
リ

ヒ
ノ
ウ
ス
キ
ー
候
爵
邸
で
開
か
れ
た
夜
会
に

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
他
に
劇
作
家
の
G
.
F
・

ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ

(
1
7
7
6
ー
1
8
4
2
)
、

H
・
コ
リ
ン

(
1
7
7
1
¥
1
8
1
1
)
、
削

場
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の

F
・
ク
レ
メ
ン

ト

(
1
7
8
0
¥
1
8
4
2
)
、
宮
廷
楽
団
指

揮
者
の

I
・
ザ
イ
フ
リ
ー
ト

(
1
7
7
6
¥

1
8
4
1
)
、
ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場

専
屈
バ
ス
歌
手
の
S
・
マ
イ
ヤ
ー

(1
7
7
3

¥
1
8
3
5
)、
同
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
J
・レ
ッ

ケ
ル

(1
7
8
3
¥
1
8
7
o
)、そ
し
て
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
親
友
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
プ
ロ
イ

ニ
ン
グ

(
1
7
7
4
¥
l
8
2
7
)、
弟
カ
ー

ル
な
ど
多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、

《
フ
ィ
デ

リ
オ
》
上
演
の
失
敗
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
が
長
く
て
重
厚
す
ぎ

る
節

1
咋
布
に
あ
る
と
い
う
意
見
で

一
致
し

て
い
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
弟
子
で
も
あ
っ

た
侯
爵
夫
人
マ
リ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ

(1
7
6
5
¥
1
8
4
1
)
が
ス
コ
ア
譜
を
ピ

ア
ノ
で
弾
き
、
ク
レ
メ
ン
ト
が
主
要
な
テ
ー

マ
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
奏
し
な
が
ら
の
全
曲

の
見
直
し
は
夕
方
に
始
ま
り
、
深
夜
に
ま
で

及
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
い
く
つ
か
の
ア
リ
ア

を
削
除
す
る
案
が
確
定
的
に
な
り
、
こ
の
日

の
検
討
を
踏
ま
え
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
年

明
け
早
々
か
ら
オ
ペ
ラ
の
大
改
訂
作
業
を
進

め
た
の
で
あ
る
。
3
幕
か
ら
2
古
乖
へ
の
リ
プ

レ
ッ
ト
の
大
幅
短
縮
は
親
友
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・

プ
ロ
イ
ニ
ン
グ
が
担
当
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
軍
が
撤
退
し
、
日
常
を
取
り

戻
し
た

1
8
0
6年
3
月
29
日
に
《
フ
イ
デ

宮廷楽団指揮者のイグナツ・フォ

ン・ザイフリート (1776-1841)。

1806年3月29日、アン・デア・

ウィーン劇場で、「レオノーレ」改訂

版全2幕の指揮を担当した。「フィ

デリオ、あるいは夫婦の愛」という

タイトルだった

の
作
曲
に
も
大
き
な
時
間
を
割
い
て
い
る
。

1
8
0
5
年

4
月
7
日
に

《
エ
ロ
イ
カ
》

の
公
開
初
演
を
済
ま
せ
る
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
は
オ
ペ
ラ
の
作
曲
に
没
頭
し
、

6
月
中
旬

の
ス
ケ
ッ
チ
に
は
終
幕
の
最
終
合
唱
ま
で
書

き
進
め
て
、
オ
ペ
ラ
全
容
が
見
通
せ
る
状
況

に
ま
で
進
展
し
て
い
た
。
7
月
中
旬
に
ゾ
ン

ラ
イ
ト
ナ
ー
邸
で
開
か
れ
た
夜
会
に
は
た
ま

た
ま
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
て
い
た
ケ
ル
ビ
ー
ニ

も
招
待
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
た

ち
は
間
も
な
く
完
成
す
る
オ
ペ
ラ
に
つ
い
て

の
歓
談
で
楽
し
い

一
夜
を
過
ご
し
て
い
る
。

9
月
中
旬
に
全
曲
を
完
成
さ
せ
、
具
体
的

な
上
演
の
準
備
を
し
て
い
た
月
末
の

30
日
に

な
っ
て
、
宮
廷
劇
場
検
閲
局
か
ら
オ
ペ
ラ
上

演
禁
止
命
令
書
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
許
に

届
い
た
の
で
あ
る
。
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー
は
直

ち
に
劇
場
検
閲
官
に
次
の
よ
う
な
上
演
禁
止

命
令
解
除
の
嘆
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。

「
オ
ペ
ラ

《
フ
イ
デ
リ
オ
》
に
関
す
る

9

月
30
日
発
令
の
上
演
禁
止
令
を
解
除
さ
れ
た

く
、
宮
廷
劇
場
秘
書
官
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー
は

こ
こ
に
請
願
す
る
も
の
で
す
。
プ
イ
イ
原
作

の
フ
ラ
ン
ス
語
劇

『レ
オ
ノ
ー
ル
、
あ
る
い
は

夫
婦
の
愛
』
に
基
づ
く
こ
の
オ
ペ
ラ
は
皇
后

陛
下
が
そ
の
原
作
を
極
め
て
美
し
い
も
の
と

し
て
お
気
に
召
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
喜
び
に

満
ち
た
オ
ペ
ラ
の
主
題
は
か
つ
て
な
か
っ
た

と
断
言
さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
オ
ペ
ラ
の
イ
タ
リ
ア
語
翻
案
に
よ
る
（
ド

レ
ス
デ
ン
宮
廷
）
楽
長
パ
エ
ル
氏
の
作
品
は

リ
オ
》
の
改
訂
初
演
が
行
わ
れ
た
。
新
た
に

印
刷
さ
れ
た
リ
プ
レ
ッ
ト
に
は

「
レ
オ
ノ
ー

レ
、
あ
る
い
は
夫
婦
愛
の
大
勝
利

L
e
o
n
o
r
e
`
 

o
d
e
r
 
d
e
r
 T
r
i
u
m
p
h
 d
e
r
 
e
h
e
l
i
c
h
e
n
 

L
i
e
b
e
」
と
あ
る
が
、
「
本
日
、
土
曜
日
、

1
8
0
6
年
3
月
2
9
B
」
と
明
記
さ
れ
た

派
奏
会
ポ
ス
タ
ー
は
依
然
と
し
て
「
フ
ィ
デ

リ
オ
、
あ
る
い
は
夫
婦
の
愛
F
i
d
e
l
i
o
,
o
d
e
r
 

D
i
e
 e
h
e
l
i
c
h
e
 L
ie
b
e
」
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
改
訂
初
演
（
第
2
稿
）
は
疎
開
先
か

ら
戻
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
愛
好
家
た
ち
か

ら
も
か
な
り
好
評
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ

た
が
、
劇
場
側
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
作
曲

報
酬
額
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
プ
ル
と
な
り
、

4

月
10
日
に
1
回
再
演
さ
れ
た
だ
け
で
上
派
は

打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ウ
ィ
ー
ン
で
こ
の
オ

ペ
ラ
が
不
評
で
あ
っ
た
た
め
、

1
8
0
7
年

に
プ
ラ
ハ
で
の
上
演
（
第
2
稿
）
を
計
画
し
、

06
年
秋
か
ら
07
年
春
の
間
に
新
し
い
序
曲
を

作
曲
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ラ
ハ
上

演
計
画
自
体
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
こ

の
時
の
序
曲

《
レ
オ
ノ
ー
レ
》
第
1
番
（
伽

1
3
8
)
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
存
命
中
に
は

日
の
目
を
見
る
こ
と
な
く
お
蔵
入
り
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

ち
な因
み
に
、
第

1
稿
初
演
時
の
序
曲
は
今

日

《
レ
オ
ノ
ー
レ
》
序
曲
第
2
番
（
伽
72)
と

呼
ば
れ
、
第
2
稿
初
演
時
の
序
曲
は

《
レ
オ

ノ
ー
レ
》
序
曲
第
3
番
（
伽
72)
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

初

※
次
号

(11
月
20
日
発
売
）
に
続
く
。
決
定
稿
と
な
っ
た

1
8
1
4
年
改
訂
の
第
3
稿
が
な
ぜ
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に

人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
し
て

《
フ
ィ
デ

リ
オ
》
は
何
を
訴
ス
て
い
る
の
か
を
説
き
起
こ
し
て
い
く

•— 

•• 

す
で
に
プ
ラ
ハ
と
ド
レ
ス
デ
ン
で
上
演
を
済

ま
せ
て
い
ま
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
す
で

に
1
年
半
も
前
か
ら
作
曲
し
続
け
て
き
た

も
の
で
、
上
演
が
禁
止
な
ど
想
像
だ
に
せ

ず
、
来
る
皇
后
陛
下
の
霊
名
記
念
8
の
上
演

を
目
指
し
す
で
に
練
習
さ
え
始
め
て
い
ま
す

（
後
略
）
」

台
本
翻
案
者
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー
が
宮
廷

劇
場
秘
書
官
で
か
つ
て
は
皇
帝
ヨ
ー
ゼ
フ

2

世
の
専
任
法
律
顧
問
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
運

で
あ
っ
た
。
歎
願
か
ら

3
B
H
の
10
月
5
日

に
、
物
騒
な
場
面
に
わ
ず
か
な
手
直
し
を
加

え
る
と
い
う
こ
と
で
上
演
許
可
が
下
さ
れ
た

の
だ
。
但
し
、
オ
ペ
ラ
の
タ
イ
ト
ル
を

《
レ

オ
ノ
ー
レ
》
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
願
い
も
む
な
し
く
、
初

演
時
の
リ
プ
レ
ッ
ト
も
公
演
ポ
ス
タ
ー
も

《
フ
イ
デ
リ
オ
》
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
。

理
由
は
、
恐
ら
く
、
こ
の
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー

の
嘆
願
書
と
の
整
合
性
の
た
め
で
あ
っ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
完
成
さ
せ
た
唯

一
の

オ
ペ
ラ

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
に
は

3
つ
の
稿
が

あ
る
。
そ
し
て
、
各
稿
の
初
演
の
た
め
に

4

曲
も
の
序
曲
が
書
か
れ
た
。
そ
の
改
訂
過
程

は

一
般
に

《
レ
オ
ノ
ー
レ
》
か
ら

《
フ
イ
デ

●

`
 

作
曲
と
改
訂
そ
し
て

各
稿
初
演
~
《
レ
オ
ノ
ー
レ
》
か
ら

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
ヘ

．
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生誕250年

BEET 
,
．

ー

~
？
・
＇

8
0
4
年
か
ら

05
年
に
か
け
て
の
こ
と
0
05

年
に
は

一
応
の
完
成
を
見
た
が
、
自
筆
譜
に

見
受
け
ら
れ
る
数
多
く
の
削
除
、
訂
正
、

書

き
直
し
に
よ
っ
て
、

06
年
秋
ご
ろ
ま
で
改
訂

が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

1
8
0
2
年
秋
の
「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
の
遺
書」

に
象
徴
さ
れ
る
出
来
事
、
難
聴

と
い
う
音
楽
家
に
と
っ
て
致
命
的
な
病
気
に

襲
わ
れ
た
苦
悩
、
苛
酷
な
運
命
に
立
ち
向
か

っ
た
人
間
的
成
長
、

03
年
か
ら

04
年
の
画
期

的
な

〈英
雄
交
袢

llh〉
の
完
成
を
踏
ま
え
た

ピ
ア
ノ
音
楽
へ
の
意
欲
、

03
年

8
月
に
エ
ラ

ー
ル
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
音
色
が
多
彩
で
音

域
が
広
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
表
現
が
可
能
な

最
新
型
ピ
ア
ノ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が

こ
の
作
品
に
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

出
版
は

1
8
0
7
年
2
月
、
ウ
ィ
ー
ン
の
美

術
工
藝
社
。

献
呈
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
親
し
い
友

人
で
、
チ
ェ
ロ
を
弾
い
た
音
楽
好
き
の
フ
ラ
ン

ツ
・
フ
ォ
ン
・
プ
ル
ン
ス
ヴ
ィ
ッ
ク
伯
爵
。
彼

の
娘
が
テ
レ
ー
ゼ
・
フ
ォ
ン
・
プ
ル
ン
ス
ヴ
ィ

ッ
ク
、
そ
の
妹
は
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
・
フ
ォ
ン
・

ダ
イ
ム
。
と
も
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
縁
が
深

く
、
心
を
寄
せ
た
と
さ
れ
る
女
性
で
あ
る
。

第

1
楽
章
は
、
ア
レ
グ
ロ
・
ア
ッ
サ
イ
、

ヘ
短
調
、

8
分
の

12
拍
子
。〈
英
雄
交
評
曲
〉

で
も
試
み
ら
れ
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
4
部

分
構
成
の
ソ
ナ
タ
形
式
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満

ち
た
分
厚
い
和
音
、
和
声
的
な
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
も
あ
る
。
8
分
の

12
拍
子
と
い
う
の
は
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
と
し

て
は
異
例
だ
が
、
ソ
ナ
タ
の
起
源
の

1
つ
で

あ
る
「
古
典
組
曲
」
の
ジ
ー
グ
の
拍
子
で
も

あ
り
、

J
.
S
・
バ
ッ
ハ
も
「
イ
ギ
リ
ス
組
曲
」

で
用
い
て
い
る
。
劇
的
緊
張
感
は
、
最
初
の

フ
レ
ー
ズ
の
終
わ
り
か
ら
す
ぐ
に
湧
き
上
が

っ
て
く
る
。

第
2
楽
章
は
、
ア
ン
ダ
ン
テ
・
コ
ン
・
モ
ー
ト
、

変
二
長
調
、

4
分
の

2
拍
子
。
2
部
形
式
の

主
題
と

4
つ
の
変
奏
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
ヘ
の
短
い

プ
リ
ッ
ジ
を
も
つ
変
奏
曲
形
式
の
緩
徐
楽
章
。

コ
ラ
ー
ル
風
の
広
大
で
伸
び
や
か
な
感
慨
を

秘
め
た
楽
想
で
、
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
静

か
な
美
し
い
音
楽
が
深
い
表
惜
の
も
と
に
奏

で
ら
れ
、
完
全
終
止
せ
ず
に
ア
タ
ッ
カ
で
第

3
楽
章
に
突
入
す
る
。

第
3
楽
章
は
、
ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト

ロ
ッ
ポ
、
へ
短
調
、

4
分
の

2
拍
子
。
琳
入

部
と
大
規
模
な
プ
レ
ス
ト
の
楽
章
終
結
部
を

も
つ
ソ
ナ
タ
形
式
。
ま
ず
フ
ォ
ル
テ
ィ
ッ
シ
モ

で
強
烈
な
減
7
の
和
音
が
激
し
く
連
打
さ
れ
、

第
1
主
題
を
暗
示
す
る
音
型
が
単
声
で
出
て
、

ほ

と

ば

し

ど

第
1
主
題
が
登
場
す
る
。
情
熱
的
の
逃
る
怒

と
う涵
の
よ
う
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
。
コ
ー
ダ
で
は
テ
ン

ポ
を
プ
レ
ス
ト
に
上
げ
、
勢
い
を
も
っ
て
終

結
す
る
。

ピアノ・ソナタ第23番「熱情」

ヴィルヘルム・バックハウス

収録：1959年

（ユニバーサル） UCCD-9155 
※Decca原盤

■

後
世

へ
の
多
大
な
影
響

こ
の
ソ
ナ
タ
の
後
泄
へ
の
影
押
と
な
る
と
、

削
的
な
特
性
や
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
技
巧
的

な
性
格
、
革
新
性
が
そ
の
後
の
音
楽
の
動
向

に
も
た
ら
し
た
も
の
は
少
な
く
な
い
。
そ
れ

は
リ
ス
ト
作
曲
の
ピ
ア
ノ
曲
の
名
技
性
や
、

シ
ュ
ー
マ
ン
、
プ
ラ
ー
ム
ス
作
品
の
豊
か
な
ロ

マ
ン
性
の
発
露
に
も
大
き
な
刺
激
を
あ
た
え

た
。
そ
う
し
た
影
響
は
、
例
え
ば

〈葬
送
行

進
仙
〉
を
も
つ
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

紐

'9・

ー

：

i
！

IIIt『
:
ルドルフ・ゼルキン

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
23

番
へ
短
調
作
品
57
は
〈ア
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
タ
（
熱

情）
〉
と
呼
ば
れ
て
、
彼
の
代
表
作
の
一
っ
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
古
今
の
名
曲
の
最
高

峰
、
音
楽
史
を
彩
る
ピ
ア
ノ
音
楽
の
大
傑
作

と
し
て
、
昔
か
ら
抜
群
の
人
気
を
誇
っ
て
き

た
。
多
く
の
人
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
抱
く

〈
不
屈
〉
の
イ
メ
ー
ジ
に
、
ま
さ
に
ピ
ッ
タ
リ

の
音
楽
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
、
強
い
意

志
を
持
っ
た
奔
流
す
る
音
楽
。
緩
徐
楽
章
に

は
深
い
静
け
さ
も
あ
る
。
他
の
作
曲
家
が
な

し
得
な
か
っ
た
、
浪
密
で
深
刻
な
表
現
内
容

は
類
を
見
な
い
。
感
情
の
嵐
と
も
言
う
べ
き

激
し
い
曲
想
が
全
曲
を
貰
き
、
全
楽
章
を
通

じ
て
の
有
機
的

一
貰
性
、
緊
迫
感
も
半
端
で

は
な
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
個
性
、
創
作
意
欲
、

表
現
技
術
、
ピ
ア
ニ
ズ
ム
が
、
極
限
に
近
い

ま
で
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
作
品
の
密
度
、

完
成
度
、
精
度
と
も
に
高
く
、
難
曲
な
が
ら

挑
戦
し
が
い
の
あ
る
名
曲
と
し
て
、
昔
か
ら

つ
か

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
心
を
激
し
く
掴
み
、
聴
く
者

を
魅
了
し
続
け
て
き
た
。

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
書
法
の
革
命
を
実
現
さ

せ
た
こ
の
名
作
が
、
突
然
生
ま
れ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
長
年
抱
き

続
け
て
き
た
音
楽
へ
の
思
索
を
、
先
行
す
る

作
品
で
さ
ま
ざ
ま
に
成
就
さ
せ
、
具
体
的
に

形
成
し
て
き
た
租
み
重
ね
の
上
に
、
自
ら
の

進
む
べ
き
新
た
な
創
作
へ
の
道
を
開
拓
し
た

一
大
成
果
で
あ
る
だ
ろ
う
。

ト
長
調
ソ
ナ
タ
（
第
16
番
、
作
品

31
の
1
)

第
2
番
変
口
短
調
を
聴
い
て
み
て
も
感
じ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

名
曲
だ
け
に
デ
ィ
ス
ク
は
た
く
さ
ん
出
て

い
る
が
、
聴
か
せ
ど
こ
ろ
も
多
く
、
謎
め
い

た
内
容
の
作
品
で
は
な
い
せ
い
か
、
名
演
奏

も
少
な
く
な
い
。

ル
ド
ル
フ
・
ゼ
ル
キ
ン
の

1
9
6
2
年
録
音

盤
は
集
中
力
に
満
ち
た
剛
直
な
演
奏
で
、
曲

全
体
の
持
続
を
申
し
分
な
く
表
現
し
た
見
事

な
も
の
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の

59
年
盤
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く
、
構
成
力
に

た
く
ま

秀
で
、
表
現
も
退
し
い
。
伝
統
を
踏
ま
え
た

確
信
に
満
ち
た
演
奏
だ
。
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
フ
・

リ
ヒ
テ
ル

92
年
の
ラ
イ
ヴ
録
音
は
劇
的
な
振

幅
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
際
立
ち
、
燃
え
上
が

る
炎
を
圧
倒
的
な
表
現
力
で
再
現
し
な
が
ら
、

円
熟
味
も
う
か
が
え
る
。

邦
人
の
演
奏
で
は
、
感
情
と
理
知
を
巧
み

に
共
存
さ
せ
た
仲
道
郁
代
の

2
0
0
 
4
年
12

月
録
音
盤
、
河
村
尚
子
の

18
年
12
月
録
音
の

最
新
盤
も
聴
い
て
お
き
た
い
。

5

スヴャトスラフ・リヒテル

収録 1992年
（ユニバーサル） UCCD-9956 
※Decca原盤

ルドルフ・ゼルキン

収録：1962年

（ソニー）SICC-1817 

仲道郁代

収録・2004年

(BMG) BVCC-34173 

河村尚子

収録・2018年

（ソニー）SICC-19044 

スヴャトスラフ・リヒテル

• 

「熱情ソナタ」を献じられたフランツ・フォン・ブルンスヴ

ィック ・デ・コロンパ伯爵 (1777-1849)。ハンガリー
の貴族で、ブダ近郊の宮殿に暮らし、レオナルド、デュ

ーラー、レンブラントらの名画の数々や膨大な蔵書を保

有、しばしばウィーンにも赴いた。チェロの演奏に秀で、

ペートーヴェンと非常に親しくなり、「幻想曲」（作品

77)も献呈されている。晩年には、年若いヴァイオリニ

スト、ヨーゼフ ・ヨアヒム（ベートーヴェンのヴァイオリ

ン協奏曲をよみがえらせた）をサポートしている。なお、

ペートーヴェンが求愛したヨゼフィーネは2歳年下の妹。

■

難
曲
な
が
ら
挑
戦
し
が
い
の
あ
る
名
曲

先
行
作
品
を
積
み
重
ね
た
上
で
の
創
作

ピアノ・ソナタ
第23番「熱情」
～激しい曲想、有機的一貫性、緊迫感…～

闘争的な、激しい感情の嵐が吹き荒れる曲だが、

音楽的構成にはまった＜隙がなく、

充実した内容が見事な音楽的造型と一体化した作品となっている。

文青澤唯夫◎音楽評論家
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マリー・ビゴー (1786-1820)。アルザ

スに生まれ、ウィーンで活躍したピアニ

スト。夫はラス＇モフスキー伯爵の司書で、

ハイドンやサリエリらと親交を結ぷ。ペー

トーヴェンも彼女の演奏を高く評価、で

きたばかりの「熱情ソナタ」を彼女は初

見で演奏し、作曲者を感激させる。その

草稿は彼女に捧げられた。パリに戻って

からはベートーヴェン作品の紹介に努め、

メンデルスゾーン姉弟にも教えている。

• 

〈
熱
情
ソ
ナ
タ
〉
が
作
曲
さ
れ
た
の
は
、

数
多
く
の
削
除
、
訂
正
、

書
き
直
し
を
施
す

ー

終
楽
章
ロ
ン
ド
終
結
部
の
プ
レ
ス
ト
、
〈
テ
ン

ペ
ス
ト
・
ソ
ナ
タ
〉
（
第
1
7
番
、
作
品
31
の
2
)

の
終
楽
章
、
〈
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ソ
ナ
タ
〉

（第
21
番
、
作
品
53)
の
感
情
の
幅
と
広
が
り
、

そ
の
終
楽
章
コ
ー
ダ
か
ら
プ
レ
ス
テ
ィ
ッ
シ
モ

へ
の
追
い
込
み
、
へ
長
調
ソ
ナ
タ
（
第
22
番、

作
品
54)
第
2
楽
章
の
無
窮
動
的
楽
想
な
ど
、

形
式
的
、
構
成
的
、
技
法
的
な
追
求
と
そ
の

発
展
の
足
跡
を
こ
の
曲
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。〈
英
雄
交
評
曲
〉
様
式
の
応
用
や
、
後
に

作
曲
さ
れ
る
第
5
交
響
曲
の
〈
運
命
の
動
機
〉

さ
え
も
聴
こ
え
て
く
る
。
闘
争
的
な
、
激
し

い
感
情
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
曲
だ
が
、
音
楽

的
構
成
に
は
ま
っ
た
＜
隙
が
な
く
、
充
実
し

た
内
容
が
見
事
な
音
楽
的
造
型
と
一
体
化
し

た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

► ► 作品データ................................... ......................... 
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フリードリヒ・グルダ（ピアノ）
ピアノ・ソナタ
第23、24、25、26、27番

（ユニバーサル） POCL-4407 

,・ 

イーヴォ・ポゴレリチ（ピアノ）
ピアノ・ソナタ
第22、24番、他

（ソニー）SICC-30512 
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第22、23、24、25、26番
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ピアノ・ソナタ第26番の

初版楽譜の表紙

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
24

1
2
6
番
が
作
曲
さ
れ
た
の
は

1
8
0
9
年
1

10
年
。
こ
の
時
期
の
ソ
ナ
タ
は
、
そ
れ
ま
で

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
培
っ
て
き
た
堅
牢
な
主
題

設
定
に
、
著
し
い
変
化
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま

ま
と

り
主
題
に
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
的
性
格
を
纏
わ
せ

ょ
う
と
し
た
た
め
、

主
題
を
分
解
し
た
上
で

有
機
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
距
離
を
置
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
、

1
8
1
4
1
1
6
年
の
第
27

番
、
第
28
番
で
さ
ら
に
顕
著
に
な
り
、
楽
曲

に
ロ
マ
ン
性
を
与
え
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
な
ど
の

登
場
を
予
感
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
こ
れ
ま
で
第
2
主
題

が
担

っ
て
き
た
抒
情
性
や
歌
謡
性
を
第
1
主

題
に
付
与
す
る
こ
と
と
な
り
、

2
つ
の
動
機

は
対
立
的
な
構
造
か
ら
統

一
性
を
帯
び
た
ス

タ
イ
ル
に
移
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

第
27
番
を
書
い
た

1
8
1
4
年
頃
は
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
の
な
か
で
も
創
作
的

に
危
機
的
な
状
況
で
あ
り
、
小
品
や
歌
曲
を

除
い
て
顕
著
な
作
品
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。

も
と
よ
り
有
名
な

「
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ

ッ

ト
の
辿
書
」
を
記
し
た

1
8
0
2
年
頃
に
は
、

聴
覚
障
害
は
相
当
進
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
頃
に
な
る
と
益
々
病
状
が
悪
化
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
そ
の
後
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

こ
ん渾
身
の
力
を
振
り
絞
り
、

「
交
評
曲
第
9
番

《
合
唱
付
き
》、
最
後
期
の
弦
楽
四
重
奏
曲
と

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
、
そ
し
て

「
デ
ィ
ア
ベ
リ
変

奏
曲
」
な
ど
傑
作
を
次
々
と
発
表
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

て
出
版
さ
れ
た
。
「
フ
ァ
チ
ー
レ
」
と
は

「易

し
い
、
簡
単
な
」
と
い
う
意
味
。

ト
長
調
と
い
う
調
性
は
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ

ェ

ン
の
そ
れ
ま
で
の
ソ
ナ
タ
で
第
20
番

(1
7
9

6
年）
、
第
10
番
、
第
16
番
、
そ
し
て
第
25
番

と
4
曲
あ
り
、
そ
れ
以
降
に
は
見
あ
た
ら
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
の
第
27
番
は
ホ

短
調
で
、
同
じ
＃
1
つ
の
平
行
短
調
で
あ
る

た
め
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
そ
う
い
う
ロ
ジ
ッ

ク
を
設
定
し
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。

第
1
楽
章
に
は
プ
レ
ス
ト
・
ア
ラ
・
テ
デ
ス

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

24番
嬰
へ
長
調

作
品
78
「
テ
レ
ー
ゼ
」

井
が

6
つ
も
つ
く
調
性
は
な
ぜ
？

ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
ウ
ィ
ー
ン
侵
攻
が
あ

っ

た
1
8
0
9
年
に
作
曲
さ
れ
て
い
る
。
2
楽

章
形
式
で
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
前
年
に
は

「交
評
曲
第
5
番
」
と

「
同
第
6
番
」、
こ
の

年
に
は

「ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
5
番
」
も
書
き

上
げ
ら
れ
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
創
作
は
著

し
く
充
実
し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
ソ

ナ
タ
も
、
ピ
ア
ノ
に
よ
る
表
現
力
を
追
求
し

ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
バ
ト
ロ
ン
の
1
人
で
作
曲
の
弟
子
、

ル
ド
ル
フ
大
公

（ル
ド
ル
フ
・
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ォ
ン
・

エ
ス
タ
ー
ラ
イ
ヒ
、
1
7
8
8
i
1
8
3
1
)

力
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
古
い
ド
イ
ツ

舞
曲
で
ワ
ル

ツ
の
原
型
で
あ
る
。
ゆ
え
に
楽

し
い
踊
り
と
い
う
意
図
を
忍
ば
せ
た
の
だ
ろ

う、

59
小
節
か
ら
現
れ
る
左
手
の
音
型
が
か

っ
こ
う
の
鳴
き
声
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら、「
か

っ
こ
う
ソ
ナ
タ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
第
2
楽
章
は
舟
歌
を
思
わ
せ
る
楽
章
で

あ
り
、
献
呈
者
は
な
い
が
味
わ
い
深
い
風
趣

1
 ピアノ・ソナタ第24番を献呈さ

れたテレーゼ・ブルンスヴィック

(1775-1861) 

． 

』

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

26
番
変
ホ
長
調

「
告
別
」
作
品

8
1
a

フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
の

「

n山、

博
愛
」
を
標
榜

1
8
0
9
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
ウ
ィ

ー
ン
入
城
に
よ

っ
て、

皇
帝
を
は
じ
め
多
く

の
貴
族
は
戦
禍
を
逃
れ
て
疎
開
し
て
い

っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
最
大
の
後
援
者
ル
ド
ル
フ

大
公
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
や
が
て
ウ
ィ
ー

ン
を
去
っ
て
い
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
大

公
に
ソ
ナ
タ

1
曲
を
献
呈
し
よ
う
と
思
い
立

っ
た
の
は
そ
の
折
で
あ
る
。

ゆ
え
に
当
初
各
楽
章
に
は

「告
別
」
、
「
不

在」
、
「
再
会
」

と
標
題
を
付
け
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
ソ
ナ
タ
が
完
成
し
た
の
は
ル
ド
ル
フ

大
公
が
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
っ

て
き
て
か
ら
で
あ
っ

た
。
こ
の
標
題
の

3
つ
の
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま

b
が
3
つ
の
変
ホ
長
調
と
い
う
調
性
に
結
び

付
く
だ
ろ
う
。
ま
た
同
時
に
3
つ
の
b
は

「交

評
曲
第
3
番
《英
雄
》」や
「ピ
ア
ノ
協
奏
曲
《皇

帝
》」
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
27
番
を
献
呈
さ
れ
た

モ
ー
リ

ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・

リ
ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー
伯
爵

平
等
、

と
ユ
ー
モ
ア
に
彩
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
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こ
の
時
期
の
ソ
ナ
ク
は
、
そ
れ
ま
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

培
っ
て
き
た
堅
牢
な
主
題
設
定
に
、
著
し
い
変
化
が
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
主
題
に
カ
ン
ク
ー
ビ
レ
的
性
格
を
纏
わ
せ
よ
う
と
し
た
た
め
、

主
題
を
分
解
し
た
上
で
有
機
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
距
離
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
、
第

27番
、
第

28番
で
さ
ら
に
顕
著
に
な
り
、

楽
曲
に
ロ
マ
ン
性
を
与
え
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
な
ど
の
登
場
を
予
感
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

か

れ

ん

た
俊
雅
で
可
憐
な
作
品
と
捉
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
徹
底
的
な
動
機
操
作
か
ら
離
れ
た
こ
と
は

前
述
し
た
が
、
特
徴
的
な
の
は
嬰
へ

長
調
と

い
う
調
性
で
あ
る
。
こ
の
＃
が

6
つ
も
付
く

調
性
は
、
他
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
で
は
皆
無
で

あ
る
し
、

全
作
品
を
鑑
み
て
も
そ
れ
ほ
ど
存

在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
調
号
が
多
い

と
そ
の
後
の
転
調
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も

あ
っ
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
2
楽
章
と
も
に

な
ぜ
こ
の
調
性
を
選
ん
だ
の
か
は
理
解
し
難

い
。
主
音
が
F
＃
で
あ
り
、
続
く
第
25
番
は

ト
長
調
で
主
音
は
半
音
上
の
G
で
あ
る
か
ら
、

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
制
作
上
の
過
渡
期
の
中
で
、

実
験
的
な
試
み
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
音
楽
教
師
を
し
て
い

た
プ
ル
ン
ス
ヴ
ィ
ッ

ク
伯
爵
家
に
は

2
人
の

娘
が
お
り
、

生
涯
独
身
を
通
し
た
姉
の
テ
レ

ー
ゼ
と
、

一
度
結
婚
し
て
未
亡
人
に
な
っ
た
妹

の
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
の

2
人
は
、
師
で
あ
る
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
感
謝
を
込
め
て
自
分
た
ち
の

ヒ
ア
ノ
ソ
ナ
タ

第
24
番
S
2
7
番

肖
像
画
を
贈

っ
た
。
そ
の
返
礼
が
こ
の
ソ
ナ

タ
で
あ
り
、
テ
レ
ー
ゼ
は
か
つ
て

;
不
滅
の

恋
人
ク
の
候
補
で
あ
っ
た
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
が
本
当
に
愛
し
た
の
は
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
だ

っ

た
よ
う
だ
。

●

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

25
番
卜
長
調

作
品
79
「
か
っ
こ
う
」

古
典
的
形
式
に
回
帰

「
テ
レ
ー
ゼ
」
と
同
様
、

1
8
0
9
年
に
短

期
間
で
作
血
さ
れ
た
。
第
24
番
で
は
、

「
ワ
ル

ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」
や
「
熱
情
」
な
ど
と
は
異
な
る
、

新
た
な
ロ
マ
ン
主
義
的
叙
情
表
現
を
探
求
し

た
が
、
こ
の
第
25
番
で
は

3
楽
章
構
成
の
伝

統
的
な
古
典
的
形
式
に
回
帰
し
て
い
る
。

自
筆
譜
に
は
「
ソ
ナ
タ
」
と
あ
る
も
の
の
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
出
版
社
に
送

っ
た
書
簡

に
は
「
卜
長
調
の
作
品
は
、
ソ
ナ
チ
ネ
・
フ

ア
チ
ー
レ
、
或
い
は
ソ
ナ
チ
ネ
と
し
て
ほ
し
い
」

と
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、

「
ソ
ナ
チ
ネ
」
と
し

ン
の

「自
由
、

平
等
、
博
愛
」
を
標
榜
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

後
期
の
巨
大
な
ソ
ナ
タ
に
至
る
時
期
の
作

品
で
あ
る
が
、
決
し
て
過
渡
期
的
な
存
在
で

は
な
く
、
新
た
な
主
題
法
を
導
入
す
る
な
ど

常
に
前
作
に
満
足
し
な
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン

の
旺
盛
な
創
作
意
欲
と
革
新
的
な
方
向
性
に

満
ち
た
ソ
ナ
タ
で
あ
る
。

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

27
番
ホ
短
調

作
品
90

ス
ラ
ン
プ
の
中
で
書
き
上
げ
る

1
8
1
3
年
か
ら

16
年
に
か
け
て
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
意
欲
は
少
な
か
ら
ず
停

滞
し
て
い
た
。
12
年
夏
に
は
有
名
な
「
不
滅

の
恋
人
へ
の
手
紙
」
が
し
た
た
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
う
し
た
恋
愛
感
情
の
混
乱
が
精
神
的

つ
な

な
落
ち
込
み
に
繋
が
り
、
積
極
的
な
作
曲
活

動
に
は
結
び
付
か
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か

と
も
推
察
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
こ
の

時
期
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
新
た
な
様
式
変

化
に
向
か
う
充
電
期
で
も
あ
り
、
そ
れ
も
要

因
の
ひ
と
つ
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。

か
よ
う
な
ス
ラ
ン
プ
状
態
に
あ

っ
て
も
1

8
1
4
年
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
の
第
27
番

を
書
き
上
げ
た
。
ち
ょ
う
ど
声
楽
作
品
に
傾

倒
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
前
述
の
第
25

番
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
な
、
ま
た
ロ
マ
ン

派
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
主
題
展
開
が
著
し

い
。
2
楽
章
構
成
を
採
り
、
そ
の
意
味
を
聞

か
れ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
「
第
1
楽
章
は

理
性
と
感
情
の
争
い
、
第
2
楽
章
は
恋
人
と

の
会
話」

と
応
え
た
と
い
う
。
リ
ヒ
ノ
フ
ス

キ
ー
侯
爵
に
献
呈
さ
れ
た
。

ロ

► ► 作品データ
.................................................................... 

■ ピアノ・ソナタ第24番「テレーゼ」
作曲…1809年

■ピアノ・ソナタ第25番「かっこう」
作曲..・1809年

■ ピアノ・ソナタ第26番「告別」
作曲・・・1809~10年

ピアノ・ソナタの中で「悲愴」とこの「告別」は
自身で標題を付けた

■ビアノ・ソナタ第27番
作曲…1814年
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そ
う
し
た
目
論
み
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た

3

曲
の
「
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
弦
楽
四
重
奏
曲
」
は、

今
ま
で
の
弦
楽
四
重
奏
曲
の
概
念
を
大
き
く
打

ち
破
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の

一
っ
は
弾
き
手

と
聴
き
手
の
明
瞭
な
分
離
が
な
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

例
の
シ
ュ
パ
ン
ツ
ィ
ヒ
弦
楽
四
重
奏
団
を
前

提
と
し
、
公
開
で
の
演
奏
会
が
念
頭
に
あ
っ
た

の
か
、
そ
こ
で
要
求
さ
れ
て
い
る
技
術
は
き
わ

め
て
高
度
な
も
の
で
あ
り
、
今
ま
で
の
室
内
楽

作
品
の
多
く
が
持
っ
て
い
た
、
サ
ロ
ン
で
ア
マ

チ
ュ
ア
が
楽
し
み
な
が
ら
弾
け
る
と
い
う
域
を

は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
そ
れ
は
今
日
の
技
術

的
に
優
秀
な
弦
楽
四
重
奏
団
に
と

っ
て
も
決
し

て
易
し
く
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

弾
き
手
と
聴
き
手
の
明
瞭
な
分
離

s楽
器
演
奏
の
技
術
的
複
雑
さ

シュパンツィヒ弦楽四重奏団

のチェリスト、ヨーゼフ・リン

ケ(1783-1837)。ラス＇モフ

スキー・セット第7番の第1

楽章冒頭の印象的なチェロ

の旋律は彼の楽器から生ま

れ出たことになる。ベートヴ

ェン作品では他に、ピアノ三

重奏曲第5-7番の初演にも

かかわり、チェロ・ソナタ第4、

5番は彼のために書かれた。

1
7
9
8
年
か
ら
1
8
0
0
年
に
か
け
て
作

鼎
さ
れ
た
作
品
18
で
、
作
曲
と
い
う
も
の
の
姿

勢
に
大
き
な
転
換
を
果
た
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
は
、
そ
の
年
を
境
と
し
て
世
に
言
う
と
こ
ろ

ま
い
し
ん

の
中
期
の
「
傑
作
の
森
」
に
向
っ
て
邁
進
し
て

＜
 

し

こ
の
時
期
多
く
の
傑
作
が
も
の
さ
れ
た
中

で
、
彼
は
し
ば
ら
く
弦
楽
四
重
奏
曲
の
作
曲
に

は
関
心
を
示
さ
な
か

っ
た
。
今
や
自
ら
の
音
楽

創
作
の
ス
タ
イ
ル
や
書
法
を
完
全
に
確
立
し
た

彼
は
、
必
ず
し
も
多
く
の
聴
衆
を
期
待
で
き
な

い
弦
楽
四
重
奏
曲
よ
り
は
、

多
く
の
聴
衆
に
語

り
か
け
る
、
と
い
う
よ
り
も
激
し
く
音
楽
的
主

張
を
投
げ
掛
け
る
こ
と
の
出
来
る
ジ
ャ
ン
ル
に

一
心
に
力
を
注
い
だ
の
だ
。
し
か
し
こ
の
間
に

も
世
の
中
の
変
転
は
激
し
く
、
そ
れ
に
呼
応
す

る
か
の
よ
う
に
音
楽
受
容
の
在
り
方
も
確
実
に

変
化
を
起
し
て
い
た
。

従
来
あ
く
ま
で
私
的
な
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、

高
い
音
楽
的
教
蓑
を
持
つ
人
々
に
囲
ま
れ
演
奏

さ
れ
て
き
た
弦
楽
四
重
奏
曲
も
、
徐
々
に
で
は

あ
る
が
交
酵
曲
や
協
奏
曲
同
様
、
公
開
の
演
奏

弦
楽
四
重
奏
曲
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
も

新
た
な
局
面
が
…

規
模
の
長
大
化
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
巨
大
さ

会
へ
の
道
が
開
か
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ラ
ズ

モ
フ
ス
キ
ー
伯
爵
家
付
き
と
は
い
え
、
シ

ュ
パ

ン
ツ
ィ
ヒ
弦
楽
四
重
奏
団
の
よ
う
に
本
格
的
な

四
重
奏
団
も
活
動
を
展
開
し
得
る
状
況
に
な
っ

て
き
た
。

恐
ら
く
こ
の
辺
り
の
状
況
の
変
化
を
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
は
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
い
た
に
述
い

な
い
。
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
家
と
関
わ
り
の
あ
っ

た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
腕
の
よ
い
シ
ュ
パ
ン

は
、
そ
う
し
た
楽
器
の
可
能
性
を
極
限
ま
で
使

い
尽
く
す
と
い
う
技
術
的
な
複
雑
化
が
、
単
な

る
外
面
的
効
果
の
た
め
だ
け
に
な
さ
れ
た
の
で

は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
む
し
ろ
シ
ュ
パ

ン
ツ
ィ
ヒ
弦
楽
四
重
奏
団
に
さ
え
至
難
を
き
わ

め
た
技
術
的
困
難
は
、

一
切
の
外
的
制
約
を
無

視
し
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
自
己
の
理
想
的
な
音

の
世
界
、

音
に
よ

っ
て
提
示
さ
れ
た
問
題
を
追

求
す
る
た
め
の
必
然
的
帰
結
な
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
れ
ら
の
作
品
で
課
さ
れ
た
問
題
の
大

き
さ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
も
格
別
で
、
そ

れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
「
エ
ロ
イ
カ
」
な

ど
と
同
様
、

当
然
そ
れ
な
り
の
規
模
が
要
求
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
例
え
ば

「
へ
長
調
作
品

59ー

1

（第
7
番
）」

の
ソ
ナ
タ
形
式
に
よ
る

第
1
楽
章
は
、
従
来
の
室
内
楽
で
は
考
え
ら
れ

も
し
な
か

っ
た
4
0
0
小
節
に
も
及
び
、
ハ
イ

ド
ン
や
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
も
の
に
比
較
す
る
と

約
2
倍
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
第

1
楽
卒
全
体
の
約
半
分
を
も

占
め
る
1
6
2
小
節
に
わ
た
る
展
開
部
の
拡
大

化
は
大
き
く
目
を
引
く
。
こ
う
い

っ
た
長
大
化

は
、
単
純
な
長
さ
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
む

し
ろ
そ
う
し
た
長
さ
に
耐
え
ら
れ
る
テ
ー
マ
に

課
さ
れ
た
問
題
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

問
題
性
の
大
き
さ
と
は
、
そ
の
テ
ー
マ
が

様
々
に
音
楽
的
に
展
開
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
よ

り
大
き
な
音
楽
的
磁
味
を
創
造
し
得
る
可
能

性
が
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し

て
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
は
、
第
1
楽
章

ペートーヴェンに3曲の弦楽四重

奏曲の作曲を依頼したアンドレイ・

キリロヴィチ ・ラズモフスキー伯爵

(1752~1836)。1792年以来、ウ

ィーンのハプスブルク宮廷でのロ

シア外交官を務め、1814年のウィ

ーン会謙でも活躍。自らヴァイオ

リンを能くし、名ヴァイオリニスト

のシュバンツィヒを中心とする弦

楽四重奏団を結成させた。同じパ

トロンのロプコヴィッツ侯爵は義

理の兄弟。14年の大晦日、ネオク

ラシック・スタイルの自慢の宮殿

が焼失してしまい、翌年公爵に叙

せられるものの、以前の勢いは失

う。だが、その家名は名曲のおか

げで記憶に留められている。

弦楽四重奏曲全集

ペートーヴェン：

弦楽四重奏曲第7番 へ長調 作品59-1

アルバン・ペルク四重奏団

収録： 1989年
（ワーナー）WPCS-28058 
※第8番はWPCS-28059
第9番はWPCS-28060に所収
EMI原盤

東京クワルテット

収録 ：1989-90年
(Sony) 88691975782 

※「ペートーヴェン弦楽四重奏曲全集」
(9CD)所収、輸入盤

、

.1

、・

beethoven 

ー. . ヽ'-・-:■ ．．．． 
•••• •••• '"● ,uoma,d quu,,01 

ブダベスト四重奏団

収録 :1958-61年録音
(Sony) 88697776782 

※「ペートーヴェン：弦楽四重奏曲全集」
(8CD)所収、 輸入盤

s弦
楽
四
重
奏
曲
第

7
、
8
、
9
番
「
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
・
セ
ッ
ト
」

s

ヽ
ジュリアード弦楽四重奏団

収録 ：1964、65、70年
(Sony) SB8K87889 

※「ペートーヴェン： 弦楽四重奏曲全集」
(BCD)所収、輸入盤

一,-~ 
I -.. "' • ") :1 :fl' 

ペルリン（ズスケ）弦楽四重奏団

収録 ：1967年録音
(Brilliant) BRL-94672 

※「ペートーヴェン： 弦楽四重奏曲全集」

(7CD)所収、輸入盤
Deutsche Schallplatten原盤

緩
徐
楽
章
の
痛
切
な

情
緒
表
現
の
高
ま
り

文

中
村
孝
義
◎
大
阪
音
楽
大
学
名
誉
教
授

•
音
楽
学

text b
y
 Takayoshi N
a
k
a
m
ura 

ツ
ィ
ヒ
弦
楽
四
重
奏
団
を
利
用
で
き
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
前
作
か
ら
6
年
を
経
て
や
っ
と

弦
楽
四
重
奏
曲
の
創
作
に
取
り
か
か
る
。

サ
ロ
ン
性
か
ら
の
脱
却
化
を
図
る

こ
の
時
す
で
に
彼
は
単
な
る
新
進
の
作
曲
家

で
は
な
く
、
ヴ
ィ
ー
ン
で
も
最
も
嘱
望
さ
れ
る

作
仙
家
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
。
そ
れ
に
1

8
0
4
年
の

「
エ
ロ
イ
カ
」
で
の
大
き
な
成
功

は
彼
に
絶
大
な
自
信
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
こ

う
し
た
状
況
を
背
批
に
、
し
ば
ら
く
手
懸
け
て

い
な
か

っ
た
弦
楽
四
重
奏
曲
に
取
り
か
か

っ
た

の
は
、
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
伯
爵
か
ら
の
依
頼
が

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
他
の
3
つ
の
楽
章
に
ま
で

及
ぶ
ほ
ど
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

他
に
も
こ
の
訓
を
特
徴
づ
け
る
斬
新
な
手
法

に
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
例
え
ば
緩
徐
楽
章

（第
3
楽
章
）

に
お
け
る
情
緒
表
現
の
高
ま
り

が
、
こ
の
曲
に
お
い
て
は
さ
ら
に
深
い
境
地
を

示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
痛
切
な
ま

で
に
激
し
い
感
情
の
高
ま
り
と
、
だ
か
ら
と
い

め
い
せ
き

っ
て
決
し
て
情
緒
に
溺
れ
る
こ
と
の
な
い
明
晰

な
形
式
感
の
バ
ラ
ン
ス
の
う
え
に
生
ま
れ
る
透

明
感
の
高
い
抒
情
性
は
、
い
か
に
も
品
格
が
高

く
、
緩
徐
楽
章
の
表
現
に
全
く
新
し
い
境
地
を

開
く
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
こ
れ
ま
た
ソ
ナ
タ
形
式
に
よ
る
第
2

楽
章
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
、
旋
律
や
和
声
を
欠
い
た

この3つの弦楽四重奏曲集を書く前の

ベートーヴェンの心には、

「前例など何ほどのものでもない。

技術的制約など気にするな。

もっと大胆に、もっと思うがままに、

理想とする音の世界を追求せよ」

という声が聞こえていたに違いない。

ウ
ィ
ー
ン
古
典
派
の

弦
楽
四
重
奏
曲
書
法
を
は
る
か
に
超
え
て

あ
っ
た
と
は
い
え
、
や
は
り
彼
な
り
の
深
い
内

発
的
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

作
品
18
で
も
1
つ
の
節
目
を
作
っ
た
彼
は
、

そ
れ
か
ら

6
年
の
充
実
し
た
創
作
活
動
を
経

て
、
再
び
彼
の
創
作
に
こ
れ
ま
で
の
集
約
と
新

た
な
飛
躍
を
目
指
そ
う
と
考
え
た
の
だ
。
そ
し

て
こ
の
時
、
彼
の
心
に
は
「
前
例
な
ど
何
ほ
ど

の
も
の
で
も
な
い
。
技
術
的
制
約
な
ど
気
に
す

る
な
。
も
っ
と
大
胆
に
、
も
っ
と
思
う
が
ま
ま

に
、
理
想
と
す
る
音
の
世
界
を
追
求
せ
よ
」
と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。

こ
の
声
に
応
え
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の

が
、
他
で
も
な
い

1
8
0
6
年
に
生
み
だ
さ
れ

た

「
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
弦
楽
四
重
奏
曲
集

（セ

ッ
ト
）」

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
交
評
曲
や
協
奏
曲

で
は
す
で
に
果
た
さ
れ
て
い
た
、
ハ
イ
ド
ン
や

モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
影
響
か
ら
抜
け
出
た
全
く
新

し
い
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
弦
楽
四
重
奏
仙
の

創
造
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
弦
楽
四
重
奏
曲

の
重
要
な
フ

ァ
ク
タ
ー
の

一
っ
と
な

っ
て
い
た

サ
ロ
ン
性
か
ら
の
脱
却
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

9
 .

.
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革
命
的
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
リ
ズ
ム
の
み

に
よ
る
主
題
も、

4
6
7
小
節
に
も
及
ぶ
そ
の

主
題
の
徹
底
的
な
展
開
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る

と、

当
時
の
人
々
の
「
こ
れ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
冗
談
だ
」
と
い
う
誤
解
と
は
裏
腹
に
、
ま

さ
に
必
然
的
な
設
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
了
解
で

き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
彼

の
中
期
様
式
は

一
っ
の
頂
点
を
迎
え
た
と
言
っ

て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
曲
と
セ

ッ

ト
を
成
す

「ホ
短
調
作
品
5
9
_
2
（第
8
番
）」
、

「
ハ
長
調
作
品
5
9
1
3
（第
9
番）
」
の
2
曲
が
、

各
々
の
音
楽
的
個
性
を
際
立
た
せ
つ
つ
も
、
と

も
に
中
期
の
壮
絶
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
世

ま

界
を
築
い
た
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
こ
こ
に

彼
は
、
ヴ
ィ
ー
ン
古
典
派
の
弦
楽
四
重
奏
曲

書
法
を
は
る
か
に
超
え
出
て
、
全
く
新
し
い

コ
ン
セ
プ
ト
を
持
つ
弦
楽
四
重
奏
曲
の
確
立
に

成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

m

► ► 作品データ

■弦楽四重奏曲 第7番へ長調 作品59-1
第1楽章 Allegro
第2楽章 Allegrettovivace e sempre scherzando 
第3楽章 Adagiomolto e mesto -attaca 
第4楽章 ThemeRusse, Allegro 

■弦楽四重奏曲第8番ホ短調 作品59-2
第 1楽章 Allegro
第2楽章 MoltoAdagio 
第3楽章 Allegretto
第4楽章 Presto

■弦楽四重奏曲第9番 ハ長調 作品59-3
第 1楽章 lntroduzione.Andante con 

moto-Allegro vivace 
第2楽章 Andantecon moto quasi Allegro 
第3楽章 Menuetto.Grazioso 
第4楽章 Allegromolto 

作曲・・・1806年

依頼…アンドレイ・キリロヴィチ・ラズモフスキー伯爵

（後に公爵）

出版・ー・1808年、美術工芸社

． 



生璽250年

＂ぼ『

第11番「セリオーソ」を献呈され

たハンガリーの貴族、ニコラウ

ス・ズメシュカル・フォン・ドマ

ノヴェッツ侯爵 (1759-1833)。

自身、チェロを嗜み、ペートーヴ

ェンとも演奏を楽しんだ。、彼の

室内楽の多くはズメシュカルの

家で初演されたという。大パト

ロンではなかったが、ペートーヴ

ェンからは100通以上の書簡が

残されている。晩年はリューマ

チに悩まされるが、1824年の「第

九」の初演には現れた。

弦楽四重奏曲
第10&11番

ペルリン弦楽四重奏団

収録： 1975年
(Brilliant) BRL-94672 
※「ペートーヴェン：弦楽四重

奏曲全集」 (7CD)所収
輸入盤

メロス弦楽四重奏団

収録.1984年
（ユニバーサル） UCCG-5144 
※第10&11番。DG原盤

アルバン・ペルク四重奏団

収録： 1989年
（ワーナー） WPCS-28061 
※第10番を所収．
第11番はWPCS-28062に
所収。 EMI原盤

後
期
カ
ル
テ
ッ
ト
ヘ
と
連
な
る
道
を
進
む

s弦
楽
四
重
奏
曲
第
10番
「
ハ
ー
プ
」
＆
第
1
番
「
セ
リ
オ
ー
ソ
」

s

彼
は
、
弦
楽
四
重
奏
曲
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、

一
般
の
聴
衆
か
ら
は
る
か
に
隔
絶
し
た
世
界
へ
と
歩
み
始
め
る
。

つ
ま
り
彼
は
未
だ
他
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
示
す
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た

後
期
へ
の
道
筋
を
明
瞭
に
た
ど
り
始
め
る
の
で
あ
る
。

ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
・
セ

ッ
ト
か
ら
3
年
を
お

い
た
後
、

1
8
0
9
年
に
彼
は

「
弦
楽
四
重
奏

曲
第
10
番
変
ホ
長
調
作
品
74
〈
ハ
ー
プ
〉」

を、

つ
づ
い
て

1
8
1
0
年
に
は
「
第
11
番
へ
短
調

作
品
95
〈セ
リ
オ
ー
ソ
〉」

を
生
み
出
す
。
他

の
ジ
ャ
ン
ル
で
言
え
ば
「
交
智
曲
第
5
番
ハ
短

調
作
品
67
」
や

「第
6
番
へ
長
調
作
品
68
」
「
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
5
番
変
ホ
長
調
作
品
73
〈皇

帝
〉」

な
ど
が
作
曲
さ
れ
て
い
た
中
期
の
頂
点

に
あ
る
頃
で
あ
る
。

だ
が
弦
楽
四
重
奏
曲
に
、
こ
れ
ま
で
い
つ
も

自
ら
の
創
作
の
結
節
点
や
、
未
来
を
見
通
し

た
果
敢
な
実
験
的
試
行
の
位
罹
を
与
え
て
き

た
彼
は
、
こ
の

2
曲
で
も
同
時
期
の
他
の
ジ
ャ

ン
ル
と
は
や
や
異
な

っ
た
傾
向
を
模
索
し
て
い

た
。と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
2
曲
は
、
別
項
で
述

べ
た
あ
の
弦
楽
四
重
奏
曲
史
上
類
例
の
無
い
壮

絶
さ
を
示
し
た
「
ラ
ズ
モ
フ
ス
キ
ー
・
セ

ッ
ト」

の
延
長
線
上
に
あ
り
な
が
ら
も
、
同
時
に
明
ら

か
に
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
他
界
を
も
指
し
示
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば

「
ハ
ー
プ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
第
10

番
に

一
貰
し
て
流
れ
る
平
安
な
気
分
は
ど
う
だ

ろ
う
。
こ
こ
に
は
目
的
に
向
か

っ
て
し
ゃ
に
む

に
突
進
し
て
い
く
あ
の
中
期
特
有
の
覇
気
は
影

を
薄
め
、
明
ら
か
に
精
神
的
な
変
化
が
起
こ
っ

て
い
る
。
こ
の
変
化
が
何
に
起
因
す
る
か
を
突

き
止
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
彼
を
取
り

巻
い
て
い
た
日
常
的
、
外
的
要
因
は
と
も
か
く

も、

書
法
と
し
て
よ
り
簡
潔
で
即
興
的
な
方
向

を
試
み
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
。

な
ぜ
な
ら
複
雑
で
き
わ
め
て
手
の
込
ん
だ
、

論
理
性
の
高
い
手
法
を
徹
底
的
に
試
み
た
後
に

残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
結
局
ど
ん
な
場
合
で
も
、

よ
り
自
由
で
簡
素
な
書
法
の
な
か
に
、
よ
り
透

こ
う
ま
い

明
な
精
神
の
高
邁
さ
を
感
じ
さ
せ
る
世
界
に
他

な
ら
な
い
か
ら
だ
。
そ
し
て
実
は
こ
れ
こ
そ
が

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
後
期
様
式
へ
と
つ
な
が
る

も
の
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

つ
づ
く
第
11
番
「
セ
リ
オ
ー
ソ
」
で
も
、
前

作
に
比
べ
て
よ
り
内
向
的
で
暗
い
と
い
う
曲
の

性
格
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
無
駄
な
粉
飾
を

い
っ
さ
い
削
ぎ
落
と
し
た
集
約
化
、
楽
式
の
よ

り
自
由
な
取
り
扱
い
や
書
法
の
緊
密
性
と
い
う

点
に
お
い
て
は
、
前
作
の
方
向
を
さ
ら
に
推
し

進
め
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る

だ
ろ
う
。

た
だ
こ
う
し
た
弦
楽
四
重
奏
曲
の
在
り
方

は
、
ハ
イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
さ
ら
に
は

そ
の
時
代
の
群
小
作
曲
家
た
ち
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
弦
楽
四
重
奏
に
対
し
て

一
般
の
聴
衆
が

抱
い
て
い
た
「
愛
す
べ
き
ジ
ャ
ン
ル
」
と
い
う

文中村孝義〇大阪音楽大学名誉教授・音楽学

text by Tokayashi Nakamura 

旧東独を代表するカルテット、 ペルリン（ス＇スケ）弦楽四

重奏団。ペートーヴェンで本場ならではの名演を残した

イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
れ
ば
、
許
容
し
が
た
い
逸
脱

を
行
っ
て
い
る
と
し
か
映
ら
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

こ
こ
に
お
い
て
彼
は
、
弦
楽
四
重
奏
曲
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
、

一
般
の
聴
衆
か
ら
は

る
か
に
隔
絶
し
た
世
界
へ
と
歩
み
始
め
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
彼
は
未
だ
他
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は

示
す
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
後
期
へ
の
道
筋
を

め
い
り
ょ
う

明
瞭
に
た
ど
り
始
め
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
う

し
た
方
向
が
実
際
に
弦
楽
四
重
奏
曲
と
い
う
ジ

ャ
ン
ル
に
お
い
て
実
を
結
ぶ
ま
で
に
は
、
さ
ら

に
15
年
と
い
う
実
に
長
い
歳
月
を
我
々
は
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

m-

► ► 作品データ

■弦楽四重奏曲第10番変ホ長調作品74〈ハープ〉
第 1楽章 PocoAdagio-Allegro 
第2楽章 Adagioma non troppo 
第3楽章 Presto-Piupresto quasi prestissimo 
第4楽章 Allegrocon Variazioni 

作曲・・・1809年
献呈・・ルドルフ大公

出版・・1810年、ブライトコップフ＆ヘルテル社

■弦楽四重奏曲第11番へ短調作品95〈セリオーソ〉
第1楽章 Allegrocon brio 
第2楽章 Allegrettoma non troppo 
第3楽章 Allegroassai vivace ma serioso 
第4楽章 Larghettoespressivo-Allegro agitato 

作曲…1810~11年
依頼・・・1814年
献呈…ニコラウス・ズメシュカル ・フォン・ ドマノヴェッツ侯爵

出版…1816年、シュタイナ一社

:57 MOSTL'Y-(L¥SSIC 



，
會

●

チ
ェ
ロ
の
新
約
聖
書

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
生
涯
に

5
鼎
の
チ
ェ

ロ
・
ソ
ナ
タ
を
残
し
た
。
32
曲
の
ピ
ア
ノ
・
ソ

ナ
タ
が
バ

ッ
ハ
の
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ア
曲
集
と

の
対
比
で
、
し
ば
し
ば

益
新
約
聖
書ク

と
呼

ば
れ
る
の
と
同
様
、
こ
の

5
曲
も
、
無
伴
奏

チ
ェ
ロ
組
曲
と
の
関
連
で

ょチ
ェ
ロ
の
新
約
聖

書ク

と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
若
い
こ
ろ
か
ら
チ
ェ

ロ
を
独
奏
楽
器
と
し
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。

自
ら
も
チ
ェ
ロ
を
た
し
な
ん
だ
プ
ロ
イ
セ
ン
王

の
前
で
披
露
し
た

1
、
2
番
は

1
7
9
6
年

の
作
。
こ
の
年
に
は
他
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ヘ

ン
デ
ル
の
主
題
を
用
い
た
変
奏
曲
も
書
か
れ

て
い
る
。
「
運
命
」
交
評
曲
の
直
後
に
取
り
掛

か
っ
た
と
さ
れ
る
第
3
番
は
、
「
傑
作
の
森
」

の
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
そ
の
名
に
恥
じ
な
い

堂
々
と
し
た
風
格
を
持
ち
、

一
方、

4
、
5

番
は

1
8
1
5
年
の
作
で
、
後
期
の
作
風
を

予
感
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
は
創
作
様
式
の
変
遥
を
反
映
し
て
い

1

,
 

．
．
 
'! 

で
創
作
が
低
迷
す
る

一
因
も
そ
こ
ら
へ
ん
に

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
に
お
い
て
も
、

3
番
が
飛

躍
的
な
成
果
を
収
め
、
豊
か
な
世
界
を
切
り

開
い
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、
後
続
作
品
の

作
曲
は
難
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
ろ
う
。
4
、

5
番
は
中
期
の
最
後
に
位
箇
す
る
が
、
後
期
、

つ
ま
り
1
8
1
6
年
以
降
に
は
、
チ
ェ
ロ
・
ソ

ナ
タ
は
お
ろ
か
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
も
ピ

ア
ノ
三
重
奏
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
実
は
こ
の

事
実
を
世
俗
的
な
名
声
の
高
ま
り
や
社
会
状

況
の
変
化
と
い
う
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
そ

こ
に
当
時
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
支
え
て
い
た

貴
族
た
ち
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

ウ
ィ
ー
ン
は
最
先
端
の
音
楽
が
集
ま
る
街

だ
っ
た
が
、
社
交
界
の
う
つ
ろ
い
や
す
い
趣
味

や
は
や
り
す
た
り
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に

と
っ
て
必
ず
し
も
居
心
地
の
良
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
3
番
の
ソ
ナ
タ
を
書
い
て
い
る
ち

ょ
う
ど
そ
の
頃
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
で
プ
ロ

イ
セ
ン
が
割
譲
し
た
領
地
に
建
国
さ
れ
た
ヴ

ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
王
国
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

1

世
の
弟
ジ
ェ
ロ
ー
ム
が
即
位
す
る
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
に
も
宮
廷
楽
長
の
声
が
か
か
っ
た
が
、

経
済
的
安
定
に
魅
か
れ
る
彼
を
ウ
ィ
ー
ン
に

引
き
留
め
る
た
め
動
い
た
の
が
、

3
番
を
献

呈
さ
れ
た
イ
グ
ナ
ッ
ツ

・
フ
ォ
ン
・
グ
ラ
イ
ヒ

ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
男
爵
と
、
後
に

4
、
5
番
を

献
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ア
ン
ナ
・
マ
リ
ー
・

エ
ル
デ
ー
デ
ィ
伯
爵
夫
人
だ
っ
た
。

彼
ら
が
ロ
プ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
や
キ
ン
ス
キ
ー
、

ル
ド
ル
フ
と
い
っ
た
貴
族
た
ち
に
呼
び
か
け

共
同
で
年
金
を
手
当
す
る
こ
と
で
、
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
は
カ

ッ
セ
ル
行
き
を
思
い
と
ど
ま
っ

チェロ・ソナタ第1~5番

亨 佐更野ヽ ペートーヴェン：.. ,;;.,. __™ __ チェロ・ソナタ第1~5番
ミッシャ・マイスター（チェロ）
マルタ・アルゲリッチ（ピアノ）

(DG) 00028943993425 
iTunesでダウンロード販売

國ーーヴェン：チェロとピアノのための作品全集

ジャン＝ギアン•ケラス（チェ ロ）
アレクサンドル • メルニコフ （ピアノ ）
(Harmonia Mundi) HMC-902183 

ペートーヴェン：チェロ・ソナタ全集

ムスティスラフ・ロストロボーヴィチ（チェロ）
スヴャストラフ ・リヒテル（ピアノ）

（ユニバーサル）UCCD-2141 

"'::~ :.:=':':: 

んパ
ペートーヴェン：チェロ・ソナタ全集

ピエール・フルニエ（チェロ）
フリードリヒ・グルダ（ピアノ）

(DG) 4776266 

た
の
で
あ
る
。
彼
の
芸
術
を
理
解
し
評
価
す

る
貴
族
も
確
実
に
お
り
、
特
に
エ
ル
デ
ー
デ

ィ
は
公
私
に
わ
た
っ
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
支

え
た
よ
き
理
解
者
で
、
「
幽
霊
」
を
含
む
作
品

70
の
2
つ
の
三
重
奏
な
ど
他
の
作
品
も
献
呈

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
社
会
市
民
層
の
勃
典
の
時
代
に
あ

っ
て
彼
ら
は
次
第
に
か
つ
て
の
力
を
失
い
つ
つ

あ
り
、

4
、
5
番
が
書
か
れ
る

1
8
1
5
年

に
も
な
る
と
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
彼
ら
を
あ

て
に
で
き
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
キ

ン
ス
キ
ー
、
リ
ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
ロ
プ
コ
ヴ
ィ

ベートーヴェンの親友、シュパンツ

ィッヒ四重奏団のチェロ奏者ヨー

ゼフ ・リンケ。第4、5番はリンケ
を想定して書かれた

アンナ・マリー・エルデーディ

伯爵夫人 (1779-1837)

る
点
が
興
味
深
い
が
、
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
も
そ

の
軌
跡
を
凝
縮
し
た
形
で
示
し
て
お
り
、
こ

こ
ら
へ
ん
が

益
新
約
聖
書ク

と
い
う
世
評
と

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

バ
ロ
ッ
ク
や
古
典
の
ソ
ナ
タ
に
比
べ
て
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
で
は

2
人
の
奏
者
の
応
答
が

よ
り
劇
的
に
な
っ
て
く
る
が
、
特
に

3
番
で

は
級
密
な
ピ
ア
ノ
に
、
幅
広
い
音
域
と
ダ
イ

じ

ナ
ミ
ズ
ム
で
チ
ェ
ロ
が
対
峙
し
、
雄
大
な
ス
ケ

ー
ル
感
が
楽
し
め
る
。
構
成
而
に
も
新
機
軸

が
あ
り
、
第
1
楽
章
は
チ
ェ
ロ
が
主
題
を
独

奏
で
い
き
な
り
歌
い
出
す
が
、
力
強
い
進
行

を
遮
っ
て
挟
ま
れ
る
即
典
的
フ
レ
ー
ズ
が
広

が
り
を
演
出
し
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
中
間
楽
章

を
経
て
、
短
い
序
奏
を
持
つ
堂
々
と
し
た
終

楽
浮
に
至
る
。

4
番
は
幻
想
曲
風
で
、
第

1
楽
章
は
ア
ン

ダ
ン
テ
の
序
奏
、
序
奏
の
主
題
の
反
行
形
を

テ
ー
マ
と
し
た
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
の
ア
レ
グ
ロ

主
部
と
い
う
2
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
第

2
楽
章
は
ア
ダ
ー
ジ
オ
で
始
ま
る
が
、
前
の

楽
章
の
主
題
を
引
用
し
て
か
ら
、
ヴ
ィ
ヴ

ァ

ー
チ

ェ
の
気
分
が
戻
っ

て
く
る
。
楽
章

・
各

部
の
間
に
は
関
連
性
が
あ
り
、

表
面
的
に
は

ッ
ツ
ら
は
す
で
に
世
を
去
っ
て
お
り
、
ラ
ズ
モ

フ
ス
キ
ー
も
宮
殿
を
火
事
で
失
い
、
隠
遁
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

一
方
、
ち
ょ
う
ど

こ
の
年
は
ウ
ィ
ー
ン
会
議
と
そ
の
関
連
イ
ヴ

ェ
ン
ト
で
街
が
に
ぎ
わ

っ
た
年
で
も
あ
り
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
オ
能
に
あ
ふ
れ
た
ヴ
ェ
テ
ラ

ン
芸
術
家
と
し
て
賞
校
さ
れ
た
。

■

危
機
を
乗
り
越
え
た
壬
＾
オ
ク

つ
ま
り
こ
の

2
つ
の
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
泄
俗
的
な
成
功
を
収
め

常に過去の作品を超えていこうとするペートーヴェンにとって、

傑作を生めば生むほど、その先のハードルは上がつていく。

「傑作の森」の後、中期の後半で創作が低迷する一因も

そこらへんにあるのではなかろうか。

文江藤光紀◎音楽評論家

text by Mitsunori Eto 

2
楽
章
構
成
と
な
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
自
立
し
た
も
の
と
み
る
こ
と

も
、
全
体
を

一
っ
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
楽

章
の
概
念
が
曖
味
に
な
り
、
既
存
の
形
式
を

踏
み
越
え
有
機
的
に
構
成
さ
れ
て
い
く
あ
た

り
が
後
期
の
様
式
を
先
取
り
し
て
い
る
。

5
番
は

3
楽
章
構
成
に
戻
っ
て
い
る
が
、

第
3
楽
章
に
長
大
な
フ
ガ
ー
ト
を
組
み
込
ん

だ
点
は
後
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
や
弦
楽
四
重

奏
を
思
わ
せ
る
。
時
の
流
れ
の
中
を
た
ゆ
た

と
う
と
う

う
よ
う
に
沼
々
と
進
む
第

2
楽
章
の
深
い
情

感
も
、
気
宇
壮
大
な
中
期
と
い
う
よ
り
、
内

的
に
沈
潜
す
る
後
期
の
気
分
と
共
通
す
る
。

■

後
期
に
は
書
か
れ
な
か
っ
た

チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
ク

市
民
層
の
勃
興
で

力
を
失
っ
て
い
く
貴
族
た
ち

常
に
過
去
の
作
品
を
超
え
て
い
こ
う
と
す

る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
、
傑
作
を
生
め

ば
生
む
ほ
ど
、
そ
の
先
の
ハ
ー
ド
ル
は
上
が
っ

て
い
く
。
「
傑
作
の
森
」
の
後
、
中
期
の
後
半

な
が
ら
も
、
そ
れ
ま
で
の
支
持
者
を
失
い
、

政
治
的
・
経
済
的
に
も
翻
弄
さ
れ
る
転
換
点

で
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
耳
の
病
も
急

速
に
悪
化
し
て
聴
覚
を
ほ
ぼ
完
全
に
失
い
、

こ
の
年
に
ロ
シ
ア
皇
后
を
前
に
演
奏
し
た
の

を
最
後
に
、
演
奏
活
動
か
ら
も
完
全
に
引
退

す
る
。
創
作
上
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
含
め
、

そ
こ
に
訪
れ
た
内
的
危
機
は
、
今
風
の
言
葉

で
い
え
ば
さ
し
あ
た
っ
て
ょ
中
年
ク
ラ
イ
シ

ス
ク
と
で
も
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
こ
う
し
た
ク
ラ
イ
シ
ス
を
、
少
な

く
と
も
創
作
の
上
で
は
乗
り
越
え
て
し
ま
う

ゆ
え
ん

の
が
、
天
才
の
天
才
た
る
所
以
で
あ
る
。

2

つ
の
ソ
ナ
タ
は
そ
の
力
強
い

一
歩
で
あ
り
、
ま

た
貴
族
サ
ロ
ン
と
の
結
び
つ
き
を
背
景
に
し

た
室
内
楽
作
品
の
追
産
で
も
あ
る
。

ち
な
み
に

4
、
5
番
を
初
演
し
た
シ
ュ
パ

ン
ツ
ィ
ッ
ヒ
四
重
奏
団
の
チ
ェ
ロ
奏
者
ヨ
ー
ゼ

フ
・
リ
ン
ケ
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
楽
器
に

つ
い
て
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
行
っ
て
い
た
が
、

彼
も
ま
た
エ
ル
デ
ー
デ
ィ
と
懇
意
に
し
て
い

た
。
最
初
の
夫
と
は
別
れ
再
婚
す
る
だ
け
で

な
く
、
芸
術
と
芸
術
家
に
広
く
愛
情
を
注
い

だ
エ
ル
デ
ー
デ
ィ
は
、
当
時
と
し
て
は
自
由
で

進
歩
的
な
女
性
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
や
は

り
1
8
1
5
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
ヘ
と
移
住
し
て

い
る
。こ
の
規
格
外
れ
の
新
機
軸
に
満
ち
た

2
つ

の
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
は
、
初
演
の
際
に
は
聴
衆

の
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
自
ら

の
属
す
る
社
会
階
層
の
落
日
を
肌
身
に
感
じ

て
い
た
だ
ろ
う
エ
ル
デ
ー
デ
ィ
は
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
創
作
に
現
れ
た
変
化
を
、
ど
ん
な

心
接
で
受
け
止
め
た
の
だ
ろ
う
か
？

■

雄
大
な
ス
ケ
ー
ル
感
と

構
成
の
新
機
軸
を
示
し
た
第

3
番
~ 

チェロ・ソナタ第1、2番を献呈されたフリードリヒ・

ヴィルヘルム2世（プロイセン王、 1733-97) 

ジャン＝ルイ・デュポール (1749

-1819)。兄は同じくチェリスト

のジャン＝ピエール・デュポール。

チェロ・ソナタ第1、2番は兄弟

のいずれかが初演した。ピアノ

はベートーヴェン自身

チェロ・ソナタ
第1~5番

一
•' 

• チェロ・ソナタ第 1 番へ長調作品5-1
作曲 ：1796年

• チェロ ・ソナタ第2番卜短調作品5-2
作曲 ：1796年

• チェロ・ソナタ第3番イ長調作品69
作曲 ：1808年

• チェロ・ソナタ第4番ハ長調作品 102-1
作曲 ：1815年

• チェロ・ソナタ第5番二長調 Op.102-2 
作曲 ：1815年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・'・ 
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こ
の
作
品
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ピ
ア
ノ
三
重

奏
曲
か
ら
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
特

徴
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
そ
の

1
つ
は
、
規

模
に
関
し
て

「英
雄
」

交
評
曲
や

「
ラ
ス
モ
フ

ス
キ
ー
第
1
番
」
四
重
奏
曲
の
場
合
と
全
く
同

様
に
、

実
に
雄
大
な
も
の
に
拡
張
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
全
体
で

1
2
2
6
小
節
を
も

有
す
る
そ
の
規
模
の
大
き
さ
は
、

空
前
な
だ
け

一規
模
の
大
き
さ
、
強
靱
な
構
想
力
、

意
味
深
い
楽
器
法

ピアノ三重奏曲

~ 
カザルス・トリオ

アルフレッド・コルトー（ピアノ）

ジャック • ティポー（ヴァイオリン）

バブロ・カザルス（チェロ）

収録： 1928年
(Opus Kura) Ol-'K-2100 
※2CD、輸入盤、 EMI原盤

オイストラフ・トリオ

レフ・オポーリン（ピアノ）
ダヴィド・オイストラフ（ヴァイオリン）

スヴャトスラフ ・クヌシェヴィッキー（チェロ）

収録:1958年
(EMI) TOCE-91092 

た
。
つ
ま
り
「
O
p
.
9
7
」
の

《大
公
》
ピ
ア
ノ

三
重
奏
曲
の
誕
生
で
あ
る
。

前
作
の

「
O
p
.
7
0
」
に
お
い
て
も
、
す
で
に

ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
に
関
す
る
お
お
よ
そ
の
箪
法

つ
か

を
掴
ん
で
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
あ
っ
た
が
、

こ
の

「
O
p
.
9
7
」
に
お
け
る
計
り
知
れ
な
い
ほ

ど
の
大
き
な
飛
躍
は
、
例
え
ば
交
押

dllで
い
え

ば
第
2
番
か
ら
第
3
番

「英
雄
」
へ
の
飛
躍
、

弦
楽
四
重
奏
曲
で
い
え
ば
「
Op.18
」
か
ら

「
ラ

ズ
モ
フ
ス
キ
ー
四
重
奏
曲
」
へ
の
飛
躍
に
匹
敵

す
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う

い
や
む
し
ろ
そ
の
飛
躍
は
、
見
方
に
よ

っ
て

は
交
響
曲
や
弦
楽
四
重
奏
曲
の
場
合
よ
り
も
大

き
か
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の

は
、
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
は
、
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
は
ま
だ
ま
だ
方
向
を
変
え
て
の
展
開

の
可
能
性
を
残
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の

作
品
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ピ
ア
ノ
三
重

奏
曲
に
お
い
て
は
、
こ
の

《
大
公
》
が
最
後
の

作
品
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
彼
の
最
終
回
答
が
示
さ
れ
た

と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
さ
ら
に
生
を
長
ら
え
て
い
た
と
し
て
も
、

ピ
ア
ノ
三
重
奏
鼎
を
再
び
手
懸
け
る
こ
と
は
恐

ら
く
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

スーク・トリオ

ヤン・バネンカ（ピアノ）
ヨーゼフ ・スーク（ヴァイオリン）

ヨーゼフ • フッフロ（チェロ）

収録： 1961年
(Supraphon) SU-3959※輸入盤

スヴャトスラフ・リヒテル（ピアノ）

ミハイル・コベリマン（ヴァイオリン）
ヴァレンティン・ベルリンスキー（チェロ）

収録： 1992年
(Decca) 4758613※輸入盤

アルトゥール・ルーピンシュタイン（ピアノ）
ャッシャ・ハイフェッツ（ヴァイオリン）

エマニュエルフォイアマン（チェロ）

収録 1941年
（ソニー） SICC-30397※ RCA原盤

J
’
 

彎
―`，
 

t
 歴史的なピアノ三重奏団、カザルス・トリオ（左からコルトー、カザルス、ティポー）。弦楽四重奏団と異

なり、ピアノ・トリオは常設の団体は少なく、名ソリ

ストたちが随時集まって演奏を行うケースが多い。

S
最
後
の
ト
リ
オ
、
第

7
番

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
活
動
の
な
か
に
「
ピ

ア
ノ
三
重
奏
曲
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
意
味
を

位
置
付
け
る
の
は
必
ず
し
も
易
し
く
は
な
い
。

例
え
ば
同
じ
室
内
楽
で
あ
っ
て
も
、
弦
楽
四
重

奏
仙
の
よ
う
に
、
初
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で

変
わ
ら
ぬ
関
心
を
払
わ
れ
、
し
か
も
各
時
期
を

画
す
る
重
要
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
ジ
ャ
ン

ル
は
、
そ
の
存
在
の
意
味
は
比
較
的
は

っ
き
り

し
て
い
る
。

ー

•
I
l

令
・

ー・
旧ソ連の名ソリストたちもトリオをしば

しば組んだ。特に有名なのがオイスト

ラフ、オポーリン、クヌシェヴィツキー

によるトリオ（左から）

で
な
く
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
で
は
こ
の
作
品
の

あ
と
に
も
そ
う
多
く
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
規
模
と
い
う
も
の
は
、
そ

れ
を
内
側
か
ら
支
え
推
進
す
る
充
実
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
こ
の
作
品

で
示
さ
れ
た
楽
想
の
多
彩
さ
雄
大
さ
、
そ
れ
を

き
ょ
う
じ
ん

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
構
想
力
の
強
靭
さ
は
、
ま

さ
に
空
前
絶
後
の
も
の
で
あ
る
と
い

っ
て
も
決

し
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
う
し
た
構
想
や
イ
デ
ー
を
実
際
の

音
と
し
て
実
現
し
て
い
く
楽
器
法
も
万
全
極
ま

■ ピアノ三重奏曲第5番二長調
作品70-1「幽霊」

第 1楽章 Allegrovivace e con brio 
第2楽章 Largoassai ed espressivo 
第3楽章 Presto
作曲・・・1808年
初演・・・1808年12月、エルデーティ伯爵邸
ペートーヴェン（ピアノ）、ほか

献呈…アンナ・マリー ・フォンエルデーティ
伯爵夫人

出版…1808年6月

■ピアノ三重奏曲第6番変ホ長調
作品70-2

第1楽章 Pocosostenuto -Allegro, 
ma non troppo 

第2楽章 Allegretto
第3楽章 Allegrettoma non troppo 
第4楽章 Finale.Allegro 
作曲・・1808年
初演・・1808年12月、エルデーティ伯爵邸
ペートーヴェン（ピアノ）、 ほか

献呈• •アンナ ・ マ リ ー•フォン ・ エルデーティ
伯爵夫人

出版・・・1808年8月

■ピアノ三重奏曲第7番変口長調
作品97「大公」

第1楽章 Allegromoderato 
第2楽章 Scherzo(Allegro) 
第3楽章 Andantecantabile ma oero 

con moto. Poco piu adagio 
第4楽章 Allegromoderato -Presto 

作曲…1811年
初演…1811年4月11日、ウィーンのホテル
「ツー ・レーミッシェン・カイザー」
ペートーヴェン（ピアノ）、イグナツ ・シ
ュバンツィヒ（ヴァイオリン）、 ヨーゼフ・
リンケ（チェロ）

献呈・・ルドルフ・ヨハネス・ヨーゼフ・ライナー・
フォン・エスターラィヒ （ルドルフ大公）

出版・・・1816年9月

か
つ
て
は
軽
い
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た

「
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
」

緩
徐
楽
章
の
崇
高
で
気
高
い

叙
情
性
も
…

． 

《
大
公
ト
リ
オ
》
は
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
の
歴
史
に
お
い
て
画
期
的
で
あ
る
と
同
時
に
、

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
規
範
と
も
な
る
金
字
塔
が
打
ち
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
こ
の
作
品
を
も
っ
て
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
創
作
を
打
ち
切
っ
た
の
は
、

こ
の
作
品
の
完
成
度
の
高
さ
を
見
れ
ば
当
然
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
が
彼
の
公
開
の
ピ
ア
ノ
演
奏
の
断
念
と
連
動
し
て
い
た
の
は
興
味
深
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
に
関
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
残
し

た
の
は
、
弦
楽
四
重
奏
曲
の
半
数
に
も
満
た
な

い
、
わ
ず
か

7
曲
に
す
ぎ
な
い
の
だ
。
し
か
も

こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
存
在
感
は
、

「大
公
」

三
重
奏

仙
以
外
は
、
弦
楽
四
重
奏
曲
な
ど
と
比
べ
る
と

さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の

音
楽
に
比
較
的
親
し
ん
で
い
る
人
で
も
、
Op.
（作

品
）
1
や
Op.70
（こ
の
両
作
品
で
5
曲
だ
か
ら
、

こ
れ
で
ほ
と
ん
ど
な
の
だ
が
）
な
ど
を
即
座
に

息
い
出
す
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
そ
う
多
く
は

な
い
だ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
彼
以
前

に
は
そ
れ
ほ
ど
璽
要
な
楽
種
と
は
み
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
あ
く
ま
で
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
助
奏
の
付
い
た
、
良

家
の
子
女
た
ち
が
た
し
な
み
と
し
て
弾
く
ピ
ア

ノ
・
ソ
ナ
タ
と
い
う
域
を
出
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
改
め
て
注
意
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
娯
楽
的
色
彩
が
強

か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
ジ
ャ
ン
ル
を
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
ウ
ィ
ー
ン
楽
壇
に
作
曲
家
と

し
て
デ
ビ
ュ

ー
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
意
味

を
持
つ
「
O
p
.
1
」
と
し
て
選
ん
だ
と
い
う
事

り
な
い
。
ピ
ア
ノ
は
、
そ
の
技
巧
の
華
脆
さ
を

十
分
に
発
揮
し
つ
つ
、
単
な
る
技
巧
の
誇
示
に

終
わ
ら
な
い
意
味
深
さ
を
し

っ
か
り
と
保
っ
て

い
る
。
ま
さ
に
ピ
ア
ノ
は
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の

伝
統
で
あ
る
要
と
し
て
の
役
割
を
十
全
に
果
た

し
て
い
る
が
、
同
時
に

「
O
P
.
1」
以
来
の
重

要
な
課
題
で
あ
っ
た
2
つ
の
弦
楽
器
の
役
割
が
、

こ
の
作
品
に
お
い
て
飛
躍
的
に
増
大
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ

の
動
き
が
、
装
飾
的
埋
め
草
と
な
る
こ
と
は
ま

ず
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
き
わ
め
て
明
確
な
主
張

を
縦
横
に
展
開
す
る
と
い
う
自
立
し
た
役
割
を

し
か
し
、

1
8
1
1
年
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
こ
の
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、

弦
楽
四
重
奏
曲
や
弦
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
二
重

奏
曲
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
、
真
に
仰
大
な
ジ

ャ
ン
ル
で
あ
り
得
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
っ

果
た
す
。
そ
の
意
味
で
こ
の
作
品
が
時
に
協
奏

的
と
評
さ
れ
る
の
も
、
あ
な
が
ち
誇
大
と
は
い

え
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
が
ま
さ
に

対
等
に
渡
り
合
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器

単
独
で
は
と
て
も
不
可
能
な
、
よ
り
巨
大
な
世

界
が
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
た
だ
単

に
競
い
合
う
だ
け
で
は
な
く
、

3
つ
の
楽
器
の

バ
ラ
ン
ス
も
実
に
巧
み
で
、
何
か

―
つ
が
全
体

を
牛
耳

っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
は
全
く
な
い
。

こ
れ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器

の
能
力
と
可
能
性
を
完
全
に
把
握
し
生
か
し
切

っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

ゅ
う
こ
ん

し
か
し
、
こ
う
し
た
雄
渾
さ
、
華
麗
さ
の

一

方
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
第
3
楽
章
に

示
さ
れ
た
崇
翡
な
ま
で
に
澄
み
切
っ
た
気
品
の

高
い
抒
情
性
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
中

期
が
こ
の
性
格
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
、
他
の

中
期
傑
作
な
ど
で
も
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
特
に

こ
の

《大
公
》
ピ
ア
ノ
三
璽
奏
曲
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ら
が

一
段
と
歩
み
を
進
め
、
後
期
の
世
界

に
近
づ
い
て
い
る
感
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
の
歴
史

に
お
い
て
画
期
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
の
ジ

ャ
ン
ル
の
規
範
と
も
な
る
金
字
塔
が
打
ち
建
て

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
こ
の

作
品
を
も
っ
て
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
創
作
を
打
ち

切
っ
た
の
は
、
こ
の
作
品
の
完
成
度
の
高
さ
を

見
れ
ば
当
然
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
彼
の
公
開

の
ピ
ア
ノ
演
奏
の
断
念
と
連
動
し
て
い
た
の
は

典
味
深
い
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
に
と

っ
て
、
あ
く
ま
で
自
ら
演
奏
す
る
こ
と

に
大
き
な
関
心
の
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
だ

っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

田

ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
を

「
作
品

1
」
と
し
た
函
戦
略
ク

最
後
の
、
そ
し
て
最
高
の
到
達
点
へ

s《
大
公
ト
リ
オ
》

ピアノ三重奏曲第5番の自筆譜

文中村孝義◎大阪音楽大学名誉教授・音楽学

text by Takayashi Nakamura 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
の
集
大
成

《
大
公
》
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
S

実
で
あ
る
。
当
時
、
弦
楽
四
重
奏
曲
を
「
Op.

l
」
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
風
潮
か
ら
す
れ

ば
、
こ
れ
は
異
例
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ

に
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ら
で
は
の
深
慮
遠
謀

が
働
い
て
い
た
。
た
だ
「
O
p
.
1
」
の
ピ
ア
ノ

三
重
奏
曲
で
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
画
期

的
な
在
り
方
に
踏
み
込
ん
だ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
、
な
ぜ
か
そ
の
後
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
創
作
か

ら
遠
ざ
か
る
こ

5
.
l」
と
し
て
世
間
を
驚
か

す
う
え
で
は
恰
好
な
存
在
で
あ
っ
た
ピ
ア
ノ
三

重
奏
曲
と
い
う
曲
種
も
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に

と
っ
て
、
結
果
的
に
は
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
比
べ

て
、
さ
ほ
ど
創
作
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
る
ジ

ャ
ン
ル
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〈大公トリオ〉を献呈され

たルドルフ大公 (1788-

1831)"〈ミサ・ソレムニス〉
〈皇帝）〈告別〉など多くの

傑作をペートーヴェンから

捧げられた。作曲家にとっ

ての大パトロンにして、唯一

の作曲上の弟子。神聖ロ

ーマ皇帝レオポルト2世の

末子であり、他のバトロン

の貴族たちよりも、立場上、

遥かに格上の存在。

ピアノ三重奏曲第5、6番を

献呈されたアンナ・マリア・

フォン・エルデーティ伯爵

夫人 (1779~1837)。ペー

トーヴェンのよき理解者で

あり、相談相手であった。
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生誕250年

11En 
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
1
8
0
2
年
に
「
ハ
イ

リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
追
書
」
を
密
い
た
あ
と
、

創
作
に
お
け
る

益新
し
い
道
ク
を
模
索
す
る

中
で
、
新
た
な
創
作
様
式
を
確
立
し
始
め
て

ヽ
こ
。

し

t特
に
辿
書
を
書
い
て
間
も
な
い
頃
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ピ
ア
ノ
曲
の
創
作
に
集
中
し

て
お
り
、
作
品
3
3
(
「
7
つ
の
バ
ガ
テ
ル
」
）
か

ら
3
5
(
「
15
の
変
奏
曲
と
フ
ー
ガ
」
）
ま
で
連

続
し
て
ピ
ア
ノ
曲
を
書
い
て
い
る
（
そ
の
前

に
も
作
品
31
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
3
曲

〈第

1
6
¥
1
8
番
〉
書
い
て
い
る
）
。
作
品

34
は
自
作

主
題
に
よ
る
変
奏
曲
（
「
創
作
主
題
に
よ
る

6

つ
の
変
奏
曲
」
）
だ
が
、
ソ
ナ
タ
の
中
に
出
て

く
る
も
の
を
除
け
ば
、
彼
が
自
作
主
題
を
用

い
た
変
奏
曲
を
書
い
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

こ
れ
も
既
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

嘉新
し
い

道
ク
ヘ
と
入
っ
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
だ
が
、
内
容
は
さ
ら
に
革
新
的
だ
。
変

奏
鼎
で
は
基
本
的
に
、
途
中
で
同
主
短
（
長
）

調
に
な
る
以
外
は
同
じ
調
の
ま
ま
進
行
す
る

が
、
こ
の
曲
は
第
1
変
奏
の
時
点
で
主
題
の

ヘ
長
調
か
ら
3
度
下
が
っ
た
二
長
調
と
な
り
、

フ
ラ
ッ
ト
系
か
ら
シ
ャ
ー
プ
系
へ
と
変
わ
る
。

J-つ曲
A
と

[
〗

レ
R

,＇’
‘

j

 

ノ

6
奏

B
 

デ

）
c

る

変

集

ン

s

ァ

ル
レ
SI

集

に

よ

の

07

テ

ブ

S

曲

レ

こ

5

0

ガ
．

la

奏

和

即

5
2
2

変

ヒ

主
ょ

c

く
｀
ド

C

ー
ツ
t

、レ

an
)

・
・
リ

の
こ

C

._
D

ン
・

J
即

VI

エ
ノ

曲

曲

フ
11

曲

進

主

al

奏
レ

．n
c

奏

の

y

ヴ

フス
＿
丁
．
ー

変

ヵ

e
8

＿
卜

変
＇
ィ
カ

d

卜

ャ
の

ロ
イ

10e
 

M
 

l

ヴ

ー、
ロェ
（

っ
ト

ペ
ス

6
r

Fi 

ペートーヴェンの師クリスティ

アン・ゴソトロープ・ネーフェ

(1748-98) 

ピアノ変奏曲集

イェネ・ヤンドー（ピアノ）

(Naxos) 8550676 

中
期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
丘
新
し
い
道
J

を
切
り
開
く
た
め
に
、

フ
ー
ガ
と
変
奏
曲
の
融
合
や
バ
ロ
ッ
ク
の
手
法
を
用
い
た
変
奏
の
展
開
、

後
期
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
執
拗
な
ト
リ
ル
な
ど
、

様
々
な
方
法
を
模
索
し
て
い
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
も
3
度
ず
つ
下
が
っ
て
い
き
、
最
後
の

第
6
変
奏
で
よ
う
や
く
主
調
に
戻
る
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
や
ハ
イ
ド
ン
の
頃
に
は
想
像
も
つ
か

な
い
よ
う
な
調
の
変
造
だ
。

ま
た
主
題
が
拍
子
も
変
奏
ご
と
に
か
な
り

変
化
す
る
上
、
小
節
構
造
も

一
定
で
は
な
く
、

非
常
に
変
則
的
な
楽
節
単
位
で
音
楽
が
展
開

す
る
。
極
め
つ
け
は
、
示
変
奏

dhク
で
あ
り
な

が
ら
、
各
変
奏
で
主
題
の
存
在
感
が
非
常
に

薄
い
。
共
通
し
て
い
る
の
は
和
声
進
行
だ
け

で
、
ほ
ぽ
性
格
変
奏
の
形
を
と
っ
て
変
奏
が

展
開
し
て
い
く
。

続
い
て
、
作
品
35
は
同
じ
く
変
奏
曲
で
あ

り
な
が
ら
、
全
く
性
格
が
違
う
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
バ
レ
エ
音
楽

《
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創

造
物
》
の
終
楽
章
で
あ
る
第

16
曲
に
使
わ
れ

て
い
た
主
題
を
用
い
た
こ
の
変
奏
曲
は
、
序

奏
を
も
ち
、
最
終
変
奏
の
後
に
は
フ
ー
ガ
が

置
か
れ
て
い
る
。
ロ
マ
ン
派
以
降
で
は
背
通
の

こ
と
だ
が
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
異
質
で

あ
る
ど
こ
ろ
か
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
ボ
ン
時
代
に
徹
底
的
に
師
で
あ

る
ネ
ー
フ
ェ
か
ら
学
ん
だ
通
奏
低
音
や
バ
ッ
ハ

、
つ
カ
カ

か
ら
の
影
評
が
窺
え
る
。
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の

変
奏
仙
で
、
バ
ス
主
題
を
も
と
に
次
々
新
し

い
対
旋
律
が
加
わ
る
「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」
や
「
パ

＃
新
し
い
道
ク
の
模
索
の
中
で
生
ま
れ
た
変
奏
曲

スヴャトスラフ・リヒテル (1915-97) 

文

長

井

進

之

介

◎
音
楽
ラ
イ
タ
ー
・
ピ
ア
ニ
ス
ト

text b
y
 Sh
i
n
n
 0
 s
u
k
e
 N
 
Q
Q
Q
i
 

ッ
サ
カ
リ
ア
」
を
意
識
し
た
変
奏
手
法
を
意

識
し
た
書
法
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
「
序
曲
」

や
「
フ
ー
ガ
」
も
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
音
楽
を

象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の

研
究
か
ら
新
た
な
自
分
の
書
法
を
確
立
し
て

い
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
書
法
の
進
化
が
こ
の

変
奏
仙
か
ら
は
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の

4

こ
。
t
 一方
で
、
作
品
76
《
創
作
主
題
（
ト
ル
コ

行
進
曲
）
に
よ
る

6
つ
の
変
奏
曲
》
は
、
上

記
2
つ
の
変
奏
曲
と
は
違
い
、
か
な
り
古
典

的
な
書
法
で
書
か
れ
て
い
る
。《
創
作
主
題
に

よ
る

14
の
変
奏
鼎
》
（
作
品
44)
や
付
随
音
楽

《
ア
テ
ネ
の
廃
墟
》
（
作
品
1
1
3
)
な
ど
と

同
じ
主
題
が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
主
題
が

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
か
な
り
の
公
お
気

に
入
り
ク
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

中
期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
益
初
し
い
道
ク

を
切
り
開
く
た
め
に
、
フ
ー
ガ
と
変
奏
曲
の

融
合
や
バ
ロ
ッ
ク
の
手
法
を
用
い
た
変
奏
の

展
開
、
後
期
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
思
わ
せ

し
つ
よ
う

る
よ
う
な
執
拗
な
ト
リ
ル
な
ど
、
様
々
な
方

法
を
模
索
し
て
い
た
よ
う
だ
。
中
期
の
変
奏

曲
は
少
し
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ

る
が
、
向
き
合
う
こ
と
で
後
期
作
品
を
紐
解

く
重
要
な
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。

肛i
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BEET 
舞
台
芸
術
と
い
う
も
の
は
、
作
曲
家
に
と

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
妥
協
を
強
い
ら
れ
る
。
筋

書
き
に
縛
ら
れ
、
演
出
に
縛
ら
れ
、
上
演
に

あ
た
っ
て
は
数
多
く
の
妥
協
と
変
更
を
余
傲

な
く
さ
れ
る
。

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

・
フ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン

(
1
7
7
0
¥
1
8
2
7
)
の
オ
ペ
ラ
作
品

は
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」

1
作
（
し
か
も
3
種
の

版
が
存
在
す
る
）
、
バ
レ
エ
作
品
は

「騎
上
の

バ
レ
エ
」
と
「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
」
だ

け
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
比
較
的
若
い
時
期
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
プ
ロ
メ

テ
ウ
ス
と
い
う
題
材
に
、
若
き
日
の
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
は
心
を
奪
わ
れ
、
自
身
が
芸
術
の

懺
界
に
お
け
る
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
た
ら
ん
と
考

う
か
が

え
て
い
た
節
が
窺
わ
れ
る
。

●

新
し
い
時
代
に
相
応
し
い

革
命
の
高
貴
な
精
神
を
1
・

i
バ
レ
エ
音
楽

「プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
」

「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
」
は
、
イ
タ
リ

ア
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
・
振
付
師
だ
っ
た
サ
ル

ヴ
ァ
ト
ー
レ
・
ヴ
ィ
ガ
ー
ノ
の
委
嘱
に
よ
り
、

1
8
 o
o
-01
年
に
作
曲
さ
れ
、
同
年
3
月

21
日
に
ホ
ー
フ
プ
ル
ク
劇
場
で
初
演
さ
れ
て

う
し
な

い
る
。
上
演
記
録
は
喪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

ヴ
ィ
ガ
ー
ノ
没
後
に
執
箪
さ
れ
た
伝
記
に
拠

る
と
、
以
下
の
よ
う
な
筋
書
き
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

第
1
暮
、
神
の
怒
り
に
触
れ
た
プ
ロ
メ
テ

ウ
ス
は
、
泥
と
水
を
こ
ね
て
男
と
女
の
人
形

を
作
り
、
天
上
か
ら
火
を
盗
ん
で
、
こ
の
人

＼
ヽ

ー

）＇

ヽ

ー

1

ー
、

9

長
調
の
主
和
音
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
属

七
の
和
音
」
と
呼
ば
れ
る
、
や
や
不
安
定
感

を
感
じ
さ
せ
る
和
音
か
ら
始
ま
る
の
は
、
あ

き
ら
か
に
こ
の
直
前
に
作
曲
さ
れ
た
「
交
特

曲
第
1
番
」
第
1
楽
章
の
冒
頭
を
念
頭
に
置

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
16
曲
・
終
曲
で
用
い
ら
れ
て
い
る
旋
律

は
、
作
品
35
の
ピ
ア
ノ
変
奏
曲
、
そ
し
て
「
交

押
曲
第
3
番
」
第

4
楽
章
で
用
い
ら
れ
る
。

こ
の
旋
律
が
、
次
冊
代
を
救
う
プ
ロ
メ
テ
ウ

ス
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
そ
し
て
新
し
い
時
代
に

相
応
し
い
革
命
の
高
貴
な
精
神
を
表
し
て
い

る
。

■

自
身
の
理
想
を
訴
え
る

変
わ
ら
ぬ
強
い
意
志

ー
舞
台
測
「
コ
リ
オ
ラ
ン
」

神
話
の
登
場
人
物
た
る
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
11

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
世
俗
の
権
威
に
ま
み
れ
て
し

ま
っ
た
後
も
、
歴
史
上
の
高
潔
な
人
物
を
引

き
合
い
に
出
し
て
自
身
の
理
想
を
訴
え
る
べ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
強
い
意
志
は
変
わ
ら
ぬ
ま

ま
だ
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
秘
粛
官

・
詩

人
だ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・

コ
ー
リ
ン

(
1
7
7
1
¥
1
8
1
1
)
に
よ
る
、

1
8
0
2
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
初
演
さ
れ
た
劇

「
コ
リ
オ
ラ
ン
」
は
05
年
ま
で
再
演
さ
れ
続
け

る
。生
ま
れ
た
楽
曲
は
、

1
8
0
7
年
に
作
曲

さ
れ
た
、
こ
の
劇
の
た
め
の
序
曲
の
み
で
あ
っ

た
が
、
実
際
に
こ
の
鼎
が
上
演
の
際
に
「
序

曲
」
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
公
開
演
奏
会
が
隆
盛
を
極
め
る
よ

~ 甚

形
に
魂
を
入
れ
る
。
だ
が
、
無
知
で
粗
野
な

振
る
舞
い
を
重
ね
る

2
人
に
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス

は
失
望
し
、
高
尚
な
芸
術
と
学
問
を
与
え
て
、

2
人
を

「
啓
蒙
」
す
る
。

第
2
西
乖
、
パ
ル
ナ
ッ
ソ
ス
山
に
は
神
々
が
揃

い
、
悲
劇
の
神
が
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
を
刺
し
殺

す
が
、
牧
神
を
率
い
る
パ
ン
が
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス

よ
み
が

を
蘇
ら
せ
、
祝
祭
的
な
舞
踏
で
幕
を
閉
じ
る
。

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
、
人
間
に
火
を
与
え
た

た
め
に
神
々
の
怒
り
を
買
い
、
猛
禽
に
内
臓

を
日
々
つ
い
ば
ま
れ
る
永
遠
の
責
め
苦
を
負

う
人
物
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

う
に
な
っ
た
こ
の
時
期
、
交
評
曲
の
前
に
置

か
れ
る
単

一
楽
章
の
作
品
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
要
請
に
応
え
て
作
曲
さ
れ

た
と
い
う
側
面
も
大
き
い
。

ロ
ー
マ
の
買
族
、
カ
イ
ウ
ス
・
マ
ル
キ
ウ
ス

は
、
隣
国
ウ
ォ
ル
ス
ク
を
戦
い
で
破
り
、

「
コ

リ
オ
ラ
ヌ
ス
」
と
い
う
称
号
を
与
え
ら
れ
て

い
た
。
だ
が
、
コ
リ
オ
ラ
ヌ
ス
は
祖
国
を
救
っ

つ
ら

た
自
身
に
辛
く
あ
た
る
ロ
ー
マ
を
憎
み
、
ウ

ォ
ル
ス
ク
の
軍
に
身
を
投
じ
、
逆
に
ロ
ー
マ
へ

と
攻
め
寄
せ
る
。
風
前
の
灯
と
な
っ
た
ロ
ー

マ
を
囲
ん
だ
コ
リ
オ
ラ
ヌ
ス
の
も
と
に
、
母
ウ

ォ
ル
ム
ニ
ア
、
妻
ウ
ィ
ル
ギ
リ
ア
が
や
っ
て
き

て
、
ロ
ー
マ
を
救
う
よ
う
喫
願
す
る
。
ウ
ォ

ル
ス
ク
軍
と
母
・
妻
と
の
間
で
板
挟
み
に
な

っ
た
コ
リ
オ
ラ
ヌ
ス
は
悩
み
、
結
局
死
を
選
ば

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

英
雄
と
し
て
の
コ
リ
オ
ラ
ヌ
ス
の
あ
り
よ

う
は
、
ハ
音
が

3
回
嗚
ら
さ
れ
る
序
奏
に
続

い
て
奏
さ
れ
る
、
ハ
短
調
に
よ
る
第
1
主
題

が
雄
弁
に
語
っ
て
あ
ま
り
あ
る
。
悲
劇
的
な

様
相
を
強
く
帯
び
た
こ
の
主
題
に
対
し
、
第

2
主
題
は
、
悲
壮
な
決
意
を
も

っ
て
祖
国
を

破
壊
し
よ
う
と
す
る
コ
リ
オ
ラ
ヌ
ス
の
前
に

立
ち
は
だ
か
る
母
と
妻
の
姿
で
あ
り
、
「
交
評

曲
第
3
番
」
で
主
人
公
た
る
英
雄
を
描
い
た

変
ホ
長
調
が
使
わ
れ
る
。
終
結
部
（
コ
ー
ダ
）

に
お
い
て
は
、

2
つ
の
主
題
が
登
場
す
る
順

序
は
逆
に
な
る
。
愛
す
る
ひ
と
た
ち
の
前
に

コ
リ
オ
ラ
ヌ
ス
は
み
ず
か
ら
の
意
志
を
貰
＜

こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
英
雄
は
結
局
静
か
に

そ
の
生
涯
を
終
え
ざ
る
を
得
な
い
。

ハ
短
調
の
主
音
で

3
度
鳴
り
評
く
ピ
ツ
ィ

カ
ー
ト

（
冒
頭
に
対
応
）
が
、
英
雄
の
寂
し

バレエ、劇など舞台のために
書かれた音楽の本質と魅力

～「プロメテウスの創造物」

「コリオラン」、「エグモント」～

文広瀬大介〇音楽評論家

text by Daisuke Hirose 

●

現
状
を
打
破
し
よ
う
と
す
る

英
雄
を
描
く

ー
舞
台
劇

「
エ
グ
モ
ン
ト
」

い
死
を
描
く
。
後
の
交
聾
詩
の
草
分
け
と
し

て
も
、
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
作
品
だ
ろ
う
。

ヨ
ハ
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ

・
フ
ォ
ン
・
ゲ

ー
テ
は
、

18
他
紀
の
社
会
秩
序
の
中
で
生
き

つ
つ
も
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
い
う
社
会
的
激

変
期
に
身
を
置
き
、

19
世
紀
以
降
の
社
会
で

し
の

市
民
が
貴
族
を
凌
ぐ
強
い
力
を
持
つ
よ
う
に

な
る
こ
と
を
、
当
然
の
よ
う
に
見
通
し
て
い

こ
。
t
 戯曲
「
エ
グ
モ
ン
ト
」

(
1
7
8
8
)
で
は
、

フ
ラ
ン
ド
ル
の
軍
人
で
実
在
の
人
物
で
あ
る

ラ
モ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン

・
エ
グ
モ
ン
ト
が
、
ス
ペ

イ
ン
の
圧
政
に
苦
し
む
オ
ラ
ン
ダ
人
を
救
う

べ
く
蜂
起
し
、
捕
ら
え
ら
れ
て
死
刑
に
な
り
、

そ
の
許
嫁
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
は
服
毒
自
殺
す

「エグモント伯」として知ら

れるラモラル・ファン・エグ

モント(1522-68。フラン

ドルの軍人）。80年戦争

（オランダがスペインに

対して起こした独立戦争）

の指導者の一人。

る
。
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
英
雄
エ
グ

モ
ン
ト
を
描
き
出
す
こ
の
筋
書
き
に
、
ゲ
ー

テ
の
先
見
性
を
見
て
取
る
こ
と
は
、
な
ん
ら

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

1
8
0
9
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
率
い
る
フ
ラ
ン

ス
の
支
配
下
に
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
宮
廷

刺
場
の
支
配
人
ヨ
ー
ゼ
フ

・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ト

ル
に
よ
っ
て
、
こ
の
ゲ
ー
テ
の
戯
曲
の
上
演
が

予
定
さ
れ
、
そ
の
付
随
音
楽
の
作
曲
に
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
選
ば
れ
た
。
上
演
は
1
8
1
0

年
5
月
24
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
序
曲

は
間
に
合
わ
ず
、

4
回
目
の
公
演
と
な
る

6

月

1
5
B
に
よ
う
や
く
演
奏
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。重
々
し
い
、
悲
劇
を
暗
示
す
る
第
1
主
題
、

徐
々
に
穏
や
か
に
な
っ
て
い
く
第
2
主
題
を

有
す
る
ソ
ナ
タ
形
式
で
作
曲
さ
れ
、
再
現
部

か
ら
コ
ー
ダ
（
終
結
部
）
へ
の
移
行
部
で
は
、

悲
惨
な
結
末
が
暗
示
さ
れ
る
も
の
の
、
コ
ー

ダ
で
は
高
ら
か
な
「
勝
利
の
交
評
曲
」
（
第
9

曲
）
が
引
用
さ
れ
、
そ
の
理
想
が
最
終
的
な

勝
利
を
獲
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。

ロ

ペートーヴェン：「エグモント」
序曲、交響曲第7番、第8番、
リスト：「前奏曲」

アンドレ・クリュイタンス（指揮）
ペルリン • フィル

収録： 1960年
（ワーナー） WPGS-10018 
※SACOシングルレイヤー、
EMI原盤

ペートーヴェン： 「エグモント」序
曲、《プロメテウスの創造物》序
曲、交響曲第3番「英雄J
ルドルフケンベ（指揮）

ミュンヘンフィル

収録：1971 ~73年

（ワーナー） WPCS-13445 
※EMI原盤

四

e
ョ
コ、

だ
が
、
こ
こ
で
ヴ
ィ
ガ
ー
ノ
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
描
こ
う
と
す
る
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
、
も

の
を
知
ら
ぬ
自
ら
の
泥
人
形
た
る

「
創
造
物」、

つ
ま
り
民
衆
に
対
し
て
「
高
尚
な
芸
術
と
学

問
」
を
授
け
る
と
い
う
、
「
啓
蒙
」
時
代
の
君
主
・

あ
る
い
は
哲
学
者
と
し
て
の
役
割
を
負
わ
さ

れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
、
ハ
プ

ス
プ
ル
ク
帝
国
の
イ
タ
リ
ア
占
領
に
対
し
て

果
敢
に
立
ち
向
か
う
若
き
フ
ラ
ン
ス
の
英
雄
、

ナ
ポ
レ
オ
ン

・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
か

た
ど
っ
た
も
の
。

全
曲
は
「
序
曲
」
と
そ
れ
に
続
く
導
入
部
、

16
曲
の
情
景
か
ら
成
る
。
序
曲
の
冒
頭
、
ハ

劇 「コリオラン」を書いたウィーン

の劇作家ハインリヒ ・ヨーゼフ・

フォン・コーリン (1771-1811)。

ペートーヴェン：「プロメテウス
の創造物」序曲、「コリオラン」
序曲、交響曲第7番

カールベーム（指揮）
ウィーン • フィル

収録 ：1971年

（ユニバーサル） UCCG-52220 
※DG原盤

ペートーヴェン：序曲集
（「エグモント」序曲、「コリオラン」序曲、

「ブロメテウスの創造物」序曲、ほか）
騒""""""'""""""亀

ヴァーツラフ・ノイマン（指揮）

チェコフィル

収録： 1994年
(Octavia Exton) OVXL-00068 

プロメテウスという題材に、

若き日のベートーヴェンは心を奪われ、

自身が芸術の世界における

プロメテウスたらんと考えていた節が窺われる。

ペートーヴェン：序曲集
（「プロメテウスの創造物」序曲、

「コリオラン」序曲、「エグモント」
序曲、ほか）

バーヴオ・ヤルヴィ（指揮）

ドイツ・カンマーフィル

収録：2010、12年
（ソニー） SICC-10190 
※RCA原盤

〈プロメテウスの創造物〉

の音楽を委嘱したイタリ

アのバレエ・ダンサー兼振

付師のサルヴァトーレ・ヴ

イガーノ(1769~ 1821)。
パントマイムをバレエに取

り入れたり、舞台上の構図

に気を配るなど、「舞踊の

シェイクスピア」との異名

を取ったことも。＿ 
■バレエ音楽《プロメテウスの創造物》作品43
作曲…1800-01年
初演…1801年3月28日

ウィーン ・ ホ—フブルク劇場

出版…1801年、アルタリア社（ピアノ編曲）
1804年

■舞台劇「コリオラン」作品62
作曲・・・1807年
初演・・ 1807年3月、ロプコヴィッツ侯爵邸
出版・・1808年

■舞台劇「エグモント」作品84
作曲・・1809-10年
初演・・・1810年6月15日、ウィーン・ブルク劇場
献呈・・・ルドルフ・ヨハネス・ヨーゼフ・ライナー・

フォン・エスターラィヒ（ルドルフ大公）
出版・・・1810年（序曲のみ）、 12年（劇中曲）

,TLYcuss1c 
MOSTLY Cl.AS 



の

《
受
難
曲
》
と
共
通
す
る
宗
教
音
楽
の
題

材
を
扱
い
な
が
ら
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
は
詩
人

兼
台
本
作
者
フ
ー
バ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
で
聖
書

の
記
述
を
か
な
り
恣
意
的
に
改
変
し
た
。
ユ

ダ
や
ピ
ラ
ト
の
姿
は
見
え
ず
、

十
字
架
の
シ

ー
ン
も
な
く
、
イ
エ
ス
を
捕
ら
え
に
く
る
兵

士
た
ち
と
の
遭
遇
が
唯

一
の
具
体
例
だ
。

全
体
は

6
曲
で
構
成
さ
れ
、
イ
エ
ス

（テ

し
て
ん
し

ノ
ー
ル
）、熾
天
使

（ソ
プ
ラ
ノ
）、
ペ
テ
ロ

（バ

ス
）
の
独
唱
、
そ
れ
に
兵
士
と
天
使
の
合
唱

か
ら
な
る
。
第
1
仙
は
荘
重
か
つ
パ

セ
テ
ィ
ッ
あ
が
な

ク
に
は
じ
ま
り
、
イ
エ
ス
は
人
間
の
罪
を
賠

う
覚
悟
を
し
な
が
ら
も
死
の
予
感
の
恐
れ
に

捉
わ
れ
る
。
だ
が
内
容
の
深
刻
さ
と
は
裏
腹

に
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
華
脱
さ
で
展
開
す
る
。

第
2
曲
に
登
場
す
る
熾
天
使
の
ア
リ
ア
も

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
風
の
流
脱

な
コ
ロ
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
で
推
移
。
第
4
ー
5
曲
は

イ
エ
ス
を
追

っ
て
く
る
兵
士
た
ち
の
足
音
を

無
気
味
に
ひ
び
か
せ
、
弟
子
た
ち
が
恐
れ
お

の
の
く
。

第
6
曲
で
ペ
テ
ロ
が
登
場
し
て
、
イ
エ
ス
の

た
め
に
剣
を
と

っ
て
戦
お
う
と
す
る
。
聖
書

の
記
述
で
は
弟
子
た
ち
は
後
難
を
恐
れ
て
逃

散
す
る
が
、
そ
れ
と
は
真
逆
の
プ
ロ
ッ
ト
だ
。

最
後
は
人
間
を
救
済
す
る
イ
エ

ス
の
偉
業
を

天
使
た
ち
の
合
唱
が
限
え
て
閉
じ
る
。

曲
は

1
8
0
3
年
に
交
秤
曲
第
1
&
2
番
、

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
3
番
、
ミ
サ
曲
ハ
長
調
な

ど
と
と
も
に
初
演
さ
れ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

理
由
は
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
華
麗
な
展
開
と
、

聖
書
の
記
述
を
逸
脱
し
た
自
由
な
発
想
で
、

ま
っ
こ
う

抹
香
臭
さ
を
拭

っ
た
大
胆
な
斬
新
さ
に
あ

っ

た
だ
ろ
う
。
当
時
と
し
て
は

A
・
ロ
イ
ド

・

ウ
ェ

ッ
バ
ー
の
ロ

ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「ジ
ー

ザ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
ト
・
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
」
も

．
．
．
 
ー
ー

1

→

•

• 

「王
様
死
ん
だ
、

王
様
万
歳
！
」
と
い
う
言

い
ま
わ
し
が
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

《皇

帝
ヨ
ー
ゼ
フ
2
世
追
悼
カ
ン
タ
ー
タ
》
と

《皇

帝
レ
オ
ポ
ル
ト

2
冊
戴
冠
カ
ン
タ
ー
タ
》
に

接
す
る
と
こ
の
言
業
が
思
い
浮
か
ぶ
。

ヨ
ー
ゼ
フ

2
世
は
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝

だ
っ
た
が
、
他
の
強
権
的
な
国
王
た
ち
と
ち

が
っ
て
英
邁
な
啓
蒙
君
主
と
し
て
臣
民
か
ら

敬
愛
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら

1
7
9
0
年
の

彼
の
死
は
心
あ
る
人
々
に
と

っ
て
シ
ョ

ッ
ク
だ

っ
た
。
当
時
ま
だ
ボ
ン
に
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
も

そ
の
ひ
と
り
。
当
地
の
知
的
エ
リ
ー
ト
た
ち

.
＂•
2
0歳の
時
、
2

人
の
皇
帝
の
た
め
に

書
い
た

2
つ
の
カ
ン
ク
ー
ク

日・

2
 

為
， _.. 

·~, 

f:9{ 
:‘ 

.＂●
幻
想
曲
と
変
奏
曲
に
合
唱
を

組
み
合
わ
せ
た
《
合
唱
幻
想
曲
》

そ
の
後
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
は

1
8
0
8
年

に
、
《
運
命
》
と

《
田
園
》
を
初
演
す
る
に
あ

た
っ
て、

《
か
ん
ら
ん
山
》
が
大
成
功
を
呼
ん

だ
の
を
思
い
出
し
、
そ
れ
に
あ
や
か
ろ
う
と

し
て
か
、

大
急
ぎ
で
付
け
た
り
の
よ
う
に
作

llhし
た
の
が

《合
唱
幻
想
曲
》
で
あ
る
。

全
体
は

3
部
か
ら
な
り
、

第
1
部
は
ピ
ア

ノ
・
ソ
ロ
で
即
典
的
、
幻
想
的
に
は
じ
ま
る
。

も

こ
模
糊
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
ど
う
展
開
す
る

か
と
い
う
期
待
感
が
高
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

変
奏
曲
形
式
の
第
2
部
に
入
る
。
主
題
は

1

7
9
5
年
に
作
曲
さ
れ
た
歌
曲

〈愛
さ
れ
な

い
男
の
嘆
き
と
そ
れ
に
応
え
る
愛
〉
の
後
半

の

〈愛
の
応
答
〉
の
流
用
。
そ
し
て
第
3
部

で
合
唱
は
こ

の
旋
律
を
人
間
の
気
高
さ
を
讃

え
る
詩
句
に
合
わ
せ
て
歌
い
上
げ
る
。

こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
さ
ら
に

《
第
九
》
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
歌
曲
は

E
S
細
胞
か
ら

《合
唱
幻
想
曲
》
に
生
長
し
、

《
第
九
》
で
最
終
の
形
姿
を
と
る
。《
合
唱
幻

想
血
》
は
そ
の
プ
リ
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（そ

の
前
の
形
）
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。

し
か
し
幻
想
曲
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
観
点

ど
き
の
イ
ン
パ
ク
ト
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

「静かな海と楽しい航海」を捧

げられた60歳頃のゲーテ

(1808年、ゲルハルト・フォン・

キューゲルゲン画）

.
＂•
ゲ
ー
テ
の
詩
を
用
い
た

《
静
か
な
海
と
楽
し
い
航
海
》

の
集
う

「
読
書
協
会」

は
皇
帝
を
追
悼
す
る

た
め
に
、
同
じ
仲
間
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
に
音

楽
を
、
別
の
仲
問
に
テ
キ
ス
ト
を
依
頼
し
て

カ
ン
タ
ー
タ
を
演
奏
す
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
ヨ
ー
ゼ
フ

2
世
の
死
は
、

当
然
後

継
者
の
即
位
に
直
結
す
る
。《
レ
オ
ポ
ル
ト
》

に
立
て
ば
、
こ
の
音
楽
形
式
は
バ

ッ
ハ
や
モ
ー

ツ
ァ

ル
ト
で
は
器
楽
独
奏
曲
に
限
ら
れ
て
い

た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
そ
れ
に
オ
ケ
と
合
唱

を
加
え
、
新
規
の
幻
想
曲
を
生
み
出
そ
う
と

し
た
。
そ
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
の
意
気
ご

み
も
見
逃
せ
な
い
。

そ
の
後
、
作
曲
家
と
し
て
名
を
な
し
た
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、

1
8
1
4
年
の
ウ
ィ
ー
ン

会
議
の
お
り
、
各
国
の
君
主
か
ら
作
曲
を
依

頼
さ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
を
讃
え
る

《
栄
光

の
と
き
》
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
降
伏
を
祝
う

《
ゲ

ル
マ
ニ
ア
》、
さ
ら
に

《
連
合
君
主
に
寄
す
合

唱
》
な
ど
を
提
供
し
て
懐
が
潤
っ
た
。

翌
年
の

1
8
1
5
年
に
ゲ
ー
テ
ヘ
の
敬
意

か
ら
、
彼
の

2
つ
の
詩
を
ひ
と
つ
に
結
び
合

わ
せ
て

《
静
か
な
海
と
楽
し
い
航
海
》
を
生

む
。
前
半
の
緊
張
を
は
ら
ん
だ

「静
け
さ
」
と、

後
半
の
至
福
に
満
ち
た

「楽
し
さ
」
は
、
ベ

晩
年
の
重
要
な
作
品
は
マ
テ
ィ
ソ
ン
の
詩

に
よ
る

《
奉
献
歌
》
だ
ろ
う
。
こ
れ
も

E
s

細
胞
と
な
る
初
期
の
歌
曲

(1
7
9
5
年）

が
あ
り
、

1
8
0
2
年
に
改
訂
、
22
年
に
独
唱
、

合
唱
、
器
楽
の
規
模
に
拡
大
し
、

24
年
に
最

終
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
で
き
た
。
彼
は
こ
の
自
己
犠

牲
の
詩
が
気
に
入
っ
て
い
た
こ
と
、

E
S
細
胞

的
な
生
長
を
た
ど

っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
が

《第

九
》
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
な

い
で
は
な
か

っ
た
。

た
だ

「自
由
•
平
等
・
友
愛
」
の
市
民
理

念
の
謳
歌
の
方
が
、
イ
エ
ス
や
英
雄
に
見
る

高
邁
な
自
己
犠
牲
の
精
神
に
優

っ
た
の
だ
ろ

う
。
し
か
し

《
奉
献
歌
》
は
、
彼
が
晩
年
ま

で
こ
の
よ
う
な
精
神
を
自
分
の
ハ
ー
ト
に
重

ね
合
わ
せ
て
い
た
重
要
さ
を
認
識
さ
せ
る
。
5

.

＂•
自
己
犠
牲
の
精
神
を
謳
っ
た

《
奉
献
歌
》

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
得
意
と
す
る
二
元
的
な
対

比
の
新
規
の
試
み
だ
。

《ヨーゼフ2世追悼カンタータ》《レオポ
ルト2世戴冠カンタータ》《奉献歌》《静か
な海と楽しい航海》

ジャニス・ワトスン（ソブラノ）
ジョゼ・ヴァン ・ダム（バス）
マシュー・ペスト（指揮）、コリドン管、ほか

収録： 1996年
(Hype「ion)CDH-55479※輸入盤

《かんらん山上のキリスト》

シルヴィア・ゲスティ（ソプラノ）、ほか
ヘルムート • コッホ（指揮）
ペルリン放送響＆合唱団

収録： 1970年

（コロムピア） COCQ-84912 
※Eurodisk原盤

《かんらん山上のキリスト》

ブラシド・ドミンゴ（テノール）、ほか
ケント・ナガノ（指揮）

ペルリ ン • ドイツ響＆合唱団

収録：2002年

(Harmonia Mundi) HMG-501802 
※輸入盤

《合唱幻想曲》、ほか

エレーヌ • グリモー（ピアノ）、ほか
エサ＝ベッカサロネン（指揮）

スウェーデン放送響＆合唱団

収録：2003年
(DG) 4717692※輸入盤

《合唱幻想曲》《静かな海と楽しい航海》《奉献歌》
《同志の歌》《若々しく脈打つところ》

ギュンター ・コーツ（ピアノ）、フランツ ・コ
ンヴィチュニー（指揮）＆ライプチヒ・ゲヴ
ァントハウス管＆ライブチヒ放送合唱団＝

「合唱幻想曲」 のみ、ヘルムートコッホ指

揮ペルリン放送響＆合唱団、ほか

収録'1960年（「合唱幻想曲」）、 69年

（キング） KICC-9532※Deutsche Schallplatten原盤
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ベートーヴェンが「戴冠

カンタータ」を書いたレ

オポルト2世

ベートーヴェンが「追悼カンタ

ータ」を書いたヨーゼフ2世

（ゲオルク・デッカー画）

セパスティアーノ・リッチが描いた「かんらん山上

のキリスト」 (1730年頃）。弟子たち（左下）が眠

りこけている間、熾天使がキリストの前に現れる

t
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． 

．
 

は
新
し
い
皇
帝
の
即
位
を
祝
う
カ
ン
タ
ー
タ

と
し
て
作
曲
さ
れ
、

《
ヨ
ー
ゼ
フ
》
と
ペ
ア
の

関
係
に
あ
る
。
ま
さ
に

「王
様
死
ん
だ
、

王

様
万
歳
！
」
を
地
で
ゆ
く
音
楽
だ
。

そ
れ
は
と
も
か
く

《
ヨ
ー
ゼ
フ
》
は
さ
ほ

ど
知
ら
れ
て
い
る
曲
と
は
言
え
な
い
。
だ
が

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
そ
の
後
の
音
楽
的
な
成

長
に
と

っ
て
E
S
細
胞
と
な
る
重
要
な
位
置

を
占
め
る
。

曲
は
ソ
プ
ラ
ノ
、
テ
ノ
ー
ル
、

バ
ス
独
唱
、

合
唱
の

7
曲
か
ら
な
り
、
ア
リ
ア
と
レ
チ
タ

テ
ィ
ー
ヴ
ォ
の
交
代
で
展
開
す
る
。
冒
頭
の

オ
ケ
は
追
悼
に
ふ
さ
わ
し
く
パ
セ
テ
ィ

ッ
ク

に
は
じ
ま
る
。
そ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は

《
英
雄
》

の
葬
送
行
進
曲
を
連
想
さ
せ
、

《
コ
リ
オ
ラ
ン
》

＆

《
エ
グ
モ
ン
ト
》
序
曲
や

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》

の
パ
ッ
セ
ー
ジ
も
浮
か
ぶ
。

第
2
曲
の
バ
ス
に

《
運
命
》
の
鼓
動
が
、

第
4
&
5
曲
の
ソ
プ
ラ
ノ
に

《
田
園
》
の
お

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
つ
ぎ
に
手
掛
け
た
大

規
模
な
声
楽
曲
は
オ
ラ
ト
リ
オ

《
か
ん
ら
ん

山
上
の
キ
リ
ス
ト
》
で
あ
る
。
台
本
は
バ

ッ
ハ

.
"•
聖
書
を
逸
脱
し
た
華
麗
な
展
開
の

《
か
ん
ら
ん
山
上
の
キ
リ
ス
ト
》

文
喜
多
尾
道
冬
◎
音
楽
評
論
家

tex
t
 by
 M
i
c
h
i
f
u
y
u
 Kit a
o
 

ミ
サ
以
外
の
声
楽
曲
に
も
息
‘
つ
く

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
個
性

ー
後
の

《
第
九
》
に
も
つ
な
が
る
要
素
に
満
ち
て
ー

カ
ン
タ
ー
タ
や
オ
ラ
ト
リ
オ
と
い
っ
た
声
楽
曲
も
、
ご
く
若
い
頃
か
ら

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
作
曲
し
て
い
る
。
交
響
曲
な
ど
の
よ
う
に
、
頻
繁
に

触
れ
る
機
会
は
少
な
い
も
の
の
、
彼
特
有
の
個
性
の
益
刻
印
し
は
打
た
れ
て
い
る
。

《
合
唱
幻
想
曲
》
な
ど
の
代
表
作
を
具
体
的
に
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

だ
や
か
で
甘
美
な
メ
ロ
デ
ィ
が
聴
き
と
れ
る
。

死
者
に
安
ら
か
に
眠
れ
と
い
た
わ
る
よ
う
に
。

一
方
の

《
レ
オ
ポ
ル
ト
》
は
ヨ
ー
ゼ
フ
2
世

と
お
な
じ
英
邁
な
君
主
で
あ
れ
か
し
と
期
待

を
こ
め
て
展
開
す
る
。
全
体
は

5
曲
か
ら
な

り
、
第
1
曲
で
ヨ
ー
ゼ
フ
の
死
を
悼
み
な
が

ら
も
暗
い
雲
間
か
ら
光
が
覗
き
、
続
く
第
2

¥
4
曲
で
新
し
い
王
を
迎
え
る
喜
び
が
し
だ

い
に
輝
き
出
て
、
終
曲
の
合
唱
は

「歓
呼
し

て
、
も
ろ
び
と
よ
脆
く
の
だ
」
と
歌
い
出
す
。

こ
の
詩
句
は

《第
九
》
の
終
楽
章
の
「脆
く
か
、

も
ろ
び
と
よ
」
と
似
通
い
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
初
心
が
最
後
の
局
面
ま
で
貰
か
れ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
こ
の
2
つ
の
カ
ン

タ
ー
タ
は
作
曲
者
の
生
前
に
演
奏
さ
れ
る
機

会
は
な
か

っ
た
。
一●《ヨーゼフ2世追悼カンタータ》Wo0871790年、 S.Aアヴェルドンク詞

●《レオポルト2世戴冠カンタータ》Wo088

1790年、 SAアヴェルドンク詞

• オラトリオ 《かんらん山上のキリスト》作品85
1803年、F.Xフーパー詞

● 《合唱幻想曲》作品80

1808年、Cクフナー詞(?)

● 《静かな海とたのしい航海》作品112

1814~15年

● 《奉献歌》作品121b

1822年、Fマティソン詞
● 《同志の歌》作品122

1823~24年、ゲーテ詞
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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生誕250年

BEET 
1
8
0
7
年
夏
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ニ
コ

ラ
ウ
ス
・
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
侯
爵
か
ら
ミ
サ

rlh

の
注
文
を
受
け
た
。
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
家
と

い
え
ば
、
恩
師
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ハ
イ
ド
ン

(
1
7

3
2
i
l
8
0
9
)
が
長
く
宮
廷
楽
長
を
務

め
、
数
々
の
ミ
サ
曲
を
作
曲
上
演
し
た
名
家

で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
は
大
き

な
名
脊
で
あ
り
、
同
時
に
師
の
ハ
イ
ド
ン
を

凌
駕
し
よ
う
と
い
う
挑
戦
の
機
会
で
も
あ
っ

た
。
ミ
サ
血
は
候
爵
妃
ヨ
ゼ
ー
フ
ァ
・
マ
リ
ア
・

ヘ
ル
メ
ネ
ギ
ル
ト
の
聖
名
祝
日

(
9
月
13
日）

に
上
演
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
全
力
を
尽
く

し
て
そ
の
日
に
間
に
合
わ
せ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
ミ
サ
曲
の
分
野
で

の
ハ
イ
ド
ン
の
業
績
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、

事
実
、
そ
れ
ら
を
研
究
し
な
が
ら
作

lUl
を
進

め
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
独
自
の
道
を
追
求

せ
ざ
る
を
得
な
い
彼
の
こ
と
で
あ
る
。
注
文

主
の
想
像
を
超
え
た
個
性
的
な
作
品
に
な
っ

「傑作の森」のさなかに

書かれた独自の宗教曲
～ミサ曲ハ長調～

当時のミサ曲の常道であった

オベラのアリアのような表現は抑制され、

ソリストと合唱は常に融合し合い、

けいけん
それらの対比と統ーが、

敬虔な感情をみごとに表現する。

て
し
ま
っ
た
。

初
演
を
聴
い
た
侯
爵
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
に
対
し
て
「
し
か
し
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
君
、

い
っ
た
い
ま
た
な
ん
と
い
う
こ
と
を
し
た
ん
だ

ね
」
と
率
直
な
感
想
を
述
べ
、
か
た
わ
ら
に

い
た
宮
廷
楽
長
の
ヨ
ハ
ン
・
ネ
ポ
ム
ク
・
フ
ン

メ
ル

(
1
7
7
8
i
1
8
3
7
)
に
も
冷
笑

さ
れ
た
と
い
う
。
彼
ら
の
無
理
解
に
怒
っ
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
こ
の
ミ
サ
曲
を
侯
爵
に

献
呈
す
る
こ
と
を
や
め
、

1
8
1
2
年
の
出

版
の
際
に
は
、
理
解
者
だ
っ
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
ト
・
キ
ン
ス
キ
ー
侯
爵

(
1
7
8
1
¥
l
8

1
2
)
に
献
呈
し
て
い
る
。

前
年

(1
8
0
6
年
）
に
は
交
秤
曲
第
4

番
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

rlhを
完
成
し
、
こ

の
年
か
ら
翌
年

(08
年
）
に
か
け
て
交
騨
曲

第
5
番
「
運
命
」
と
第
6
番
「
田
園
」
を
作

鼎
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「
傑
作
の
森
」

の
最
中
に
あ
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
こ
の

ミ
サ
仙
に
お
い
て
も
独
自
な
世
界
を
堂
々
と

築
い
て
い
る
。

ミ
サ
通
常
文
を
構
成
す
る
キ
リ
エ
、
グ
ロ

文樋口隆一◎音楽学者、指揮者

text by Ryuichi Higuchi 

ー
リ
ア
、
ク
レ
ド
、
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
、
ア
ニ
ュ
ス
・

デ
イ
の

5
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
確
固
た
る

構
成
を
も
ち
、
し
か
も
全
仙
を
通
じ
て
有
機

的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
当
時
の
ミ
サ

llh

の
常
道
で
あ
っ
た
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
の
よ
う
な

表
現
は
抑
制
さ
れ
、
ソ
リ
ス
ト
と
合
唱
は
常

に
融
合
し
合
い
、
そ
れ
ら
の
対
比
と
統

一
が、

敬
虔
な
感
情
を
み
ご
と
に
表
現
す
る
。

お
だ
や
か
な
ハ
長
調
の
主
題
で
始
ま
る
「
キ

リ
エ
」
は
、
中
間
部
の
「
ク
リ
ス
テ
」
で
は
ホ

ミ
サ
曲
ハ
長
調
の
出
版
時
に
献
呈
を
受
け
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

ト
・
フ
ォ
ン
・
キ
ン
ス
キ
ー
侯
爵

(
1
7
8
1
1
1
8
1
2
)
。

ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
大
切
な
バ
ト
ロ
ン
だ
っ
た
が
、
乗

馬
中
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
。

長
調
の
高
揚
を
見
せ
、
ふ
た
た
び
ハ

長
調
の

「キ
リ
エ
」
へ
と
静
ま
る
。
第
2
曲
「
グ
ロ
ー

リ
ア
」
も
ハ
長
調
だ
が
、
「
栄
光
の
賛
歌
」
に

ふ
さ
わ
し
い
輝
か
し
い
音
楽
。「
ミ
ゼ
レ
ー
レ」

を
中
心
と
す
る
中
間
部
の
劇
的
表
現
の
あ
と
、

「
聖
霊
と
と
も
に
」
の
歓
喜
の
フ
ー
ガ
が
み
ご

と
だ
。
信
仰
宜
言
を
歌
う
「
ク
レ
ド
」

は
、
歌
詞

を
誇
張
す
る
か
の
よ
う
な
特
徴
的
な
リ
ズ
ム

が
独
創
的
で
、
キ
リ
ス
ト
の
「
受
肉
」
、
「
受
難
」
、

「
復
泊
」
を
歌
う
中
心
部
も
明
快
か
つ
劇
的
で

あ
る
。
第
4
曲
「
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
」
は

一
転
し

て
イ
長
調
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
な
り
、
神
へ
の
感

謝
を
歌
っ
た
あ
と
、
フ
ー
ガ
が
神
の
栄
光
を

賛
美
す
る
。「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
」
は
声
楽

中
心
で
、
こ
の
世
な
ら
ぬ
喜
び
が
歌
わ
れ
る
。

第
5
曲
「
ア
ニ
ュ
ス
・
デ
イ
」
は
、
ハ
短
調

の
苦
し
み
の
音
楽
か
ら
始
ま
る
が
、
「
憐
れ
み

た
ま
え
」
の
叫
び
は
、
「
わ
れ
ら
に
平
和
を
与

え
た
ま
え
」
の
喜
び
に
変
わ
り
、
最
後
は
ハ

長
調
の
「
キ
リ
エ
」
の
主
題
が
「
ド
ナ
・
ノ
ビ
ス
」

の
歌
詞
で
回
想
さ
れ
て
終
わ
る
。

印

ベートーヴェンにミサ曲の作曲を依

頼したエステルハージ侯爵 (1765-

1833)だが、あまりに個性的な作品だ

ったため、気に入らず、結局受け取らな

かった。晩年のハイドンは6曲のミサ

曲を侯のために書いている。

ミサ曲ハ長調作品86

マリス・ヤンソンス（指揮）

バイエルン放送響＆合唱団

ゲニア・キューマイアー（ソプラノ）、 ほか

収録：2018年
(Br Klassik) 900170 
※輸入盤

カール・リヒター（指揮）

ミュンヘン • バッハ管
グンドウラ・ヤノヴィッツ（ソプラノ）、ほか

収録： 1969年
(DG) 00028946957127 

~ 
■ ミサ曲ハ長調作品86
キリエ、グローリア(3部）、クレド(5部）
サンクトゥス(4部）、アニュス・デイ(2部）

作曲…1807年
初演… 1807年9月13日、エステルハージ家
献呈…フェルディナント・フォン・キンスキー侯爵
出版・・・ 1812年
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生誕250年

BEET 
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
最
後
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ

ナ
タ
と
な
っ
た
第
10
番
卜
長
調
作
品
96
は
、
あ

の
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
作
品
47
の
9
年
後
、

1
8

1
2
年
完
成
し
て
い
る

(
1
8
1
5
年
に
改
訂
、

出
版
は
翌
年
7
月）

。
ま
だ
没
年
ま
で
か
な
り

の
年
数
が
あ
り
、
完
全
に
「
中
期
」
の
作
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
曲
は
「
謡
識
高
い
系
」

(P"
）
の
演
奏
家
の
手
に
か
か
る
と
、
雰
囲
気
は

最
晩
年
作
品
の
よ
う
。
弦
楽
四
重
奏
曲
で
い
う

と
第
12
番
作
品
l
2
7
(
1
8
2
3
¥
2
4
)
以

降
の
数
曲
の
よ
う
で
さ
え
あ
る
。

違
う
の
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
パ
ー
ト
の
難
易

度
で
、
後
期
弦
楽
四
重
奏
曲
の
第
1
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン

・
パ
ー
ト
が
時
に
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
以
上
に
難

し
い
の
に
対
し
、
ソ
ナ
タ
第

10
番
は
「
と
ん
で

も
な
く
易
し
い
」
（
某
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）
。
そ

の
た
め
も
あ
り
、
こ
の
ソ
ナ
タ
に
つ
い
て
は
、
誤

解
や
楽
譜
の
誤
読
が
あ
っ
た
。

ョ
ア
ヒ
ム
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
パ
ー
ト
の
フ
レ

ー
ジ
ン
グ
を
大
幅
に
変
更
し
た
演
奏
譜
を
残
し

て
い
る
し
、
仰
大
な
D
・
オ
イ
ス
ト
ラ
フ
や
ハ
イ

フ
ェ
ッ
ツ
他
、
多
く
の
往
年
の
巨
匠
た
ち
は
、
「
全

曲
演
奏
」
「
全
集
録
音
」
以
外
で
は
、
こ
の
曲
に

手
を
染
め
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

さ
ら
に
は

20
年
ほ
ど
前
、
あ
る
音
楽
雑
誌

で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
好
き
と
し
て
知
ら
れ
た

某
有
名
脚
本
家
が
こ
の
第
10
番
を
駄
作
と
決
め

つ
け
、
「
手
抜
き
」
「
主
題
の
盗
作
」
な
ど
悪
口
雑

言
を
酋
き
連
ね
た
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
い
た
。

数
年
前
、
カ
ン
ト
ロ
フ
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
こ

の
話
を
持
ち
出
す
と
、
本
人
は
大
笑
い
し
て
「
じ

つ
は
私
に
も
似
た
経
験
が
あ
る
の
で
す
よ
。
あ

文

渡

辺

和

彦

◎
音
楽
評
論
家

text b
y
 1G Q
N
 
u
h
i
k
o
 
v¥
、Qf
Q
n
Q
b
e
 

る
生
徒
か
ら

「先
生
、
こ
の
曲
は
演
奏
す
る
価

値
が
あ
る
の
で
す
か
？
』
と
真
剣
な
顔
で
聞
か

れ
ま
し
た
」
。

反
対
に
シ
ゲ
テ
ィ
、
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
、
現
代
の

知
性
あ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
た
ち
は
こ
の
曲

を
高
く
評
価
し
愛
奏
、
感
動
的
な
録
音
や
実
演

を
披
露
し
て
い
る
。
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
は
こ
の
ソ
ナ

タ
の
評
価
が
ま
だ
安
定
し
な
か
っ
た
1
9
8
0

年
代
初
頭
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
で
こ
れ
を
メ
イ
ン

に
据
え
た
リ
サ
イ
タ
ル
を
何
度
も
行
っ
て
い
た
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
は
最
後
か
ら
2
番

目
と
な
る
来
日
公
演

(82年
11
月
）
直
前
に
も
、

ユーディ・メニューイン

(1916-99) 

ピエール・ロード

(1774 -1830) 

注
目
さ
れ
る

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
10番

S
ひ
と
つ
の
音
や
和
音
に
込
め
ら
れ
た
意
味

s

か
つ
て
は
多
く
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
レ
バ
ー
ト
リ
ー
に
な

か
っ
た
作
品
だ
が
、
シ
ゲ
テ
ィ
や
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
ら
が
愛
奏
し
、

今
で
は
普
通
に
演
奏
さ
れ
て
い
る
曲
に
。
作
曲
時
期
は
中
期
、

内
容
的
に
は
晩
年
に
近
い
こ
の
曲
の
魅
力
を
探
る
。ス

イ
ス
で
こ
の
曲
を
演
奏
。
た
だ
し
実
際
の
来

日
時
に
演
奏
し
た
の
は
「
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ル
」
「
フ

ラ
ン
ク
」
が
中
心
で
、
こ
れ
は
と
て
も
残
念
だ
っ

た
（
場
所
は
昭
和
女
子
大
人
見
記
念
講
堂
）
。

作
品
そ
の
も
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
名
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
、
ピ
エ
ー
ル

・
ロ
ー
ド
（
ま
た
は
ロ
ー

デ
。
1
7
7
4
i
1
8
3
o)
の
た
め
に
創
作
さ

れ
、
初
演
も
彼
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ル
ド
ル
フ
大

公
の
ピ
ア
ノ
に
よ
っ
て
1
8
1
2
年
12
月
29
日、

ウ
ィ
ー
ン
の
ロ
プ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
侯
爵
邸
で
行
わ

れ
て
い
る
。
最
終
楽
章
の
変
奏
主
題
が
、
ロ
ー

ド
の
要
請
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
気
作
曲
家
ヨ

ア
ヒ
ム
・
ア
ダ
ム

・
ヒ
ラ
ー
(
1
7
2
8
¥
1
8

0
4
)
作
の
音
楽
劇
「
愉
快
な
靴
屋
」
の
ア
リ
ア

か
ら
借
用
さ
れ
て
い
る
の
は
有
名
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
何
か
と
議
論
が
あ
っ
た
。

第
1
楽
章
ア
レ
グ
ロ

・
モ
デ
ラ
ー
ト
は
、
正

さ
さ
や

副
主
題
と
も
に
、
疵
き
の
よ
う
な
、
テ
ー
マ
に

な
ら
な
い
断
片
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
音
楽
が
続

き
、
定
ま
ら
な
い
調
性
も
含
め
て
「
ほ
と
ん
ど

ポ
エ
ム
」
状
態
。
ソ
ナ
タ
形
式
の
原
型
は
、
半
ば

そ
の
姿
を
失
っ
て
い
る
。
そ
の
浮
遊
感
が
最
大

の
魅
力
だ
が
、
演
奏
す
る
の
は
本
当
に
大
変
だ

ろ
う
。第
2
楽
章
ア
ダ
ー
ジ
ョ
・
エ
ス
プ
レ
シ
ー
ヴ

一• ヴァイオリン ・ ソナタ第10番卜長調
作品96

作曲 ：1812年

初演： 1812年 12月29日
ピエール•ロードのヴァイオリン、
ルドルフ大公のピアノ

献呈 ：ルドルフ大公

出版 ：1816年

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ユーディ・メニューイン

（ヴァイオリン）＆ヴィル

ヘルム・ケンプ（ピアノ）

収録 ：1970年
(DG) 459436 
※2CD、輸入盤

ジャン＝ジャック・カント

ロフ（ヴァイオリン） &..I: 
田晴子 （ピアノ）

収録： 2008年
（コジマ） ALCD-7230/31 
※2CD 

ォ
も
、
子
守
唄
の
よ
う
な
ピ
ア
ノ
序
奏
で
開
始

さ
れ
る
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
楽
章。

渡
辺
玲
子
が
「
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
の
緩

徐
楽
章
の
中
で
も
っ
と
も
美
し
い
」
と
書
い
て

い
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
女
の
録
音
が
ま
だ
な
い

の
は
残
念
だ
。
次
の
楽
章
ヘ
ア
タ
ッ
カ
で
続
く

際
の
要
ハ
音
が
何
と
も
意
味
深
い
。

第
3
楽
章
ス
ケ
ル
ツ
ォ
、
ア
レ
グ
ロ
は
、
突
然

短
調
の
音
楽
に
変
わ
る
も
の
の
中
身
は
深
刻
で

は
な
く
、
ど
こ
か
不
自
然
な
、
割
り
切
れ
な
い

感
覚
で
進
行
す
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
流
俵
の

ギ
ャ
ク
や
ユ
ー
モ
ア
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て

第
4
楽
章
ポ
コ
・
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
は
、
前
記
の
主

題
を
基
に
し
た
変
奏
曲
。
形
式
が
か
な
り
自
由

で
、
「
プ
ラ
ー
ム
ス
流
の
性
格
変
奏
に
近
い
」
と

言
う
人
も
い
る
。
こ
こ
も
ど
こ
か
浮
遊
感
が
あ

り
、
コ
ー
ダ
は
突
然
の
よ
う
に
賑
や
か
に
な
る
。

ひ
と
つ
の
音
や
和
音
に
多
く
の
意
味
が
詰
ま

っ
て
お
り
、
曲
の
作
り
と
し
て
は
完
全
に
「
晩

年
の
様
式
」
。
現
代
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
や
カ

ン
ト
ロ
フ
の
よ
う
に
、
そ
う
し
た
方
向
性
を
見

据
え
て
演
奏
す
る
の
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
初



ウィーン初演のウァイオリニス

ト、イグナツ・シュバンツィヒ

(1776 ~ 1830) 

「
傑
作
の
森
」
の
中
で
何
か
と
割
を
食
っ
た

扱
い
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

《
三
重
協
奏
曲
》

作
品
56
と
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
22
番
作
品
54
だ

ろ
う
。協
奏
曲
に
は
可
愛
そ
う
な
言
薬
が
並
ぶ
。

日
く
「
凡
作
」
「
駄
作
」
「
他
の
中
期
の
作
品
と

比
べ
て
見
劣
り
が
す
る
」
「
独
奏
楽
器
群
の
た

め
の
協
奏
曲
と
い
う
ャ試
欲
的
な
発
想
を
処
理
し

き
れ
て
い
な
い
」
な
ど
な
ど
。

で
も
こ
の
機
会
に
改
め
て
聴
き
直
し
て
み
よ

う
。
典
雅
で
ク
ラ
シ
カ
ル
、
く
つ
ろ
い
だ
気
持

ち
の
良
い
曲
で
は
な
い
か
。
高
木
や
大
木
で
は

な
い
け
れ
ど
、
森
に
は
い
ろ
ん
な
草
木
が
あ
っ

て
い
い
。
独
奏
者
3
名
は
プ
ロ
か
腕
に
覚
え
の

あ
る
ハ
イ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

部
分
は
宮
廷
楽
団
が
初
見
で
弾
け
た
。
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
演
奏
し
て
楽
し
む
音
楽
だ
。

ス
ケ

ッ
チ
帖
に
よ
れ
ば
、

「
三
璽
協
奏
曲
」

の
着
想
は
1
8
0
2
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
当
初

は
調
が
違

っ
て
い
た
。
新
た
な
試
み
の
ひ
と
つ

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
完
成
し
な
い
う
ち
に
出
版

社
に
売
り
込
ん
だ
。
「第
1
稿
」
は
1
8
0
4

年
3
月
か
4
月
か
ら
作
仙
さ
れ
て
5
月
か
6
月

初
め
に
完
成、

6
月
9
日
に
ロ
プ
コ
ヴ
ィ
ッ

ツ

候
の
邸
宅
で
行
わ
れ
た
交
評
鼎
第
3
番
「英
雄
」

の
試
演
と
と
も
に
初
浙
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
急
い
で
作
仙
し
た
せ
い
か
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ

ェ
ン
は
出
来
栄
え
に
満
足
で
き
な
か

っ

た
。
残
さ
れ
て
い
る
ソ
リ
ス
ト
用
の
楽
譜
や
パ

ー
ト
諮
（
一

部
）
に
は
、
作

rih者
や
コ
ピ
ス
ト

に
よ
る
多
数
の
修
正
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

改
訂
作
業
が
長
引
い
て
、
楽
諸
の
出
版
は
1
8

0
7
年
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
こ
の

協
奏
曲
、
新
全
集
の
楽
譜
は
1
9
6
8
年
に
刊

行
さ
れ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
ら

一
次
汽
料
の
評
価

が
困
難
で
、
校
訂
報
告
が
出
版
さ
れ
た
の
は
楽

譜
の
刊
行
か
ら
50
年
近
く
を
経
た
2
0
1
4
年

だ
っ
た
。

独
奏
パ
ー
ト
は
チ
ェ
ロ
が
さ
ま
ざ
ま
な
奏
法

を
駆
使
、

表
現
力
が
要
求
さ
れ
、
ピ
ア
ノ
は
技

術
的
に
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
。
以
前
は
ル
ド

ル
フ
大
公
が
弾
く
た
め
に
意
図
的
に
易
し
く
書

か
れ
た
、
と
い
う
説
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
シ
ン

ド
ラ
ー
由
来
の
憶
測
だ

っ
た
よ
う
だ
。
「
皇
帝
」

を
弾
け
た
大
公
に
手
加
減
な
ど
要
ら
な
い
し
、

本
当
に
技
術
的
に
容
易
に
作
曲
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
も
っ
と
書
き
よ
う
が
あ
る
。
第
1
楽
浮
2

3
3
i
2
3
4
小
節
に
現
れ
る
右
手
の
三
度
の

ピアノ、ヴァイオリン、チェロと

オーケストラのための三重協奏曲
でもこの機会に改めて聴き直してみよう。

典雅でクラシカル、くつろいだ気持ちの良い曲ではないか。

高木や大木ではないけれど、森にはいろんな草木があっていい。
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三重協奏曲 op.56

スヴャストラフ • リヒテル（ピアノ）
ダヴィド ・オイストラフ（ヴァイオリン）

ムスティスラフ・ロストロポーヴィチ（チェロ）

ヘルペルト•フォン・カラヤン（指揮）

ペルリン・フィルハーモニー管弦楽団

（ワーナー） WPCS-23035 

~ 三重協奏曲＆合唱幻想曲

アレクサンドラ・コヌノヴァ（ヴァイオリン）

ナタリー・クライン（チェロ）

ダヴィッド• カドウシュ（ピアノ）

ロランス・エキルベイ（指揮）

インスラ・オーケストラ

アクサンチュス（合唱）、他

(Erato) 9029550573 

三重協奏曲＆ブラームス：

ヴァイオリンとチェロのための二重協奏曲

スターン・トリオ ［アイザソク・スターン（ヴァイオリン）

レナード・ローズ（チェロ）、ユージン• イストミン（ピアノ）］
ジョージ・セル（指揮）

クリーヴランド管弦楽団

(Doremi) DHR-8047 

ト
リ
ル
や
、
終
楽
章
の
終
わ
り
の
力
で
突
如
現

れ
る
一一一
度
の
フ
レ
ー
ズ
は
書
か
な
か

っ
た
は
ず

だ
。第
1
楽
章
は
朗
ら
か
な
ソ
ナ
タ
楽
章
。
独
奏

楽
器
の
パ
ー
ト
は
確
か
に
音
階
や
ア
ル
ペ
ッ
ジ

ョ
や
分
散
和
音
や
分
散
オ
ク
タ
ー
プ

（ピ
ア

ノ
）
な
ど
、
装
飾
的
な
パ

ッ
セ
ー
ジ
が
多
い
。

こ
れ
は
公
開
初
演
の
際
に
批
判
の
対
象
に
も
な

っ
た
。
第
2
楽
章
、
変
イ
長
調
の
短
い
ラ
ル
ゴ

か
ら
第
3
楽
章
の
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
ヘ
と
入
っ
て
ゆ

く
音
楽
の
運
び
方
は
、

《
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
・

ソ
ナ
タ
》
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
快
活
な
第

3
楽
章
は
楽
譜
が
出
版
さ
れ
て
す
ぐ
、
単
独
で

ピ
ア
ノ
連
弾
用
の
編
曲
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の

協
奏
仙
の
秘
か
な

（？
）
人
気
を
物
語
る
も
の

だ
ろ
う
。

演
奏
は
ソ
リ
ス
ト
に

一
騎
当
千
級
の
名
手
3

人
を
集
め
た
も
の
と
、
ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ
が
受

け
持
つ
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
技
術
的
に
も
音

楽
的
に
も
難
し
く
は
な
い
か
ら
、
ご
く
短
時
間

の
練
習
で
仕
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
け
れ
ど
、

チ
ェ
ル
ニ
ー
は
そ
れ
を
見
越
し
て
か
、
「
ご
く

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
わ

せ
る
前
に

3
人
で
十
分
に
相
談
し
、
練
習
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
釘
を
刺
し
て
い
る
。
今

後
さ
ら
に
演
奏
の
機
会
が
増
え
る
だ
ろ
う
。
狂

~ 門~
■ ピアノ、ヴァイオリン、チェロと
オーケストラのための三重協奏曲

ハ長調作品56

第1楽章 アレグロ
第2楽章 ラルゴ
第3楽章 ロンド・アラ・ポラッカ

作曲…1804年
私的初演・・ 1804年6月9日

ロプコヴィッツ候の邸宅

公開初演・・・1808年、ライプチヒ

ムスティスラフ・

ロストロポーヴィチ

(1927-2007) 
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